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「笑顔あふれる…自然豊かな“あったか…ふるさと”館山」の
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実現を目指して

館山市長
…金…丸　謙…一

　館山市は、平成13年３月に、平成27年度を目標年次とした『第３次館山市総合計画』を策定し、
将来都市像として掲げた「輝く人・美しい自然　元気なまち館山」の実現に向けたまちづくりに
取り組んでまいりました。
　私たちを取り巻く社会経済情勢は目まぐるしく変化しており、とりわけ人口減少や少子高齢化、
地域経済の活性化など、「地方創生」が大きな課題となっている今、行政の役割やあり方に
ついても、大きな転換期を迎えています。
　こうした中、このたび、平成28年度から平成37年度までの今後10年間を展望したまちづくり
の指針として『第４次館山市総合計画』を策定いたしました。
　この『総合計画』の策定にあたっては、各種アンケート調査をはじめ、タウンミーティングや
パブリックコメント、各種団体との意見交換、館山市総合計画審議会における審議など、広く
市民の皆様や各界各層の方々から、まちづくりに対する思いやご意見、ご提案をお寄せいただき、
今後取り組むべき施策として取り入れてまいりました。
　近年、館山市では、都心からのアクセス性の向上や「海辺のまちづくり」の推進等により交流
人口が増加し、その魅力にひかれて移住された方や二地域居住の方も増えています。
　本『総合計画』の将来都市像については、市民の皆様をはじめ、館山市を訪れる方や移住して
こられる方、すべての方々が笑顔と活気にあふれる元気なまちとなることを目指し、「笑顔あふ
れる…自然豊かな“あったか…ふるさと”館山」としました。
　歴史あるこの館山市が、安房地域の中心都市としての役割を担い、将来都市像の実現に向け、
活力を維持しながら、持続した歩みを続けていくためには、館山市の強みや特性を活かした
地域経済の振興が重要であり、時代のニーズを的確にとらえ、真に効果のある戦略的な施策の
展開と、その着実な実行、客観的な検証により、館山市の飛躍につなげていかなければなり
ません。
　そのため、これまでの概念にとらわれず、時代の変化にも柔軟に対応していけるよう、市民の
皆様をはじめ、より多くの方々に市政に参画していただき、「オール館山」の体制で、英知を
結集し、館山市の新たな歴史を築いてまいりましょう。
　結びに、『総合計画』策定にあたり、貴重なご意見、ご提案をいただきました市民の皆様をは
じめ、総合計画審議会委員並びに関係各位に厚くお礼を申し上げますとともに、計画の目標達
成に向け、今後とも一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…平成２８年３月
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第 1 部

序　論

１ 計画策定の趣旨

２ 計画の構成と期間

３ 館山市のすがた

４ 時代の潮流

５ 館山市の特性

６ 館山市の課題
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１ 計画ࡦఆͷझࢫ

　館山市では、平成13（2001）年度からの15年間を計画期間とする『第 3次館山市総合計画』

に基づき、「輝く人・美しい自然　元気なまち館山」を将来都市像としたまちづくりを進めてきま

した。

　その間、地方ݖの進展や急な人口減少と少子高齢化、グϩーόル経済のྫྷえࠐみによる

景気低、また、平成23（2011）年3月の౦本大災発生にىҼした安全・安心のۓ急的

な対策のඞ要性の高まりなど、社会経済情勢は大きく変化しました。

　こうしたঢ়گの中、さま͟まな課題をりӽえ、館山市が将来にわたって持続Մ能なまちづく

りを行っていくためには、長期的な視点にཱち、これまでҎ上に重点的・効的な行政運営が

ඞ要とされます。

　そこで、新たな時代の流れや課題をेに踏まえた上で、行政のみならず、まちづくりにかか

わるすべての人々が思いを一つにし、力を合わせて館山の魅力にຏきをかけ、ر望をもってまち

づくりを進めていくための「道しるべ」として、平成28（2016）年度から平成37（2025）年度ま

での10年間を展望した『第４次館山市総合計画』を策定しました。
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２ 計画ͷ構ͱ期ؒ

　新総合計画は、「基本構」ٴび「基本計画」から構成するものとします。

ᶃ　基本構想

　長期的な視点にཱち、目指すべき将来都市

像やその実現に向けての基本方針など、市政

の長期的Ϗδϣンをࣔすものです。

ᶄ　基本計画

　基本構を実現するための各の۩体的

な施策・ࣄ業を໌ࣔし、総合的・体系的にま

とめたものです。

　新総合計画の期間は10年間とし、「基本構」は平成28（2016）年度から平成37（2025）

年度までの10年間、「基本計画」は前期と後期にけ、それͧれ5年間とします。

ᶃ　基本構想

…　　　……　10年間（平成28年度ʙ平成37年度）

ᶄ　基本計画

　ʦ前期ʧ５年間（平成28年度ʙ平成32年度）

　ʦ後期ʧ５年間（平成33年度ʙ平成37年度）

˙計画の期間

基本構想
（将来都市像）

基本計画
（施策体系・実施ࣄ業）

平成28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度

基本構（10年）

前期基本計画（5年） 後期基本計画（5年）
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３ ͷ͕ͨ͢ࢢࢁؗ

　館山市はઍ༿ݝ房総ౡのೆに位置し、ઍ༿市からはઢڑで70LN、౦ژの中心෦
からは100LNݍにあります。
　໘ੵは110�15LN2で、はԺやかな館山、ೆ はࠇ潮おどるଠ平༸に໘し、෦には緑
豊かなా園やর༿थྛのٰྕが広がっており、年間平ۉ気Թは16ˆҎ上と、ౙでもՖが࡙きތ
るԹஆな気ީにܙまれています。
　ೆ房総国定公園にも指定される34�3LNの変化にんだ海؛ઢには、ผ名「ڸϲӜ」ともݺ
ばれる館山ӽしに望む࢜山や༦のઈ景、美しい࠭が広がる平࠭Ӝ海؛など、多くの
景উ地がଘࡏし、また、αンΰやウミϗタルの生ଉ域として、貴重な海༸生資源を༗してい
ます。さらに、スΩューόμΠϏングをはじめとしたϚリンスポーツやՆの海水ཋのద地として
も知られています。
　一方、ౡ性という地理的特性を༗しながら、౦ژアクアラΠンと౦関౦自動ं道館山ઢ
の全ઢ開通により、౦ژ都心からのアクセスは飛躍的に向上しました。また、「館山༦ڮࢅ
（館山ߓ多目的観光ڮࢅ）」や交流拠点「“ॷのӺ”たてやま」の成により、海のݰ関口とし
ての整備も進んでおり、「館山ಠ自の魅力」を活かした海路・路の交流拠点としての発展が期
されています。
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　館山市は、館山条ொ・ಹݹொ・ધ形ொが合ซし、ত14（1939）年に生しました。その

後、ত29（1954）年にິଜ・ਆށଜ・࡚ଜ・豊房ଜ・館ଜ・重ଜを合ซして、現ࡏの

館山市の࢟となりました。

　市10地۠は、そのような地理的・歴史的എ景から、それͧれݻ༗の特を༗しています。

˙館山市のओなできごと
年 ओなできごと

年（1878）11࣏໌ …館山と౦ژの間にৠ気ધのߤ路ができる
年（1897）30࣏໌ …条に安房܊の܊役所ができる
年（1901）34࣏໌ …安房中学校（現ࡏの安房高等学校）が開校する
大ਖ਼……8（1919）年 …安房条Ӻ（現ࡏの館山Ӻ）までమ道が開通する
大ਖ਼12（1923）年 …関౦大災により大きなඃ害をडける
ত……5（1930）年 …館山海ୂۭߤ܉ができる
ত14（1939）年 …館山条ொ・ಹݹொ・ધ形ொを合わせて館山市となる
ত28（1953）年 備ܯ… （ୂ現ࡏの海上自衛ୂ）館山ۭߤ基地ができる
ত29（1954）年 …ິଜ・ਆށଜ・࡚ଜ・豊房ଜ・館ଜ・重ଜが館山市に加わる
ত33（1958）年 …ೆ房総の海؛が国定公園に指定される
平成……8（1996）年 …利ࠜ川からの安定した水道用水がૹられてくるようになる
平成……9（1997）年 …౦ژアクアラΠン開通
平成19（2007）年 …౦関౦自動ं道館山ઢ全ઢ開通
平成22（2010）年 …「館山༦ڮࢅ（館山ߓ多目的観光ڮࢅ）」ができる
平成24（2012）年 …交流拠点「“ॷのӺ”たてやま」がオープン

10地۠の位置
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（参ߟ）館山市10地۠のԊֵと概要

˓ધܗ۠
時代には生ށߐ、業がんでړくからݹ　
にૹるնધ業でӫえましށߐやなどをڕ
た。ΧツオધなどにڅڙするえさΠϫγړ
業の発の地で、໌ 時代Ҏ߱、房भうち࣏
わの生産地としても知られました。館山市
༗のړ業基地があるߓړのまちです。

˓ಹݹ۠
の前ொࣉݹಹ・ࣉ観Ի結願ࡾेࡾ౦ࡔ　
としてݹくからӫえ、໌ からژ時代に、౦࣏
ৠ気ધがԟ来するようになってからは、海
までまちが広がり、多くの人でに͗わいま؛
した。ೆ ଆは平地、ଆは山地でҴ࡞を中
心にࡊやཙ農、果थഓなどが行われて
います。

˓۠
໌、ϲӜにԊった平෦に位置しڸ　 時࣏
代Ҏ߱、安房地域の政࣏経済の中心として
発展してきました。大ਖ਼時代のమ道開通後
は、Ӻを中心に商ళ街や住地が広がりま
した。館山Ӻは、市のݰ関口として多くの観
光客を迎え入れています。

۠ࢁؗ˓
　戦国時代のऴわりに、ཬ見ࢯが館山の
Լொとして整備し、ށߐ時代Ҏ߱ߓொとし
てӫえました。তのॳめ、海ୂۭߤ܉が置
かれ、܉都としての歴史をたどりました。「館
山༦ڮࢅ」や「“ॷのӺ”たてやま」の
成で、観光の中心地としての役割が期され
ています。

˓ິ۠
　ິは、౦ژにິのようにಥき出して
いることから名付けられた地名で、ິ のಥ
にあるऱ࡛౮が、౦ژとଠ平༸の境
界となっています。農ړの地域で、大ਖ਼
時代からԹஆな気ީを活かしたՖづくりが
んです。現ࡏもストックやώϚϫリなどの
産地として知られ、ԭ合では定置ړが行
われています。

˓ਆށ۠
　ਆށは「ਆにえるՈ」のことで、安房ਆ
社を支える人たちのՈがあったということ
が地名の༝来です。海Ԋいを「本の道100
બ」にબばれた房総ϑラϫーラΠンがり、
Ϩδϟー施設が点ࡏしています。࠭ 防ྛに
よってकられてきた農地では、Ϩタスなどの
ࡊやՖのഓがんに行われています。

˓࡚۠
　࡚の地名は、ྑ࡚ਆ社のࡇਆで安房
開のとされる「ఱ໋」とິに位置する
地域であることに༝来しています。ԭ合は
໌、潮と潮がͿつかるとこΖでࠇ 時代に࣏
はϚグϩはえೄړでӫえました。青ൟが
「海の」をඳいた地で、安房地方のࢣړが
Վった「安房節」発の所でもあります。

˓๛۠
　Ҵ࡞を中心に農業がんな地域で、多く
の࡞が実る豊かな土地であることにҼ
み、໌ ח。時代に地名が付けられました࣏
時代には、חとのਂいつながりがあり、
খࣉには多くの文化財がされていま
す。全国でも༗の「センリϣウ」の産地と
して知られる΄か、観光いちご園には多くの
観光客が訪れています。

˓ؗ۠
が置かれ、中ੈにはࣉ代には安房国ݹ　
ཬ見ࢯがҴଜを築くなど、ݹ代安房の中
心地としてӫえた地域です。地名は、平安時
代の人「Ոओ」の館があったとݴわれる
所が「館ݪ」とݺばれたことにҼんでい
ます。観光農業として、いちごഓがんで、
１ʙ４月には多くの観光客が訪れています。

˓ॏ۠
　9つのଜが一ॹになってできたということ
から、໌ 。時代に地名が付けられました࣏
多くする、中ੈのやぐらや像から、
とのつながりのਂい߽たちが活発にח
活動していたことが知られています。Ҵ࡞や
ཙ農の΄か、སのഓがんに行われてい
ます。
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　館山市でಇく「ै業者˞1」は24349人（平成22年国勢調査）で、近年は減少向にあり

ます。

　ै業者を産業ผでみると、76�0ˋが第3次産業にैࣄしており、第1次産業（7�1̀ ）、第2次産

業（15�8ˋ）を大きく上ճっています。産業ผの構成ൺを近ྡ自࣏体とൺֱすると、第3次産業

でやや高く、第1次産業で低い向がみられます。

924業所は2ࣄ　Χ所（平成24年経済センαス）で、やはり第３次産業が多く、全体の

85�0ˋをめています。

　第3次産業の中では、ै 業者、ࣄ業所ともにখച業、ҿ৯αーϏス業、॓ ധ業などの業種が

多くなっていますが、近年では高齢化の進展をഎ景として医療・福祉関࿈も増加しています。

　館山市では、「ै業者」、「就業者˞2」、ともに減少向にありますが、「ै業者」はৗ

に「就業者」を上ճっており、「ै業者ʗ就業者」でࢉ出される「就ैൺ」は１より高い

水४にあります。このことは、ன間に市֎からの流入人口を多く集めていることを意ຯしてお

り、館山市は、安房地域の中で「拠点性の高いまち」とݴえます。

　　　˞1……ै業者ɿ市でಇいている人。市民Ҏ֎もؚむ。

　　　˞2……就業者ɿಇいている市民。市֎でಇいている人もؚむ。

（平成22年…国勢調査）
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̐ ͷைྲྀ࣌

今後のまちづくりを進めていく上で、ླཱྀ 意すべき時代の潮流について整理します。

【人の動ଶの構的変化】

１．少子化と人口減少

●少子化をഎ景として、本の人口はすでに減少基調に転じていま
す。出生は低水४で推移していることから、この向は今後も
さらに強まることが༧されます。
●人口減少により、国の消費ध要のॖখと࿑ಇ力人口の減少が
。念されますݒ໘からの経済活動の低Լが྆څえられ、धߟ

２．人口構成の高齢化

●本の65ࡀҎ上年人口は、ত55（1980）年の1065ສ人か
ら平成22（2010）年の2925ສ人、30年間で3ഒとなり、今
後も増加し続ける見ࠐみです。
●人口構成の高齢化がもたらす大きなӨڹとしては、医療・福祉・
հ護ニーズの高まりによる社会保障関࿈経費の増大がڍげられ
ます。

【人の意識の変化】

３．安全・安心
向の高まりࢤ　　　　

●౦本大災Ҏ߱、地をはじめとする自然災害に対する国民の
機意識と地域のឺに対する重要性のೝ識は高まっており、防災ة
対策の強化や地域防災体制の充実がٻめられています。
●都市基盤や公共施設のٺ化に対し、計画的な対応がඞ要です。
●多発するڟѱ犯ࡑやނࣄなどをഎ景として、安全・安心の関心
はますます高まっており、ৗ生活をڴかすさま͟まな問題に対
する総合的なة機理体制の強化がٻめられています。

４．価観・ニーズの
　　　　　　……多様化

●人々の価観は「ものの豊かさ」よりも「心の豊かさ」を重視する
。性と多様性をଚ重する意識が強まっていますݸ、向にあり
●少子化や核Ո化など、社会の変化と価観の多様化をഎ景と
し、ै 来型の地域コミュニティのਰୀがݒ念される一方で、中・
高年層を中心に、社会ݙߩ活動の参加意ཉは高まっています。
●このようなෳࡶ多様化する市民ニーズに対し、きめࡉかな対応が
。められていますٻ

５．市民参加・
　　……協ಇ意識の
　　　　　　………高まり

●価観の多様化やラΠϑスタΠルの変化の中で、Ϙランティア活
動をはじめとする社会ݙߩの意識が高まっており、まちづくり
にੵۃ的に参加する市民も増えています。
●これからのまちづくりは、市民と行政とが対等なパートφーとし
て情報や課題を共༗し、協ಇによるまちづくりを進めていくこと
が大です。
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【社会・経済動向の変化】

６．地نٿでの
　……環境問題のਂࠁ化

●Թࣨ効果Ψスの増加による地ٿԹஆ化の進展は、ҟৗ気の発
生、৯ྐ生産や生多様性のѱӨڹなどがݒ念され、人ྨそ
のもののଘ続を༳るがすਂࠁな問題です。
●環境ෛՙをܰ減し、ݶりある資源にྀした循環型社会の転
換に向け、行政・ࣄ業者・ݸ人など、それͧれが一層意識を高め、
自らのཱである行動をとっていくඞ要があります。

７．情報化の進展

●情報通信ٕज़（ * $ 5 ）の飛躍的な進歩で、年前にはଘࡏしな
かった情報機ث等により、リアルタΠϜでの情報発信がՄ能
となり、ৗ生活にਂくਁಁし、情報のスϐーυ化は々進んで
います。
●生活の利便性をもたらす情報化は、今後も一層進展すると思わ
れますが、一方で、大な情報ྔの中から、ඞ要かつਖ਼確な情報
の取ࣺબが重要となり、その活用によっては、新たな課題や問
題が生じることも༧ଌされます。

８．グϩーόル化の
　……　　　　　　進展

●経済活動のグϩーόル化や * $ 5 の発達、交通・༌ૹ手ஈの広
域・高化などにい、人・・金・情報のϘーμϨス化が急に
進んでいます。
●֎国人観光客や֎国人居住者の増加も༧される中で、行政に
もさま͟まなにおけるグϩーόル化の対応がٻめられてい
ます。

̕．地方経済のఀ
……（都市෦とのൺֱ）

●国人口が減少する中で、人口が都市෦に集中する向がみら
れます。その一方で、多くの地方では人口減少と高齢化が進み、
経済がఀしています。
●こうした中で、地方では、定住人口や交流人口の増加をਤってい
くとともに、あるఔ度の人口減少を前提としたまちづくりをࡧ
していくこともٻめられています。

【自࣏体の方向性の変化】

10．地域ओݖに
　　　ࠜ͟した
　　　　自ओ・自ཱの
　　………　　まちづくり

●国から地方ݶݖや財源が移ৡされ、自࣏体の自ओ性・自ཱ性
がٻめられています。
●自࣏体は、多様化する行政課題や市民ニーズに的確にこたえると
ともに、地域の特৭を活かしたまちづくりを行っていくため、より
一層の創意工と、自らのとஅによる行政経営能力がٻ
められています。

*……
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̑ ͷಛੑࢢࢁؗ

　館山市のओな特性はҎԼのとおりです。

　౦ژアクアラΠン等を利用す

れば、౦ژ都心から１時間という

ཱ地にありながら、美しい海とཬ山

の緑があふれる自然豊かなまちで、

市民もこの点を「住みよい」とײじ

ています。

　また、豊かな自然にはぐくまれた

৯ࡐにもܙまれています。

　प辺市とൺֱしてன間人口ൺ

が高く、市にཱ地する大ن商

業施設を中心に、ன間に市֎から

ै業者をडけ入れていることがわか

ります。

　安房地域の中で、「拠点性の高い

まち」とݴえます。

　ट都ݍの都市෦住民を対とし

た8&#アンケート調査では、館山

市のΠメーδとして「自然豊かな」・

「のどかな」・「ஆかい」とのճ答が

多くみられました。

　移住・定住の促進や交流人口の増

加など、地域活性化の取組を行って

いく上での「強み」とߟえられます。

 � ࣗવ͕๛͔Ͱ͋Δ

 � ҆ҬͷதͰͷڌੑ͕͍ߴ

 � ʮͷͲ͔ͳʯɾʮஆ͔͍ʯͱ͍ͬͨΠϝʔδ͕͍ڧ
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̒ ͷ՝ࢢࢁؗ

　館山市のओな課題はҎԼのとおりです。

　市の人口は減少を続けており、人

口構成上の高齢化も進んでいます。

　「ひと」は地域経済・地域活動の

ओ体であり、人口減少と高齢化の進

展は地域社会に大きなӨڹをٴ΅

します。

　市民意識調査では「住みにくい

点」として「ྑいࣄઌがない」が࠷

も多くなっています。

　一方で、地域での༗効ٻ人ഒは

ઍ༿ݝ全体の水४を上ճっており、

める৬種や条݅等が地ٻ৬者がٻ

域のٻ人とϚッνしていないことが

うかがわれます。

　近年、大ن業のࣄ業所がด

されるなど、第２次産業を中心に

市の産業にఀײがみられます。

　市民意識調査でも、各種産業の振

興をٻめるが多くฉかれました。

 � ਓݮޱগɾྸߴԽ͕ਐΜͰ͍Δ

ͷϛεϚον͕ੜ͍ͯ͡Δ༺ޏ � 

ͯ͠ఀ͕ۀ࢈ �  ͍Δ
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私
が
、
未
来
の
館
山
に
、
こ
ん
な
街
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
う
も
の
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
み
ん
な
が
楽
し
く
元
気
に
な
れ
る

街
」
で
す
。
館
山
は
、
温
暖
な
気
候
で
、
食
べ
物
は

新
鮮
で
お
い
し
く
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
花
は
季
節
ご
と
に
き
れ
い
に
咲
い
て
、
心
を

和
ま
せ
て
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
も
の
は
、
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い

て
ほ
し
い
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
し

ま
せ
ん
。
映
画
館
や
ミ
ニ
遊
園
地
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
や
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
が
あ
る
大
型

プ
ー
ル
、
全
国
で
も
有
名
に
な
る
ほ
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
雨
の
日
に
も
関

係
な
く
遊
べ
る
と
も
っ
と
よ
い
で
す
。
住
ん
で
い
る

私
達
も
楽
し
み
が
増
え
、
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
よ
そ
に
住
ん
で
い
る
人

達
も
、「
館
山
に
来
た
い
。」
と
喜
ん
で
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
年
を
取
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

船
形
小
学
校…

六
年　

別べ
っ
し
ょ所　

佳か

な南

夢
と
希
望
の
街
、
館
山

＜小学生の部＞

る
街
」
で
す
。
今
、
お
年
寄
り
の
数
が
増
え
、
ひ
と

り
暮
ら
し
や
お
年
寄
り
だ
け
の
家
庭
も
増
え
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。
私
の
祖
父
母
も
二
人
だ
け
で
住
ん
で

い
ま
す
。
今
は
ま
だ
、
車
を
運
転
し
て
い
る
の
で
、

生
活
に
不
便
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
年
を
取
っ

て
、足
腰
が
悪
く
な
っ
た
ら
、外
に
出
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、生
活
が
大
変
に
な
り
ま
す
。
家
の
近
く
に
ス
ー

パ
ー
が
あ
る
人
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
人
た
ち
で
す
。

困
っ
た
時
に
、
声
を
か
け
あ
え
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
都
会
で
は
、
隣
同
士
の
顔
が
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
近
所
や
地
域
の
人
達
の

さ
り
げ
な
い
声
か
け
や
見
守
り
が
、
お
年
寄
り
を

支
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
人
と
人
と
が

つ
な
が
っ
て
、
困
っ
た
時
に
助
け
合
え
て
こ
そ
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

夢
と
希
望
の
館
山
に
な
る
た
め
に
、
何
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
館
山
の
こ
と
を
知
っ
て
、

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

み
ん
な
が
心
を
一
つ
に
す
れ
ば
、
楽
し
く
、
未
来
の

あ
る
館
山
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘࡞จίϯΫʔϧೖબ࡞

最優秀賞

˞学年は平成 26 年度時点
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１ কདྷ૾ࢢ

　館山市は、౦ژの中心෦から100LNݍと、౦ژ都心に近いཱ地条݅にありながら、Թஆな気

ީと、輝く海、緑豊かな自然にғまれ、ܙまれた環境のもと、ゆったりとしてあたたかな人々と、

次ੈ代にҾき継ぐべき大な歴史や౷・文化をはぐくんできました。

　しかし、近年では、人口減少と少子高齢化の進展、ए年層の流出など、本全体が๊える構

的な人口問題により、自࣏体そのものの持続性・継続性がةͿまれています。

　一方で、この「ふるさと館山」のތりとい思いをもった市民は、たくさんいます。

　また、館山のૉらしい自然と෩土に魅力をײじ、観光などで訪れる方、移住してくる方、そし

て「ふるさと館山」ؼってくる方がいます。

　住んでいる私たち自が、「住んでよかった」・「せだ」とײじることができ、笑顔にあふ

れ、ތりをもって自ຫできるまちであるならば、自然と「訪れてみたいまち」・「住んでみたいま

ち」・「ؼってきたいまち」となっていきます。

　子どもから高齢者まですべての人々が、地域のឺや人と人との （ྠ）の力でॿけ合い、また、

あたたかな心で、新たな出会いやԑを大にして、心豊かにらしていけば、それが地域の魅力

となります。

　私たちは、今あるこのૉらしい財産をもう一度見つめし、「館山ならでは」の“Ωラリ”と

輝く魅力を、私たち自で見つけ出し、ຏきあげていくこと、そして、「ふるさと館山」のތりと

Ѫ着を大にकり、育てていくことが、館山のまちづくりの目指すべき方向とߟえます。

　そして、この館山に住む私たちだけでなく、この地を訪れる方・移住してくる方・ؼってくる方、

すべての人々が、この美しい自然豊かな館山で、ゆったりとあたたかな「人と人とのふれあい」・

「人と自然とのふれあい」を重Ͷることで、まち全体が、いきいきとした笑顔と活気にあふれる

元気なまちとなることを目指します。

˙…将来都市像

　　　　স͋إ;ΕΔ ࣗવ๛͔ͳ

ʮ͔͋ͬͨ ;Δ͞ͱʯؗࢁ
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２ কདྷਓޱ

　現ࡏ、本の人口全体が減少基調に転じていますが、館山市ではত25（1950）年の

59424人をϐークに減少を続けています。എ景には、出生の低とए年層の転出があり、平

成22（2010）年の人口は49290人となっています。

　この向は今後も続くことが༧され、現ঢ়のまま推移するとԾ定した合、本計画の࠷ऴ年

次である平成37（2025）年の将来推計人口は、42904人まで減少するとߟえられます。

　また、高齢者の増加と子どもの減少により、人口構成上の高齢化も進展しており、高齢化は、

平成22（2010）年の31�4ˋから平成37（2025）年には41�0ˋまで上ঢすることが༧されます。

˙人口・年齢֊層ผ人口と年齢֊層構成ൺの動向（平成22年までは実、Ҏ߱は推計）

　

˞国勢調査人口に基づくコーϗート要Ҽ法による推計人口

平成22（2010）年

�����ਓ

6000人の減少
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　本は、ଞ国に例を見ない΄どの急ܹな人口減少・少子高齢社会を迎えています。

　人口減少は、産業・経済・生活基盤等、社会のあらゆる໘での活力低Լにつながるਂࠁな

問題です。また、ए年層を中心とした地方から大都市の人口流出は、少子高齢化問題をさらに

。なものにしていますࠁਂ

　そのような中、国は、平成26（2014）年12月、『まち・ひと・しごと創生長期Ϗδϣン』ٴび『ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略』を策定し、「2060年に1ԯ人ఔ度の人口を確保すること」を目標

に、本がその活力を維持していくためには、地方が元気を取りす「地方創生」が࠷༏ઌであ

るとして、対策を進めていくこととしました。

　「地方創生」には、それͧれの自࣏体自らの創意工で、その地域の特性に合கした的確な

取組を推進していくことがٻめられています。

　館山市でも「人口減少」はࠩしഭった課題です。人口構成の高齢化と急ܹな人口減少が進む

中で、子育て支援や移住・定住の促進等により、ए年層の増加を進めていくことが重要です。　

　また、地域の活力を取りし、まちの「に͗わい」と「魅力の増進」をਤっていくためには、定

住人口だけでなく、観光客などの交流人口や二地域居住者等の増加を推進していくこともඞ要

ෆՄܽです。

　そこで、本計画では、国ٴびઍ༿ݝの「総合戦略」をצ案しつつ、市の将来人口の展望をࣔす

『館山市人口Ϗδϣン』と、それをもとに۩体的な施策と目標を定めた『館山市まち・ひと・しご

と創生総合戦略』を加ຯしながら、「人口減少対策」をओ要なテーϚとし、一体的な取組を進め

ていきます。

…

まち・ひと・しごと創生
総合戦略

まち・ひと・しごと創生
長期Ϗδϣン

国

ө

ઍ༿ݝ ઍ༿ݝ地方創生「総合戦略」

ө

館山市 館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略館山市人口Ϗδϣン

【政策5ݪଇ】 自ཱ性 地域性将来性 結果重視性

ઍ༿ݝ人口Ϗδϣン
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３ ར༻ͷํੑ

　館山市の地໘ੵは全体の１割ఔ度で、ごくݶられた土地に、市街地や集མを形成してきま

した。

　そのような中で、館山Ӻप辺の中心市街地は、ݹくから安房地域の商業・業・行政機能の

拠点として発展するとともに、各地۠は、ಠ自の歴史と౷により、ݸ性豊かな地域社会を築き

上げてきました。

　しかし、人口減少や少子高齢化の進展により、地域活力の低Լやコミュニティ機能のਰୀが

機とした災害に強いまちづくりの関心の高まりや豊ܖ念されるとともに、౦本大災をݒ

かな自然環境の保全、景観にྀしたྑな居住環境の形成など、これからのまちづくりに対

する課題や要望はෳࡶ多ذにわたっています。

　また、近年は、価観・ラΠϑスタΠルの多様化により、ా ࣷらしをر望するट都ݍ住民や

౦ژ都心のアクセス向上にىҼした二地域居住ر望者などが増えており、定住人口・交流人

口等の増加をਤるためにも、౦ژ都心との近性や豊かな自然といったܙまれた地域特性を活

かしたड入環境の整備がඞ要です。

　土地は、市民が生活を営み、生産活動を行うための基盤であり、その利用方法は、地域の発

展やまちづくりにਂい関わりをもつため、長期的視点によるదな利用がٻめられます。

　そこで、今後のまちづくりでは、市民が安心してらし、ތりとѪ着をもって住み続けられるよ

うに、地域の特性と自然環境・生活環境・産業環境のߧۉにྀした計画的な土地利用を進め

ていきます。

˙ओな課題に対応するための土地利用の方向性

ᶃ ਓݮޱগɾগࣾྸߴࢠձʹରԠͨ͠ࢢ構ͷܗ
　
　中心市街地においては、現ࡏのنと生活利便

性を維持するとともに、歩行ۭ間の確保やόリアϑ

リー化など、高齢者等にྀしたྑな生活環境

の創出をਤります。

　館山Ӻप辺については、ۭ きళฮやະ利用地の

༗効活用をਤるとともに、商業・業機能のదਖ਼

置の検౼やమ道・όス等の交通結節点として利便

性の高いۭ間づくりにめ、土地の高度利用を目

指します。

　また、各地۠においては、طଘの公共交通による市街地との࿈ܞ確保や地۠の活動拠点の維

持、生活道路の安全性・շద性の向上により、地域コミュニティの活性化をਤります。
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ᶄ Ҭͷັྗ্ࣗવͱͷڞੜʹྀͨ͠ར༻
　
　海と緑にғまれた豊かな自然環境や地域特༗の景観・歴史など、地域の魅力を活かした「५

いとゆとり」のあるշదな生活環境を構築するとともに、観光都市にふさわしい景観と環境を

維持・保全するため、டংあるదな土地利用をਤります。

　特に、ೆ 房総国定公園۠域については、自然公園法等に基づくదな土地利用により、次ੈ

代にҾき継ぐべき地域資源の保全にめます。

　
　

ᶅ ࡂɾࡂݮରڧࡦԽͷͨΊͷར༻
　
　災害に強い安全な地域の土地利用の促進と災害۠ݥة域のແடংな開発行ҝの制

により、防災・減災力を高めます。

　また、防災拠点のదな置を進めるとともに、防災機能を担うྛや農地、河川などの保

全と活用にめます。

　災害時におけるۓ急資༌ૹや防災拠点・ආ所のਝなආ༠ಋのため、ۓ急༌ૹルー

ト・ආ路の整備を進めるとともに、Ԋ道ݐ築のෆ೩化対策等について、検౼していきます。

　

ᶆ ͷอશ
　
　農地が༗する多໘的機能をྀߟし、ແடংな地化等

を制するとともに、生産性の高い༏ྑ農地の保全やߞ

。生をਤります࠶地のغ์࡞

　
　

ᶇ ۀ࢈ৼڵʹͭͳ͕Δར༻
　
　経済の発展を支える交通基盤や情報通信基盤の整備を進めるとともに、農水産業・商工業・

観光業の࿈ܞ強化により、交流・流の活性化にめます。

　また、ओ要װઢ道路Ԋいの商業施設のదな༠ಋと、居住環境との調のとれた土地利

用により、地域経済の発展と生活利便性の向上をਤります。
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̐ ߝͷେࡦࢪ

…「まちづくり」においては、市民と行政が一丸となり、一つの方向性をもって進んでいくことが

ඞ要ෆՄܽです。

　しかし、ै 来の行政的なผの視点だけでは、目指すべき方向性が౷一されず、柔軟に対

応できないことがあります。

にҾき出していくためには、これまݶ大࠷られた資源をదかつ効的に利用し、効果をݶ　

での「まちづくり」のݻ定概念の組みを取りい、ࠜ 本的なまちのあり方をߟえていくことが

重要です。

　そこで、本計画では、本全体が໘している人口減少・少子高齢化の中で、「ひと」・「しご

と」・「まち」・「くらし」の４つの視点を重視し、各の施策の࿈ܞ・調整をਤりながら、戦略

的なまちづくりを進めていきます。
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˙重視する４つの視点

ʮͻͱʯΛ͙͘ ΉʮͻͱʯΛ͙͘ ΉʮͻͱʯΛ͙͘ Ή
ʙ݈͔ͳ͔Βͩͱ๛͔ͳ৺Λ͙͘ Ή·ͪͮ Γ͘ʙʙ݈͔ͳ͔Βͩͱ๛͔ͳ৺Λ͙͘ Ή·ͪͮ Γ͘ʙʙ݈͔ͳ͔Βͩͱ๛͔ͳ৺Λ͙͘ Ή·ͪͮ Γ͘ʙ

　地域の財産は「ひと」です。まちづくりの基本は「人づくり」とݴえます。

　このまちにތりとѪ着をもち、これからの館山を支えていく人ࡐの育成と、人と人とのྠ

（）・地域の （ྠ）の確 ・ཱ強化、そして、それらをつないでいく多࠼な交流機会の創出

が、今後のまちづくりの大きなテーϚです。

　また、このまちに住む子どもから高齢者まで、すべての人々が笑顔であふれ、健康で心豊か

な生活を営み、せを実ײすることができる、「ຬ度の高いまち」をつくっていくことが、本

計画の࠷大の目的です。

ʮ͠͝ͱʯʮ͠͝ͱʯʮ͠͝ͱʯΛΔΛΔΛΔ
ʙҬͷಛੑͱັྗΛۀ࢈͔ͨ͠׆ɾࡁܦͷৼڵͱ͋ྗ׆Δ·ͪͮ Γ͘ʙʙҬͷಛੑͱັྗΛۀ࢈͔ͨ͠׆ɾࡁܦͷৼڵͱ͋ྗ׆Δ·ͪͮ Γ͘ʙʙҬͷಛੑͱັྗΛۀ࢈͔ͨ͠׆ɾࡁܦͷৼڵͱ͋ྗ׆Δ·ͪͮ Γ͘ʙ

　活力ある魅力的なまちをつくっていくためには、ྑ ࣭で安定した雇用と地域経済の発展が

ෆՄܽです。

　館山の豊かな自然と地域の特性を活かし、さま͟まな産業間の࿈ܞと地域資源の循環を

ਤるとともに、֎からの視点を取り入れた新たな࿈ܞやωットϫークの構築により、魅力ある

産業の創出と振興を目指します。

ʮ·ͪʯʮ·ͪʯʮ·ͪʯΛங͘Λங͘Λங͘
ʙඒ͍ࣗ͠વͱշదͳੜ͕׆ௐͨ࣋͠ଓՄͳ·ͪͮ Γ͘ʙʙඒ͍ࣗ͠વͱշదͳੜ͕׆ௐͨ࣋͠ଓՄͳ·ͪͮ Γ͘ʙʙඒ͍ࣗ͠વͱշదͳੜ͕׆ௐͨ࣋͠ଓՄͳ·ͪͮ Γ͘ʙ

　人の手ではつくることのできない美しい自然環境は、「館山のๅ」です。このๅを大にक

り、次ੈ代にҾき継いでいくことは、館山のまちづくりにとってԿよりも大です。

　豊かな自然環境とշదな生活とのόランスをਤりながら、人にも自然にもやさしい持続Մ

能なまちづくりを目指します。

ʮ Β͘͠ʯʮ Β͘͠ʯʮ Β͘͠ʯΛ͑ࢧΔΛ͑ࢧΔΛ͑ࢧΔ
ʙͱʹॿ͚߹͍҆શɾ҆৺ͰॅΈ͍͢·ͪͮ Γ͘ʙʙͱʹॿ͚߹͍҆શɾ҆৺ͰॅΈ͍͢·ͪͮ Γ͘ʙʙͱʹॿ͚߹͍҆શɾ҆৺ͰॅΈ͍͢·ͪͮ Γ͘ʙ

　一人ひとりのもつ力はわずかでも、ともにॿけ合い、ともに活かし合い、ともに築いていくこ

とで、大きなことを成しげることができます。

　このまちの「あたたかい心」と地域のឺを活かし、市民と行政が一丸となって、安全・安心

で住みやすいまちを築いていきます。
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　「将来都市像」の実現に向けて、重視する４つの視点をྀߟしながら、計画のわかりやすさと

着実な実行のため、ඞ要な施策を７つのにけ、それͧれに「基本目標」を設定し、体系的

に取組を進めます。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
自
然
豊
か
な

「
あ
っ
た
か 
ふ
る
さ
と
」
館
山

ͻ ͱ

͠͝ͱ

· ͪ

͘Β͠

ʮͻͱʯΛ͙͘ Ή

ʙ݈͔ͳ͔Βͩͱ
　　　　๛͔ͳ৺Λ͙͘ Ή
　　　　　　　　·ͪͮ Γ͘ʙ

ʮ͠͝ͱʯΛΔ

ʙҬͷಛੑͱັྗΛ͔ͨ͠׆　　
ͱڵͷৼࡁܦɾۀ࢈　　　
ͮͪ·Δ͋ྗ׆　　　　 Γ͘ʙ

ʮ·ͪʯΛங͘

ʙඒ͍ࣗ͠વͱ
　　շదͳੜ͕׆ௐͨ͠
ͮͪ·ଓՄͳ࣋　　　 Γ͘ʙ

ʮ Β͘͠ʯΛ͑ࢧΔ

ʙͱʹॿ͚߹͍
　　҆શɾ҆৺ͰॅΈ͍͢
　　　　　　　　·ͪͮ Γ͘ʙ

ʲকདྷ૾ࢢʳ ʲॏ͢ࢹΔ̐ͭͷࢹʳ
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͍߹ॿ͚ʹ͍ޓ
　　୭͕݈߁Ͱ
　　　　͍͖͍͖ͱΒͤΔ·ͪ

ຽͷ҆શ͕֬อ͞Εࢢ
　　Ҭ͙ΔΈͰ͑ࢧ߹͏
　　　　  ҆৺ͯ͠ ΒͤΔ·ͪ

͠ྗڠ͕ߦຽͱࢢ
　　ͱʹ͑ߟ ͱʹங͘
ͪ·ଓՄͳ࣋　　　　　　　

ҬͷތΓͱѪணΛͪ
　　　  ৺๛͔ͳਓ͕ࡐҭͭ·ͪ

Ҭʹࠜͨ͟͠ۀ࢈Ͱ
　ʹ͗Θ͍ͱ๛͔͋͞;ΕΔ·ͪ

ੜ׆基൫͕ॆ࣮͠
　　　  շదͰΒ͍͢͠·ͪ

ਓͱࣗવ͕ڞੜ͢Δ
ͪ·͍͞͠ʹڥ  　　　　　

ʲ� ͭͷ基本目ඪʳ ʲ基本ࡦࢪʳ

（１）子育て環境の充実
（２）高齢者福祉の充実
（３）障害者福祉の充実
（４）低所得者福祉の充実
（５）地域福祉の推進
（６）保健・医療体制の充実
（７）健康づくりの推進

（１）学校教育の充実
（２）青少年の健全育成強化
（３）生涯学習の推進
（４）歴史の継承と文化の振興
（５）スポーツの振興によるまちづくり
（６）国際交流・地域間交流の促進

（１）観光の振興
（２）農水産業の振興
（３）商工業の振興
（４）新たな雇用の創出と就業支援の強化
（５）移住・定住の促進
（６）交流拠点施設を核とした地域活性化

（１）住環境の充実と市街地の利便性向上
（２）公園の機能充実と緑化の推進
（３）道路環境の充実と河川整備の促進
（４）交通体系の充実

（１）自然環境の保全と景観形成の促進
（２）環境・衛生対策の充実
（３）資源循環型社会の構築

（１）防災体制の強化
（２）消防・救急の充実
（３）交通安全・防犯体制の強化
（４）消費者保護対策の推進

（１）市民参画の促進
（２）地域コミュニティ活動の推進
（３）男女共同参画の推進
（４）情報発信力の強化
（５）戦略的な行財政運営
（６）広域行政の推進

子育て
・
福祉
・
医療

教育
・
文化

産業
・
経済

市民参画
・

行政運営

防災
・
安全

基盤整備

環境共生
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 ̡ ҭࢠ ɾͯࢱɾҩྍʳ

基本目標１ いにॿけ合い　୭もが健康で　いきいきとらせるまちޓ

　
　子どもから高齢者まで、すべての「ひと」が地域の財産です。この

財産をकり、あたたかくはぐくんでいくために、人と人、地域のつ

ながりを大にし、ޓいにॿけ合い、支え合うことのできる組み

づくりがٻめられます。

　安心して子どもを産み育てることができる環境、年齢・障害にか

かわらず、住み׳れた地域で自ཱし、いきいきと元気にらせる環

境を目指し、情報提ڙや૬ஊなどの支援体制を充実させるととも

に、地域一体となったαポートγステϜづくりを進めます。

˙…基本目標の実現に向けた基本施策
　

ͷॆ࣮ڥҭͯࢠ ˓
　すべての子どもの健やかな成長のため、多様なՈ

形ଶや保育ニーズにきめࡉかに対応できる子育て支

援αーϏスを充実させるとともに、行政だけでなく、市

民・̣ ̥ ・̤地域団体などが一体となり、৷期ʙ出

産ʙ子育ての期間を通して、地域ぐるみで子を支え

る組みを構築し、子どもの成長を社会全体であたた

かく見कることのできるまちづくりを進めます。

ͷॆ࣮ࢱऀྸߴ ˓
　高齢者が住み׳れた地域で自らしいらしを続

けることができるよう、医療・հ護・༧防・住まい・生

活支援を一体的に提ڙできる「地域แׅケアγステ

Ϝ」を構築するとともに、地域が一体となって、さり

げない見कりと、ॿけ合い・支え合いのできるまちづ

くりを進めます。
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 ̡ ҭࢠ ɾͯࢱɾҩྍʳ

˓ োऀࢱͷॆ࣮
　障害者が住み׳れた地域でいきいきとओ体的

に、安心してらすことができるよう、地域での支

え合いのもと、社会参加の促進やきめࡉかな支援

αーϏスの充実をਤっていきます。

˓ ॴಘऀࢱͷॆ࣮
　低所得者に対する支援を充実させ、生活の安定と自ཱを促進し、୭もが安心してらせる、人

にやさしいまちづくりを進めます。

˓ Ҭࢱͷਪਐ
　館山市社会福祉協議会と࿈ܞし、多様な福祉課題に対し、地域の支え合い・ॿけ合い（共

ॿ）で取り組んでいくための体制づくり、活動支援にめます。

˓ อ ɾ݈ҩྍମ੍ͷॆ࣮
　地域֨ࠩのない保健・医療体制を構築す

るため、市域をӽえた広域的な࿈ܞのもと、

地域医療の維持発展にめます。

　また、医療保ݥ制度のԁで安定的な運

営により、国民健康保ݥඃ保ݥ者の安定し

た生活の確保にめます。

ͮ߁݈ ˓ Γ͘ͷਪਐ
　「生涯現役」を目標に、市民の「健康」に対

する意識を高め、࣬ ප༧防・健康増進活動の充

実をਤります。
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 ̡ ҭɾจԽʳڭ

基本目標２ 地域のތりとѪ着をもち　心豊かな人ࡐが育つまち

　
　まちづくりを支えるのは、そこに住む「ひと」です。「ふるさと館山」のތりとѪ着をもち、豊

かなײ性と魅力あるݸ性を発شする地域の担い手を育成するために、教育環境の充実や地域

と࿈ܞした魅力ある教育を実ફするとともに、人と人とをつなぐ多様な交流機会を充実させる

ことで、新たな活力を創し、活気あるまちづくりを進めます。

　また、市民一人ひとりが、館山市の豊かな自然と、地域の෩土にࠜ͟した歴史・文化のܙみを

。डし、心豊かにらすことができるよう、いつでも୭でも学べる環境整備を進めますڗ

˙…基本目標の実現に向けた基本施策

　
ҭͷॆ࣮ڭߍֶ ˓
　学校とՈఉ・地域との࿈ܞにより、信པと特৭

のある教育で、「豊かな心」をはぐくむとともに、

子どもたち一人ひとりが、次ੈ代をりく「生き

る力」を確実ににつけることができるよう、教

育の࣭の向上と安心して学習に集中できる教育

環境の整備にめます。

˓ ੨গͷ݈શҭڧԽ
　次ੈ代を担う青少年の心ともに健全な成長のため、学校・Ոఉ・地域・関係団体の࿈ܞに

より、多様な交流機会を提ڙし、社会性やൣن意識、さらには地域での活動のづくりを進め

ます。

˓ ੜֶ֔शͷਪਐ
　市民一人ひとりが生きがいをもち、充実した

生活を過ごせるよう、̣ ̥̤や地域団体と࿈

するとともに、豊ڙな学習機会を提࠼し、多ܞ

かな地域資源に対する市民のೝ識と関心を高

め、ੵ 的な地域活動・まちづくりの参加をۃ

促します。
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ʲڭҭɾจԽʳ

ʓ ྺ࢙ͷܧঝͱจԽͷৼڵ
…「ふるさと館山」の歴史と文化をਖ਼しく理解し、

りをもって次ੈ代にҾき継いでいけるよう、学ތ

習機会の提ڙと文化財の保ଘ・整備・活用に

めます。

　また、市民の文化活動を支援し、ܳ ज़・文化の

振興と発展にめるとともに、活動を通じた交

流機会の増加、地域の活性化をਤります。

ʓ εϙʔπͷৼڵʹΑΔ·ͪͮ Γ͘
　館山市の魅力である「海」を活かし、Ϛリンス

ポーツを中心とした各種スポーツΠϕントの開

やスポーツΩϟンプの༠கなどにより、スポー࠵

ツ観光の推進をਤるとともに、市民が心とも

に健康で豊かな生活をૹれるように、市民のス

ポーツ活動を支援します。

ʓ ަࡍࠃ ɾྲྀҬؒަྲྀͷଅਐ
ຓ都市や交流都市との交流機会の充実を࢞　

ਤり、多様な交流による地域の活性化とײ性豊

かな人ࡐの育成にめます。
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 ̡ ʳࡁܦɾۀ࢈

基本目標３ 地域にࠜ͟した産業で　に͗わいと豊かさあふれるまち

　

　౦ژ都心からのアクセスのྑさを活かした観光業やܙまれた気 ・ީ෩土のもとでഓわれてき

た農水産業、地域の拠点性の高さを利用した商工業など、ै 来からの基װ産業においては、地

域の特性にࠜ͟した、ಠ自の魅力にຏきをかけます。

　また、それͧれの産業を࿈ܞさせながら、֎からの視点を取り入れた新たな価の創やωッ

トϫークの構築により、「館山ならでは」の特৭ある産業の創出と振興を目指します。

　さらに、ا業༠கやى業支援等による多様な雇用のの創出と、きめࡉかな就業支援によ

り、安定した雇用機会を提ڙするとともに、移住・定住の促進や交流拠点施設を核とした地域活

性化により、定住人口・交流人口の増加をਤり、に͗わいと豊かさあふれるまちを目指します。

˙…基本目標の実現に向けた基本施策

　
ڵͷৼޫ؍ ˓
まれた自然環境や歴史・文化Ҩ産の活ܙ　

用と、農業・ړ業・スポーツなど、多様な

との࿈ܞにより、ݸ性豊かな観光資源の

創出にめます。

　また、館山ߓを活用した「海辺のまちづ

くり」、豊かな地元৯ࡐによる「৯のまちづ

くり」を推進し、「観光ཱ市たてやま」のさ

らなる発展をਤります。

˓ ਫۀ࢈ͷৼڵ
…「地産地消」による地域循環を֦充する

とともに、地域の特性を活かした農水産

のブランυ化と観光業・商工業を༗機的に

結びつけた６次産業化により、「৯のまちづ

くり」の取組を進めます。

　また、経営基盤の強化、担い手の育成・確

保により、農水産業の安定的な発展にめ

ます。
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 ̡ ʳࡁܦɾۀ࢈

˓ ۀͷৼڵ
　中খا業活性化のため、館山商工会議所などの関

࿈団体との࿈ܞを強化し、安定的な経営支援を行うと

ともに、中心市街地の商ళ街࠶生やݸ性的な商ళ街づ

くりを目指します。

˓ ৽ͨͳޏ༻ͷग़ͱबࢧۀԉͷڧԽ
　౦ژ都心からの交通アクセスの向上やܙまれた自然環境など、館山市の地理的༏位性を活

かし、༏۰ા置のద用やੵۃ的な情報提ڙにより、ا業༠கを推進するとともに、館山市から

。の利便性を高める環境整備をਤりますۈ通ڑ市Ҏ等のԕ܅

　また、「産学金࿑ݴ」等、各業界との࿈ܞによる地域にࠜ͟した新たな産業の創出やى業

支援の充実により、多様な雇用の創出を目指します。

　さらに、きめࡉかな就業支援により、安定した雇用機会を提ڙするとともに、ए者・女性・高

齢者・障害者等も活躍できる就࿑環境の整備にめます。

˓ Ҡ ɾॅఆॅͷଅਐ
̪、しܞび関࿈機関と࿈ٴ̤̥̣　 +̞ ターンやଙ

ターン、二地域居住ر望者など࠷新の地域情報を

提ڙするとともに、就࿑支援や居住支援など、۩体

的かつ総合的な移住૬ஊ૭口の充実にめます。

　
Խੑ׆ઃΛ֩ͱͨ͠Ҭࢪڌྲྀަ ˓
　人・・情報等が行き交う交流拠点施

設として、「道のӺ…ೆ房パラμΠス」や

「“ॷのӺ”たてやま」に加えて、公設地

方Էച市用地地の「৯のまちづく

り」拠点施設の整備を推進し、それͧれ

を࿈ܞさせた取組により、交流人口の増

加にめます。
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 ̡ 基൫උʳ

基本目標４ 生活基盤が充実し　շదでらしやすいまち

　

　շదでゆとりある生活を営むためには、計画的な生活基盤の整

備がඞ要です。市民が「らしやすい」・「住み続けたい」とײじら

れるまちを築いていくため、住環境や道路環境などの生活基盤を

充実させるとともに、利便性の高い市街地の形成や交通体系の充

実をਤっていきます。

˙…基本目標の実現に向けた基本施策

　
্ͷརศੑ֗ࢢͷॆ࣮ͱڥॅ ˓
　これからのまちづくりの方向性を見ਾえた上で、շదで文化的

な生活が営める住環境の整備と、館山市のݰ関口にふさわしい安

全で利便性の高い中心市街地の形成を目指し、計画的な整備を進

めていきます。

˓ ެԂͷػॆ࣮ͱԽͷਪਐ
　շదで利用しやすい「ܜいの」であるとと

もに、「健康づくりの」・「学習活動の」・

「防災拠点」など、公園のもつ多໘的な機能を

充実させ、その活用にめます。

　また、緑あふれるշదな都市環境の形成のた

め、緑の保全・緑化を推進します。

˓ ಓ࿏ڥͷॆ࣮ͱՏඋͷଅਐ
　ԁな道路交通を確保するため、װઢ道路の整備を進めるとともに、生活に結した道路の

վྑやഉ水整備の充実、安全でշదな歩道の整備等を計画的に行っていきます。

　また、自然災害から市民の生໋と財産をकり、しみやすい水辺環境の保全のため、河川の

整備を促進します。

˓ ަ௨ମܥͷॆ࣮
　地域の交通利便性を高め、市民のみならず、来訪者にも利用しやすい交通体系と「地域の

」の確保・維持にめます。

　また、公共交通ࣄ業者にಇきかけ、高όスやమ道の利便性向上と広域交通の充実にめ

ます。
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 ̡ ੜʳڞڥ

基本目標５ 人と自然が共生する　環境にやさしいまち

　

　私たちは、Ժやかな「ڸϲӜ」から望む

山や༦のઈ景、「ԭϊౡ」の多様な海༸࢜

動২、緑豊かなཬ山、美しいՖ々、そして新

な農水産など、多くの豊かな自然のܙ

みをडけています。

　この館山がތるܙまれた自然環境を次ੈ代

にҾき継いでいくため、その保全にめると

ともに、資源循環による人と自然が共生する

「環境にやさしいまち」を目指します。

˙…基本目標の実現に向けた基本施策

　
˓ ࣗવڥͷอશͱܗ؍ܠͷଅਐ
　自然保護に対する市民の関心を高め、自然保護活動を支援するとともに、環境Ԛછ࣭に関

する調査・ଌ定やෆ法غ等の指ಋ・視により、環境ѱ化をະ然に防ࢭし、自然環境の保全

にめます。

　また、地域の特性を踏まえつつ、観光都市にふさわしいྑな景観と環境の形成を促進し

ます。

ͷॆ࣮ࡦɾӴੜରڥ ˓
　շదな生活環境を維持するため、環境・衛生対策の充実にめるとともに、طଘഇغॲ理

施設のదਖ਼な理をਤり、効的・効果的なഇغॲ理を行います。

　また、公共Լ水道の整備や合ซড়化૧のීٴ促進により、館山の水࣭ড়化にめます。

˓ 資ݯ॥ࣾܕձͷ構ங
　人と自然が共生し、環境にやさしい持続Մ能な資源循環型社会の構築を目指し、ごみの減ྔ化

と࠶資源化を推進するとともに、環境ෛՙの少ない広域ごみॲ理施設の整備促進をਤります。

　また、市民一人ひとりの意識を高め、環境美化活動やリαΠクル活動の推進、二ࢎ化ૉ

（$02）ഉ出ྔの少ない生活スタΠルの推など、市民の自発的な活動を支援します。
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 ̡ ࡂɾ҆શʳ

基本目標６ 市民の安全が確保され…地域ぐるみで支え合う…安心してらせるまち

　

　自然災害や近ならしの中で発生する犯ࡑや交通ނࣄ、消

費者ඃ害など、市民生活を取り巻くݥةは多くଘࡏします。

　そうした中で、市民の安全をकり、ৗ生活を安心してらせ

るように、ة機理体制を充実させるとともに、地域のॿけ合

いによる備え・༧防・対策を強化し、地域ぐるみで支え合う組

みづくりを進めます。

　
˙…基本目標の実現に向けた基本施策

　
˓ ࡂମ੍ͷڧԽ
　いつ発生するかわからない自然災害等から、市民

の生໋と財産をकり、ඃ害を࠷খݶにえるために

は、ࠒの備えや地域のॿけ合いが大です。

　行政としてのة機理能力の向上と体制強化に

より、「公ॿ」の充実をਤるとともに、自ओ防災組

৫や消防団の活動を支援し、地域の「近ॿ」・「共

ॿ」による防災対応力の向上と࿈ܞ強化にめます。

　また、市民一人ひとりの防災・減災に対する意識を高め、࠷も近な安全対策「自ॿ」の強化

をਤります。

ʪ防災にはࠒの備えと心構えがඞ要ですʫ
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ʲࡂɾ҆શʳ

˓ ফɾٸٹͷॆ࣮
　ৗ備消防と地域の消防団との࿈ܞにより、消

防力の強化とॳ動体制の確保をਤります。

　また、高齢社会を見ਾえ、地域医療とのີ

な࿈ܞによるదな救急ൖૹを目指し、救

急体制の充実をਤります。

˓ ަ௨҆શɾ൜ମ੍ͷڧԽ
　交通ނࣄのະ然防ࢭと安全な市民生活の確

保のため、交通安全対策を進めます。

　また、関係機関や地域との࿈ܞにより、ొ Լ

校時の子どもの見कりや防犯情報の提ڙ、防

犯意識のܒ発をਤり、地域の防犯力の強化と

犯ࡑのະ然防ࢭにめます。

˓ ফඅऀอޢରࡦͷਪਐ
　ෳࡶ多様化する消費者問題に対し、市民の消費生活に関

する情報提ڙ・意識ܒ発にめるとともに、関係機関と࿈ܞ

した消費者૬ஊ体制の強化など、消費者保護対策の推進を

ਤります。
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 ̡ ӡӦʳߦ画ɾࢀຽࢢ

基本目標７ 市民と行政が協力し……ともにߟえ……ともに築く……持続Մ能なまち

　

　ニーズがෳࡶ多様化する現代社会において、地

域の特性を活かし、創性を高め、魅力あるまち

づくりを進めていくためには、市民や地域・各種団

体・ࣄ業者などと行政が一丸となって、地域の課題

をߟえ、同じ目標をもって取り組んでいくことが重

要です。

　また、ݶられた経営資源の中で、自ཱし、持続Մ

能なまちづくりを行っていくためには、重要性・ۓ

急性などをेに検౼した上で、༏ઌ度の高い施

策の「બと集中」がඞ要ෆՄܽです。

　そこで、本計画では、多くの担い手の参画と協ಇ

による「オール館山」の体制で、効的・効果的に

資源を活用し、戦略的なまちづくりを目指します。

˙…基本目標の実現に向けた基本施策

　
画ͷଅਐࢀຽࢢ ˓
　協ಇのまちづくりを進めていくため、地域にかか

わる行政情報をੵۃ的に提ڙし、情報共༗による

行政の理解と信པを高めることで、まちづくり

の参画意識の向上をਤるとともに、さま͟まな

໘で෯広く市民がまちづくりに参画できる機会の

充実にめます。

˓ ҬίϛϡχςΟ׆ಈͷਪਐ
　地域ݻ༗の文化や生活様ࣜをଚ重し、地域の支え合い・ॿけ合いの力を強化していくため、

地域コミュニティ活動を支援するとともに、コミュニティのωットϫーク化、交流機会の充実を

ਤり、૬ޓの活性化を推進します。
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ʲࢢຽࢀ画ɾߦӡӦʳ

˓ உঁڞಉࢀ画ͷਪਐ
　୭もが自らしくいきいきと、ޓいにଚ重し合いな

がらݸ性と能力を発شすることができる社会を実現

するため、男女共同参画意識のܒ発、政策ܾ定過ఔ

の女性の参画֦大、ࣄとՈఉのཱ྆支援を目指し

た取組を推進します。

˓ ใൃ৴ྗͷڧԽ
　行政情報や市民αーϏスを的確に広報する

ため、広報ࢴやϗーϜϖーδなどの情報発信手

ஈをより一層充実させるとともに、広く全国・

ੈ界館山市をアϐールしていくため、さま͟

まなഔ体を活用し、ੵ 的な情報発信にめۃ

ます。

˓ ઓུతͳࡒߦӡӦ
　中長期的な財政༧ଌのもと、健全で自ཱ性

の高い行財政運営をਤり、市民ニーズや時代の

潮流に合わせた効的で効果的な自࣏体経営

にめます。

ͷਪਐߦҬ ˓
　人口減少社会を見ਾえた中で、市民のৗ生活や経済活動における広域的な対応・調整はඞ

要ෆՄܽです。館山市の特性を活かしつつ、より効的・効果的な施策の展開を目指し、近ྡ自

。を検౼・推進していきますܞ体とのさま͟まなにおける࿈࣏
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̑ ·ͪͮ͘ΓΛਐΊΔख๏

　ෳࡶ多様化する社会経済情勢や市民ニーズを的確にとらえつつ、急な人口減少・少子高齢

化等により、ますますݫしくなると༧されるまちづくりの資源を、効的・効果的に活用し、そ

の上で、創性を高め、新たな価を生み出すまちづくりを行っていくことは、༰қなことではあ

りません。だからこそ、「オール館山」の英知を結集し、力を合わせて、新しい時代にཱち向かっ

ていくことが、今、ٻめられています。

　そこで、本計画では、より実効性を高めるために、次の４つのまちづくりの手法を基本的なߟ

え方として、各の取組を着実に、より効果的に推進していくこととします。

˙…４つのまちづくりの手法

ᶃ…طଘの組み・組みをӽえた෯広い࿈ܞ
　ෳࡶ多様化する社会経済情勢や市民ニーズに的確に対応していくためには、ै 来ど

おりの「行政の視点」では対応できないことも多く、طଘの組み・組みにとらわれな

いߟえ方がඞ要です。

　本計画では、ிのԣஅ的な࿈ܞや、国・ઍ༿ݝ・近ྡ自࣏体との࿈ܞはもとよ

り、「産学金࿑ݴ」等、各業界との෯広い࿈ܞ、さらにはグϩーόルな࿈ܞをも視に

入れた中で、それͧれのもつ経ݧや知識・ϊウϋウを活用しながら、一体となって取り組

む体制を構築します。

ᶄ…担い手との協ಇで進めるまちづくりの推進
　館山市では、̣ ̥̤や地域団体など、活発にまちづくり活動に参画している団体は

多く、また、一人ひとりの市民についても、まちづくりのજࡏ的な担い手は෯広くଘࡏし

ます。こうした担い手と行政とが、対等なཱで目指すべき「将来都市像」という目標を

共༗し、ともに取り組んでいくことによって、より充実したまちづくりを進めていくことが

できます。

　本計画の推進にあたっては、より多くの人々に、担い手として参画してもらうことによ

り、「協ಇによるまちづくり」を進めていきます。
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ᶅ…༏ઌする取組の໌確化と経営資源の重点的
　行政にٻめられるニーズがෳࡶ多様化している一方で、ݶられた経営資源の中で、行

政がすべての市民ニーズに対応していくことは、ࠔになってきています。

　今後は多くの「やるべきこと」の中から、重要性やۓ急性などによる「༏ઌすべきこ

と」を໌確にந出し、人・・金といった経営資源を重点的にしていくことがඞ要に

なります。

　本計画の推進にあたり、前期・後期の５年ごとに策定する基本計画では、館山市が特

に力を入れていくテーϚを「重点プラン」として໌ࣔし、経営資源の“બと集中”をਤっ

ていきます。

ᶆ…的確な成果指標の設定とదਖ਼な進ちょく理・評価による̥̙ ̘̖のపఈ
　計画は「策定してऴわり」ではなく、そこからがスタートです。

　策定した取組が༧定どおり進んでいるのかを客観的に検証することが大であり、そ

の基४となるのが「成果指標」です。「成果指標」は行政にとってඞ要なだけでなく、市

民が計画の進ちょくঢ়گをѲするための「ものさし」という役割ももっています。

　計画を着実に進めていくためには、的確な水४の成果指標の設定と、進ちょくঢ়گ

のదਖ਼な理・評価、そして、それをその後の取組のվળ・見しに活かしていく̥̙ ̘̖

（計画ʵ実行ʵ評価ʵվળ）の組みづくりが重要となります。

　本計画では、各において設定された目標としての成果指標により、̥ ̙̘̖のపఈ

をਤっていきます。
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。
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が
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す
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夏
は
、
も
の
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ご
く
暑
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と
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う
こ
と
は
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り
ま

せ
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館
山
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、
高
い
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大
き
い
建
物
が
少
な
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、
熱
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も
ら
ず
、
風
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涼
し
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で
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。
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と
冬
の
気
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そ
ん
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に
き
ょ
く
た
ん
で
は
な
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九
重
小
学
校…

五
年　

秋あ
き
や
ま山　

美み
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あ
っ
た
か
い
な
館
山

＜小学生の部＞
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冬
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暖
か
く
、
夏
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も
の
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ご
く
暑
く
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な

い
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で
す
。
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鳴
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ブ
ト
ム
シ
や
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ワ
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自
然
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れ
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館
山
で
す
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学
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ち
ゃ
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日
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い
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ら
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と
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っ
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く
れ
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、
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、
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人
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？
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ち
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？
」

と
言
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て
、
心
配
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
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ま
た
、
転
ん
で
軽
い
ケ
ガ
を
し
て
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ま
っ
た
子
に
、

「
大
丈
夫
？
気
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つ
け
な
よ
。」

と
言
っ
て
、ば
ん
そ
う
こ
う
を
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

み
ん
な
本
当
に
優
し
い
な
あ
、
と
あ
ら
た
め
て
思
い

ま
し
た
。
気
候
も
暖
か
く
、
人
も
温
か
い
。
そ
ん
な

館
山
が
私
は
大
好
き
で
す
。

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘࡞จίϯΫʔϧೖબ࡞

優秀賞

˞学年は平成 26 年度時点
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館山খ学校３年　๘
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୩　
㆝ ㇉

ۭ　「たて山̴͂ ̰ランυ」

１̌ 年後の館山は、ϞϊϨールが通っていて、海に水館や
༡園地ができて、ધで行き来している。

˞学年は平成 27年度時点

前期基本計画
ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘ֆ画ίϯΫʔϧ　࠷༏ल࡞
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 ॏϓϥϯ

　重点プランとは、館山市が掲げる将来都市像「笑顔あふれる…自然豊かな“あったか…ふるさ

と”館山」の実現に向け、前期基本計画期間の５年間の中で、ԣஅ的かつ重点的に取り組

む施策・ࣄ業をまとめたものです。

　この重点プランについては、平成27（2015）年度から31（2019）年度を計画期間とする『館

山市まち・ひと・しごと創生総合戦略』の基本目標とີに関࿈付けることで、より実効性を高め

るものとします。

　ただし、『館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略』は、人口減少のࠀと地方創生を目的と

して策定されたものであるため、それらに特化した取組が中心であるのに対し、重点プランのࣄ

業展開はより広ൣғなものとなっています。

　 『̇前期基本計画』と『館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略』との計画期間の関係

　重点プランでは、館山市の特性や強みを࠷大ݶに活かすことで、ऑみもࠀしていくことを趣

旨とします。

　館山市には、34�3ᶳの変化にんだ海؛ઢやԺやかなڸϲӜから望む࢜山と༦のઈ

景に加え、ϚリンスポーツやՆの海水ཋにもదした魅力あふれる“海”があります。

　また、Թஆな気ީとܙまれた自然環境のもとで育てられた農産や新なڕհྨなど、“৯”

の豊かさは、全国にもތれる地域のๅです。

　これらの地域資源にຏきをかけ、活かしていくことで、館山市の将来を担う“ए者”の「しご

と」をつくり、「まち」の活性化をਤるとともに、「“ふるさと”館山」に対するތりやڷ土Ѫ、地

域の支え合いをはぐくみます。

平成27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略

前期基本計画
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　重点プランの趣旨を踏まえ、次のとおり、４つの重点プランを設定します。

　“海”の魅力を࠷大ݶに活かした「しごと」の創出と地域
の活性化をਤるとともに、“海”の安心・安全をकり、その
魅力をさらに高めていきます。

ओな

施策・ࣄ業

ʠ̠ւʡʹ ؔ࿈͠ ʮͨ͠͝ͱʯΛग़͢Δ
業…………………………………………………………1�100ࣄ業༠க推進ا・
・創業促進支援ࣄ業…………………………………………………………1�100

ʠ̠ւʡͷັྗΛ͔ͨ͠׆Ҭͷੑ׆ԽΛਤΔ
・オリンϐック・パラリンϐックの
　　　　ϨΨγー（Ҩ産）を見ਾえたまちづくり………………………1�……82
・館山ए潮Ϛラιン大会の魅力向上………………………………………1�……82
・移住・定住促進ࣄ業………………………………………………………1�102

ʠ̠ւʡͷ҆৺ɾ̓ શΛकΔ
・海・ۭ間利用者のϚφー向上…………………………………………1�……89
・海水ཋの開設……………………………………………………………1�……89
・防災まちづくりࣄ業…………………………………………………1�130

　“৯”の豊かさを活かし、地域の産業を活性化させると
ともに、生産者を支え、消費֦大と雇用の創出につなげて
いきます。

ओな

施策・ࣄ業

ʠ̠৯ʡͷফඅ֦େͱʮ͠͝ͱʯͷग़ΛਤΔ
・創業促進支援ࣄ業（࠶掲）………………………………………………1�100
・「৯のまちづくり」の推進による地域産業の活性化…………………1�104

ʠ̠৯ʡͷੜऀ࢈Λ͑ࢧΔ
・༗害ௗ्対策ࣄ業…………………………………………………………1�……95
・農地の保全と༗効活用……………………………………………………1�……95

ͷັྗΞοϓϓϥϯ

ͷ๛͔͞Ξοϓϓϥϯ৯

ւ
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　将来を担う“ए者”が、やりがいのある「しごと」に就
き、安心して結ࠗ・出産・子育てのر望をかなえることが
できる環境を整えます。

ओな

施策・ࣄ業

ʠ̠एऀʡ͕ Γ͕͍ͷ͋Δʮ͠͝ͱʯʹ ब͘͜ͱ͕Ͱ͖Δ
・新たな雇用の創出…………………………………………………………1�100
1�100………………………………………………（掲࠶）業ࣄ業༠க推進ا・
・創業促進支援ࣄ業（࠶掲）………………………………………………1�100
・地域のニーズをとらえた就業支援の強化………………………………1�100
・「৯のまちづくり」の推進による地域産業の活性化（࠶掲）………1�104

ʠ̠एऀʡ͕ ҆৺ͯ͠ ݁ ɾࠗग़࢈ɾࢠҭͯͷرΛ͔ͳ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ
・子保健ࣄ業………………………………………………………………1�……54
・保育園・こども園における保育αーϏスの充実………………………1�……55
・「元気な広」運営ࣄ業…………………………………………………1�……55
・子ども医療費څ付ࣄ業……………………………………………………1�……55
・保育園・༮ஓ園・こども園の整備充実…………………………………1�……56
・保育園・༮ஓ園・こども園における安全対策の充実…………………1�……56

ͷؾݩΞοϓϓϥϯएऀ
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　市民の「“ふるさと”館山」に対するތりやڷ土Ѫを高
め、地域の支え合いをはぐくむとともに、行政αーϏスの
維持・向上にめ、いつまでも安心してらせる、持続Մ
能なまちづくりを推進します。

ओな…

施策・ࣄ業

ʠ̠;Δ͞ͱʡͷތΓͱڷѪΛߴΊΔ
・「生きる力」を育成する教育の推進……………………………………1�……72…
・ԕڑ通学支援ࣄ業………………………………………………………1�……73…
・学校施設の整備充実………………………………………………………1�……73…
・学校څ৯センターの整備・運営…………………………………………1�……73
・ۭきՈ対策…………………………………………………………………1�108…
・౦関౦自動ं道館山ઢ等の整備促進……………………………………1�113…
・都市計画道路ધ形館山ઢ（ધ形όΠパス）の整備……………………1�113…
・域公共交通の確保・維持………………………………………………1�116

˗Ҭͷ͑ࢧ߹͍Λ͙͘ Ή
・「地域แׅケアγステϜ」の構築………………………………………1�……58…
・地域で高齢者を支える体制づくりࣄ業…………………………………1�……58…
・救急医療体制確保ࣄ業……………………………………………………1�……65…
・コミュニティ医療推進ࣄ業………………………………………………1�……67
・保健・医療・福祉に関する総合૬ஊ体制の整備………………………1�148

 

ΊΔʹ্ɾ࣋αʔϏεͷҡߦ˗
・広域ごみॲ理施設の整備促進……………………………………………1�122…
・行財政վֵの推進…………………………………………………………1�148…
・公共施設等総合理計画の策定ٴび実施………………………………1�148…
・地方公会計の整備ٴび活用………………………………………………1�148…
・市੫等のऩ向上による自ओ財源の安定確保………………………1�148

˞ෳのプランに重ෳするࣄ業については、（࠶掲）を付しています。

ͷތΓΞοϓϓϥϯ;Δ͞ͱ
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˙…重点プランの位置付け

ʪকདྷ૾ࢢʫ　স͋إ;ΕΔ ࣗવ๛͔ͳ ʮ͔͋ͬͨ ;Δ͞ͱʯؗ ࢁ

「ひと」
をはぐくむ

重視する4つの視点

「しごと」
を創る

「まち」
を築く

「くらし」
を支える

……

基
本
目
標
1　

子
育
て
・

福
祉
・
医
療

……

基
本
目
標
2　

教
育
・
文
化

……

基
本
目
標
3　

産
業
・
経
済

……

基
本
目
標
4　

基
盤
整
備

……

基
本
目
標
5　

環
境
共
生

……

基
本
目
標
6　

防
災
・
安
全

……
基
本
目
標
7　

市
民
参
画
・

行
政
運
営

「
互
い
に
助
け
合
い

　

誰
も
が
健
康
で　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
も
ち

　

心
豊
か
な
人
材
が
育
つ
ま
ち
」

「
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
で

　

に
ぎ
わ
い
と
豊
か
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

「
生
活
基
盤
が
充
実
し

　

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」

「
人
と
自
然
が
共
生
す
る

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

「
市
民
の
安
全
が
確
保
さ
れ　

地
域
ぐ
る
み
で

　

支
え
合
う　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
市
民
と
行
政
が
協
力
し　

と
も
に
考
え

　

と
も
に
築
く　

持
続
可
能
な
ま
ち
」

前期基本計画
ʲॏϓϥϯʳ

˗将来都市像の実現に向
け、ԣஅ的かつ重点
的に取り組む施策・ࣄ業

˗計画期間
平成28年度ʙ32年度

ʪまちづくりの手法ʫ

෯広い࿈ܞ 協動のまちづくり
༏ઌする取組の
重点的

1%$"のపఈ

館山市まち・ひと・しごと創生

૯߹ઓུ
ʲ基本目ඪʳ

˗人口減少のࠀと地
方創生を目的として取り
組む施策・ࣄ業

˗計画期間
平成27年度ʙ31年度

まち・ひと・しごと創生法
（平成 26年法第136߸）

に基づき策定

ʠւʡͷັྗ
Ξοϓϓϥϯ

“海”の魅力に
ຏきをかける

ʠ৯ʡͷ๛͔͞
Ξοϓϓϥϯ

“৯”の豊かさで
人をひきつける

ʠएऀʡͷؾݩ
Ξοϓϓϥϯ

“ए者”のເと
望をかなえるر

ʠ;Δ͞ͱʡͷތΓ
Ξοϓϓϥϯ

ະ来にތれる
“ふるさとѪ”をはぐくむ
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ʲ前期基本計画ͷ構ͱํݟʳ
　
・「基本計画」では、７つの基本目標（）ごとに中දࢴを設け、そのཪ໘に、そこ

に体系づけられる「基本施策（節）ʵ施策」をࡌهしています。

・各基本施策（節）については、ҎԼのとおりの構成でࡌهしています。

༰ࡌه…˙

ᶃ…現 ঢ় と 課 題 　館山市の現ঢ়や今後解ܾすべき課題をࡌهしています。

ᶄ…基 本 方 針 　展開する施策の基本的なߟえ方をࡌهしています。

ᶅ…施 策 の 体 系 　基本方針を踏まえ、課題を解ܾするための۩体的な施策を体系的に
整理しています。

ᶆ…施 策 の 展 開 　施策ごとに、計画期間中に実施する۩体的なࣄ業をࡌهしています。

ᶇ…成果指標・目標

　施策の成果をଌるための指標として、目標を設定しています。
。していますࡌهଇとして、ҎԼのとおりݪ　
　　　　ʻ現ঢ়ʼ　平成26年度の実
　　　　ʻ目標ʼ　平成32年度の目標
　上هҎ֎の指標設定をしている合は、ه等をࡌهしています。
　なお、現ঢ়が「ʕ」のものについては、新たな取組等で、現ঢ়が
でදせないものです。

60

第3節	障害者福祉の充実

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●平成 27年３月に、「一人ひとりがଚ重しあい、生き方をબび、共に輝く文化福祉都市」を基本

理念として、『第４次館山市障害者計画』を策定しました。この計画では、「安全・安心」、「ࠩผ

の解消ٴびݖ利༴護の推進」、「行政αーϏス等におけるྀ」といったの施策を新たに加え、

障害の༗ແにかかわらず、୭もが૬ޓに人֨とݸ性をଚ重し、支え合う、共生社会の実現に向け

た取組の推進をਤることとしています。

●館山市では、少子高齢化をडけて人口がঃ々に減少する一方で、障害者の人口は増加向にあ

り、障害の重度・重ෳ化や高齢化も進んでいます。障害者のニーズは、障害の種ྨやఔ度などに

よりさま͟まであり、障害者を取り巻く生活課題も増大、多様化しています。そのような中で、障

害者の自ཱと社会参加を公的αーϏスだけで支えていくことはしいため、地域全体で支える

組みづくりがඞ要です。今後は、૬ஊ支援体制の充実や各種支援αーϏスの利用による自 ・ཱ社

会参加の促進、障害者を๊えるՈのෛ担ܰ減や就࿑支援など、さらなる施策の充実をਤり、障

害のある人々が住み׳れた地域の中で、地域社会の一員として、自らしい生活がૹれるよう、

地域が一体となって支援していくことがٻめられます。

˙ 基本ํ

˔ ো͕ऀҬͰ҆৺ͯ͠ ΒͤΔΑ͏ɺ͖Ί͔ࡉͳαʔϏεͷॆ࣮ΛਤΓ·͢ɻ

˔ োऀͷݖར༴ޢͱཱࣗࢧԉɺࣾձࢀՃͷଅਐʹऔΓΈ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

োऀࢱͷॆ࣮ 　 　 োࢱαʔϏεͷॆ࣮　
　
　 োऀͷࣾձࢀՃଅਐ　
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）障害福祉αーϏスの充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

館山市障害者計画の推進
　障害のある人もない人も、ともに住み׳れた地域でいき
いきと、安心してらせるまちづくりを目指し、『第４次館
山市障害者計画』を推進します。

社会福祉課

障害者支援に関するࣄ業

　『障害者総合支援法』に基づき、障害のঢ়ଶに応じた
各種福祉αーϏスのڅ付を行います。
　また、心障害者（ࣇ）医療費のڅ付を行います。
　さらに、居や施設において、৯ࣄや入ཋなどのհ護
やৗ生活上の支援を提ڙすることにより、障害者等の
生活の安定と自ཱ支援をਤります。

社会福祉課

障害ࣇ支援に関するࣄ業

業を行ࣄ付څ通所等ࣇに基づき、障害『ಐ福祉法ࣇ』　
います。
　また、障害ࣇをཆ育する保護者の子育て支援や経済的
ෛ担のܰ減をਤるため、์課後σΠαーϏスの利用ॿ成
等を行います。
　さらに、心障害ࣇの特性に応じたదな指ಋや૬ஊ
を行い、社会性や知育の向上を支援するため、؆қϚβー
ズϗーϜを運営します。

社会福祉課

（2）障害者の社会参加促進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

地域生活のための支援
業ࣄ

　障害者の社会参加の促進、福祉の増進やݖ利のଚݫを
कるため、障害者団体に対する支援、福祉タクγーの利
用ॿ成による障害者の֎出支援、各種福祉手の支څ、
障害者のݖ利༴護に関する取組を行います。

社会福祉課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

地域生活移行者
２人…˞

（平成 24ʙ26 年度）
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ16人

一ൠ就࿑移行者
１人…˞

（平成 25 年度）
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ12人

就࿑移行支援ࣄ業の利用者
̕人…˞

（平成 25 年度）
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ 30人

˞…『第４次館山市障害者計画』（平成 27年３月）策定にあたって用した基४。

基

本

計

画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 3節　障害者福祉の充実

館山市では、少子高齢化をडけて人口がঃ々に減少する一方で、障害者の人口は増加向にあ

り、障害の重度・重ෳ化や高齢化も進んでいます。障害者のニーズは、障害の種ྨやఔ度などに

よりさま͟まであり、障害者を取り巻く生活課題も増大、多様化しています。そのような中で、障
ᶃݱঢ়ͱ՝

　さらに、居や施設において、৯ࣄや入ཋなどのհ護
やৗ生活上の支援を提ڙすることにより、障害者等の
生活の安定と自ཱ支援をਤります。

業を行ࣄ付څ通所等ࣇに基づき、障害『ಐ福祉法ࣇ』　
ᶆࡦࢪͷల։

指標名 現ঢ়

２人…˞

（平成 24ʙ26 年度）
ᶇՌࢦඪɾ目ඪ

ো͕ऀҬͰ҆৺ͯ͠ ΒͤΔΑ͏ɺ͖Ί͔ࡉͳαʔϏεͷॆ࣮ΛਤΓ·͢ɻᶄ基本ํ

োࢱαʔϏεͷॆ࣮ᶅࡦࢪͷମܥ
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館
山
市
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
一
番
に
言
え
る
事
は
、

人
の
温
か
さ
で
す
。
先
生
や
友
達
、友
達
の
お
母
さ
ん
、

ご
近
所
の
人
な
ど
、こ
ま
っ
た
事
が
あ
る
と
、優
し
く
、

そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
ま
す
。
お
店
な
ど
に

行
っ
て
も
、
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
陽
気

な
人
が
多
く
、
と
て
も
買
い
物
が
し
や
す
い
で
す
。

　

気
候
が
と
て
も
良
く
、
温
暖
な
気
候
で
、
と
て
も

住
み
や
す
い
で
す
。
春
に
は
、
花
が
咲
き
、
一
面
に

広
が
る
菜
の
花
畑
は
、
み
ん
な
を
幸
せ
な
気
持
ち
に

し
て
く
れ
ま
す
。
夏
に
は
、
花
火
大
会
が
あ
り
、
海

面
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
、
水
中
花
火
は
、
最
高
に

き
れ
い
で
す
。
秋
に
は
、
お
祭
り
が
あ
り
、
と
て
も

に
ぎ
や
か
で
、
冬
は
、
空
気
が
と
て
も
気
持
ち
が
良

い
の
で
、
冬
で
も
、
外
に
出
て
、
遊
び
に
行
き
た
く

な
り
ま
す
。

　

館
山
市
は
、
緑
豊
か
で
自
然
が
多
く
、
学
校
で
も

田
植
え
を
や
っ
た
り
、
稲
刈
り
を
や
っ
た
り
と
、
大
人

に
な
っ
て
も
経
験
が
で
き
な
い
事
も
で
き
、し
ょ
う
来
、

九
重
小
学
校…

五
年　

里さ
と
み見　

寧ね

ね

か
々
香

館
山
市
の
良
い
所

＜小学生の部＞

私
の
子
供
に
も
、
こ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

食
べ
物
も
豊
富
で
お
す
し
や
、な
め
ろ
う
、ア
ワ
ビ
、

じ
ね
ん
じ
ょ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
新
せ
ん
で
、
お
い

し
い
食
べ
物
ば
か
り
で
す
。

　

館
山
市
の
観
光
名
所
は
、
城
山
、
南
房
パ
ラ
ダ
イ

ス
、
ポ
ピ
ー
の
里
館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
な
ど
、

歴
史
を
学
ん
だ
り
、
大
人
も
子
供
も
、
楽
し
め
る
施

設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

北
条
海
岸
か
ら
見
え
る
夕
日
と
、
富
士
山
は
と
て

も
き
れ
い
で
心
が
い
や
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
館
山
に
来
て
、
こ
の
景
色
を
見
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

私
は
、
館
山
が
大
好
き
で
す
。
こ
の
良
さ
を
み
ん
な

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
も
っ
と
館
山
市
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘࡞จίϯΫʔϧೖબ࡞

優秀賞

˞学年は平成 26 年度時点



�ຊඪج

子育て・福祉・医療
いにॿけ合い　୭もが健康でޓ
いきいきとらせるまち

条খ学校３年　খ
㆓ㆰ㇄㆗

ྛ　༏
㇆ㆄ

　「元気なこうれい者　館山」

いつまでもおとしよりが元気でいられる館山市であって΄しいです。

˞学年は平成 27年度時点

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘ֆ画ίϯΫʔϧ　༏ल࡞



第１節　子育て環境の充実

（1）安心して妊娠・出産できる環境づくり

（2）妊娠・出産・子育ての一貫した支援

（3）子育てしやすい環境づくりの推進

（4）子育て家庭への支援の充実

（5）子育て環境の整備

第２節　高齢者福祉の充実

（1）高齢者を支える地域づくり

（2）高齢者の生活支援

第３節　障害者福祉の充実

（1）障害福祉サービスの充実

（2）障害者の社会参加促進

第４節　低所得者福祉の充実

（1）低所得者福祉の充実

第５節　地域福祉の推進

（1）地域福祉の推進

第６節　保健・医療体制の充実

（1）医療体制の充実

（2）医療保険制度の健全な運営

第７節　健康づくりの推進

（1）コミュニティ医療の充実

（2）保健活動の推進

（3）予防活動の充実



53

第�節	 の充実ڥҭͯࢠ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市では、子の༡びと交流のとして「元気な広」の開設や、房ೆこども園・ધ形こども

園・重こども園の開設、පࣇ・ප後ࣇ保育ࣄ業の実施、学ಐクラブの公設化、保育園保育時間の

Ԇ長など、子育て支援の強化・֦充にめてきました。しかし、Ո形ଶの多様化や地域のつなが

りのرബ化から、子育てに対するෆ安やײཱݽを๊くՈఉがみられることや、保護者の就࿑形ଶの

多様化から、保育時間のさらなるԆ長や一時༬かりなど、多様なニーズに対する保育αーϏスの充

実がٻめられています。

●平成 27 年 3 月に、「地域ぐるみで元気な子

をはぐくむまち…たてやま」を基本理念として、『た

てやまっ子…元気プラン…ʵ館山市子ども・子育て支

援ࣄ業計画ʵ…第１期計画』を策定しました。この計

画では、子どもやそのをはじめ、教育・保育ैࣄ者、

業、行政などの地域社会全体が協ಇして、将来のا

ある子どもたちを、地域ぐるみではぐくむこととして

います。

●合計特घ出生がݝでも高いという地域の特

長を活かし、多子ੈଳに対する༏۰策等、子育て支援策をさらに強化することにより、子育てੈ

代にબばれるまちづくりが望まれます。

●館山市では、৷期から出産、ೕࣇ期、༮ࣇ期にࢸるまでの一؏した子の健康づくりとして、

්、ೕ６ࡀ１、ࣇΧ月ࣇࡀ３、ࣇの健康査を基本に、パパϚϚ学ڃ、ೕ৯学ڃ、産 ・්新生ࣇ・

ೕ༮ࣇのՈఉ訪問、༧防種など、それͧれのஈ֊に対応したきめࡉかいࣄ業展開にめてきま

した。今後は、安心して子どもを産み育て、子が心ともに健康でָしく過ごせるよう、৷・

出産から子育てまでのれ目のない支援と、子育てに対するෆ安やෛ担をܰ減するための子育て

支援αーϏスのさらなる充実が望まれます。

˙ 基本ํ

˔ ଟ༷ͳՈܗଶอҭχʔζʹɺ͖Ί͍͔ࡉରԠ͕Ͱ͖ΔࢠҭͯࢧԉαʔϏεͷॆ
࣮ΛਤΓ·͢ɻ

˔ Ҭ͙ΔΈͰࢠΛ͑ࢧΔΈΛ構ங͠ɺࢠҭͯʹର͢Δෆ҆ෛ୲Λܰ͢ݮΔ
ͱͱʹɺ҆৺ͯ͠ Λඋ͠·͢ɻڥΈҭͯΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ࢈ͲΛࢠ

前
期
基
本
計
画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 1節　子育て環境の充実
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ܥͷମࡦࢪ ˙

ͷॆ࣮ڥҭͯࢠ 　 　 ҆৺ͯ͠ ৷ɾग़࢈Ͱ͖Δͮ͘ڥΓ
　
　
　 ৷ɾग़࢈ɾࢠҭͯͷҰ؏ͨ͠ࢧԉ　
　
　 　Γͷਪਐͮ͘ڥҭ͍ͯ͢͠ࢠ

　 　ԉͷॆ࣮ࢧҭͯՈఉͷࢠ

　 　ͷඋڥҭͯࢠ

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）安心して৷・出産できる環境づくり

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

৷・出産に関するਖ਼しい知識
のීܒ・ٴ発

　ए者ੈ代に対して、৷・出産に関するਖ਼しい知識のීٴ・
々ݸ、しܞ発をਤるとともに、৷ॳ期から医療関係者と࿈ܒ
のঢ়گに応じた۩体的な対応策などを検౼していきます。

健康課

代同居・近居の推進ੈࡾ
代同居・近居を推進し、子育てのෛ担ܰ減と高齢者ੈࡾ　
のཱݽ防ࢭ等をਤります。

画課ا

（2）৷・出産・子育ての一؏した支援

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

子保健ࣄ業
　්・ೕࣇ健ٴび૬ஊ、パパϚϚ学ڃ、思य़期ふれあ
い体ݧなどを実施し、性並びにೕ༮ࣇの健康の保持増進
をਤります。

健康課

「元気な広」での子
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（3）子育てしやすい環境づくりの推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

子育て支援ࣄ業

　保護者がඞ要とする施設やࣄ業等の情報提ڙやපࣇ・
ප後ࣇ保育ࣄ業の実施、公共施設やళฮにオϜツସえや調
ೕ用ポットなどを備えた「ちΌんのӺ」の֦充等により、
子育て支援を推進します。

こども課

保育園・こども園における保育
αーϏスの充実

　Ԇ長保育や土༵・ٳ保育、༬かり保育の充実をਤると
ともに、私ཱ保育園に対する運営支援を行います。

こども課

༮ࣇ教育の充実
　条༮ஓ園の༮ஓ園型ೝ定こども園の移行について
検౼するとともに、私ཱ༮ஓ園ٴび私ཱ保育園に通う保護
者に対する支援を行います。

こども課

「元気な広」運営ࣄ業

　子育て子の交流やੈ代間の交流、子育てに関する૬ஊ
を通じた子育てのෆ安解消をਤるため、子育ڙび情報提ٴ
て支援拠点「元気な広」の運営ٴび「出ு子育てひΖば」
の実施を推進します。
　また、会員間の૬ޓ援ॿ活動を支援するϑΝミリー・α
ポート・センターࣄ業を推進し、子育て支援ωットϫーク
の֦充にめます。

こども課

学ಐクラブ運営ࣄ業
　খ学校Լ校後に保護者がՈఉにいないཹकՈఉࣇಐの
健全育成と安全確保のため、公設化等による安定的で࣭の
高い学ಐクラブの運営にめます。

こども課
築施設課ݐ

（4）子育てՈఉの支援の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

子ども医療費څ付ࣄ業

　খ学校６年生までの通Ӄ医療費ٴび中学校３年生までの
入Ӄ医療費のॿ成を継続し、子育てՈఉの経済的ෛ担の
ܰ減と子どもの保健の向上をਤります。
　また、中学校３年生までの通Ӄ医療費のॿ成を実施しま
す。

社会福祉課

ひとりՈఉ支援ࣄ業
　ひとりՈఉに対し、医療費のॿ成やࣇಐැཆ手、高
等৬業܇࿅څ付金の支څを行うとともに、子・子自ཱ
支援員による૬ஊ・ॿݴを行います。

社会福祉課

業ࣄωットϫークࢭ防ٮಐࣇ
　要保護ࣇಐ対策地域協議会を中心に、関係機関との࿈
をٮ、の対応やٮಐࣇ、や情報の共༗化にめܞ
ະ然に防ࢭするためのωットϫーク体制の強化をਤります。

こども課

前
期
基
本
計
画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 1節　子育て環境の充実
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（5）子育て環境の整備

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

保育園・༮ஓ園・こども園の
整備充実

　ٺ化した施設の性の確保や備ྨの計画的な整
備を行うとともに、条地۠ٴびಹݹ地۠のこども園化を
検౼します。

こども課
築施設課ݐ

保育園・༮ஓ園・こども園に
おける安全対策の充実

　園ࣇの安全を確保するため、৯アϨルΪー対策や施設
理の充実、安全体制の強化をਤります。

こども課
築施設課ݐ

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

合計特घ出生 1�53 1�80

出生 311人 320人

ೕ༮ࣇ健ड

４Χ月ࣇ健 88�8ˋ

健ࣇ６Χ月ࡀ１ˋ100 94�0ˋ

健ࣇࡀ３ 93�7ˋ

ちΌんのӺ整備 35Χ所 40Χ所

「出ு子育てひΖば」の実施Օ所 １Χ所 ３Χ所

ϑΝミリー・αポート・センター会員 360人 500人

公設学ಐクラブ ʵ ８Χ所

1�26

1�32 1�34 1�37 1�37
1�39 1�39 1�41 1�43 1�42

1�22 1�23 1�25
1�29 1�31

1�34
1�31 1�31 1�33 1�32

1�55
1�51 1�52

1�42 1�41

1�61 1�62 1�61

1�37

1�53

1�0

1�1

1�2

1�3

1�4

1�5

1�6

1�7

平成17年… 18年… 19年… 20年… 21年… 22年… 23年… 24年… 25年… 26年

合計特घ出生の推移

全 国

ઍ༿ݝ

館山市

（厚生࿑ಇল「人口動ଶ౷計」）
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第�節	ྸߴ者福祉の充実

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市の高齢化はطに35ˋをえており（平成 27年４月現ࡏ）、団մのੈ代が Ҏ上とࡀ75

なる平成 37年には、支援やհ護がඞ要な高齢者がさらに増加するものと༧されます。

●館山市では、高齢者のみのੈଳや一人らしの高齢者が、住み׳れた地域で安心してらせる

ように、地域全体でさりげなく見कる「館山市高齢者見कりωット」をཱち上げ、「高齢者にやさし

いまちづくり」の実現に向けた取組に力をいでいます。

●平成 27年３月に、「地域の中で、すこやかにくらせる長णのまち・館山」を基本理念として、『館

山市高齢者保健福祉計画（第７期高齢者保健福祉計画・第６期հ護保ࣄݥ業計画）』を策定しま

した。この計画では、հ護がඞ要なঢ়ଶになっても住み׳れた地域で自らしいらしを続ける

ことができるように、医療・հ護・༧防・住まい・生活支援が一体的に提ڙされる「地域แׅケア

γステϜ」を構築するとともに、市民一人ひとりが、このγステϜの担い手として、「地域の力」で、

。する人のいない、ॿけ合いのまちづくりを進めることとしていますཱݽ

●高齢者がこれまでഓってきた知識や経ݧは、地域社会にとって༏れた財産です。これらを地域

にؐ元する機会を設けることは、高齢者の社会参画を促し、高齢者自の生きがいづくりや健康

維持につながるばかりでなく、ੈ代間交流による地域活性化も期されています。

●հ護の現では、ຫ性的に担い手がෆしています。

今後は、高齢化のさらなる進展にい、要հ護者が増

加する一方、࿑ಇ力人口の減少が見ࠐまれるため、人手

ෆはより一層ਂࠁ化するものとߟえられます。また、

医療ニーズの高まりや、ೝ知高齢者、高齢者のみੈଳ

等の増加にい、հ護ニーズの高度化・多様化に対応で

きるհ護人ࡐの࣭的向上もٻめられています。

˙ 基本ํ

 ߴ˔ ྸऀ͕ॅΈ׳ΕͨҬͰࣗΒ͍͠Β͠Λଓ͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ɺऀྸߴΛ
ɻ͢·͠ࢦΔʮҬแׅέΞγεςϜʯͷ構ஙΛ目͑ࢧ

˔ Ҭ͕Ұମͱͳͬͯ ɺ͞Γ͛ͳ͍ݟकΓͱɺॿ͚߹͍ɾ͑ࢧ߹͍ͷͰ͖Δ·ͪͮ Γ͘
Λ目͠ࢦ·͢ɻ

前
期
基
本
計
画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 2節　高齢者福祉の充実
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ܥͷମࡦࢪ ˙

ͷॆ࣮ࢱऀྸߴ 　 　 　ΔҬͮ͘Γ͑ࢧΛऀྸߴ
　
　 　ԉࢧ׆ͷੜऀྸߴ

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）高齢者を支える地域づくり

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

「地域แׅケアγステϜ」の
構築

　հ護がඞ要なঢ়ଶになっても住み׳れた地域で自ら
しいらしを続けることができるように、医療・հ護・༧防・
住まい・生活支援が一体的に提ڙされる「地域แׅケア
γステϜ」の構築を目指し、ࡏ医療・հ護の࿈ܞやೝ
知対策、生活支援αーϏス、地域ケア会議を推進します。

高齢者福祉課
（健康福祉෦）

地域で高齢者を支える体制
づくりࣄ業

　要援護高齢者に対し、৯αーϏスやՈհ護用支
業を実施するとともに、高齢者をհ護しているՈࣄڅ
のための「հ護Ո会の集い」やೝ知の高齢者を理解
するための「ೝ知αポーターཆ成࠲ߨ」を開࠵します。
　また、一൪近なհ護の現のをฉき、ࣄ業にө
させていきます。

高齢者福祉課

地域で高齢者を支える体制
づくりࣄ業（地域แׅ支援
センターࣄ業）

　高齢者の総合的な૬ஊ૭口として、հ護༧防やݖ利༴
護ࣄ業等を行う地域แׅ支援センターの体制強化をਤり
ます。
　また、公ਖ਼・中ཱ的なཱから、地域แׅ支援センター
運営協議会による地域แׅ支援センターの運営支援を行
います。

高齢者福祉課

社会参画・生きがい活動の
促進ࣄ業

　高齢者の就࿑、社会参画、生きがいづくりを促進する
ため、γルόー人ࡐセンター、人クラブ、社会福祉協議
会の活動を支援します。

高齢者福祉課

高齢者見कりࣄ業
　高齢者が安心して住み׳れた地域での生活を継続でき
るように、関係団体等による高齢者見कりωットϫークの
֦充をਤります。

高齢者福祉課

「本൛̧̘̘̘」のಋ入に
向けた検౼

　都市෦の高齢者が健康な時から地方に移住し、健康ঢ়
ଶに応じた継続的なケア環境のԼで、自ཱした社会生活
をૹるための地域コミュニティ（「本൛̧̘̘̘」）のಋ
入について検౼します。

画課ا

˞…հ護人ࡐ確保の課題に対しては、「計画ࣄ業ɿհ護・福祉人ࡐの確保に向けた支援」（̥�100）にࡌه。
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（2）高齢者の生活支援

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

館山市高齢者保健福祉計画
の推進

　『館山市高齢者保健福祉計画』に基づき、հ護保ࣄݥ
業にかかる保څݥ付のԁな実施と、高齢者のニーズに
Ԋった福祉施策を推進します。

高齢者福祉課

高齢者のݖ利༴護ࣄ業
　高齢者の生໋をकり、ଚݫを持って、その人らしく自ཱ
した生活が継続できるように、ݖ利を༴護するための各
種支援を行います。　

高齢者福祉課

安定したհ護保ݥ制度の運営

　要հ護（要支援）ೝ定をडけたඃ保ݥ者に対するհ護
（༧防）څ付や地域ີ着型αーϏス施設に対する指ಋ
査の実施、հ護څ付費దਖ਼化γステϜのಋ入をਤり、հ護
保ݥ制度の安定的な運営にめます。

高齢者福祉課

հ護保ݥ特ผ会計の܁出
ࣄ

　հ護保ݥ制度の安定した運営をਤるため、一ൠ会計から
հ護保ݥ特ผ会計費用の一෦を܁り出します。

高齢者福祉課

հ護૬ஊ員ݣ等ࣄ業
　հ護保ݥ施設等にհ護૬ஊ員をݣし、利用者の૬
ஊ等に応じ、その༰をࣄ業所ڮしすることにより、
課題のૣ期解ܾにめます。

高齢者福祉課

人ϗーϜ入所ા置ࣄ業
　Ոఉのࣄ情等により、ࡏでཆ護をडけることがࠔ
な高齢者をཆ護人ϗーϜ等に入所ા置します。

高齢者福祉課

業ࣄ福祉αーϏスࡏ
　高齢者が住み׳れた地域でࡏ生活を継続できるよう
に、ۓ急通報置等のৗ生活用۩のڅ付・ି༩やՈճり
の取り等のܰ度生活援ॿ、福祉Χーのି付を行います。

高齢者福祉課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

地域ケア会議の開࠵地۠ １地۠ 全155地۠

ೝ知αポーターの人 2983人 4000人

γルόー人ࡐセンターड݅ 1786 ݅ 2000 ݅

高齢者見कりωット協定 55協定 100 協定

հ護૬ஊ員 ６人 ８人

前
期
基
本
計
画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 2節　高齢者福祉の充実
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第3節	障害者福祉の充実

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●平成 27年３月に、「一人ひとりがଚ重しあい、生き方をબび、共に輝く文化福祉都市」を基本

理念として、『第４次館山市障害者計画』を策定しました。この計画では、「安全・安心」、「ࠩผ

の解消ٴびݖ利༴護の推進」、「行政αーϏス等におけるྀ」といったの施策を新たに加え、

障害の༗ແにかかわらず、୭もが૬ޓに人֨とݸ性をଚ重し、支え合う、共生社会の実現に向け

た取組の推進をਤることとしています。

●館山市では、少子高齢化をडけて人口がঃ々に減少する一方で、障害者の人口は増加向にあ

り、障害の重度・重ෳ化や高齢化も進んでいます。障害者のニーズは、障害の種ྨやఔ度などに

よりさま͟まであり、障害者を取り巻く生活課題も増大、多様化しています。そのような中で、障

害者の自ཱと社会参加を公的αーϏスだけで支えていくことはしいため、地域全体で支える

組みづくりがඞ要です。今後は、૬ஊ支援体制の充実や各種支援αーϏスの利用による自 ・ཱ社

会参加の促進、障害者を๊えるՈのෛ担ܰ減や就࿑支援など、さらなる施策の充実をਤり、障

害のある人々が住み׳れた地域の中で、地域社会の一員として、自らしい生活がૹれるよう、

地域が一体となって支援していくことがٻめられます。

˙ 基本ํ

˔ ো͕ऀҬͰ҆৺ͯ͠ ΒͤΔΑ͏ɺ͖Ί͔ࡉͳαʔϏεͷॆ࣮ΛਤΓ·͢ɻ

˔ োऀͷݖར༴ޢͱཱࣗࢧԉɺࣾձࢀՃͷଅਐʹऔΓΈ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

োऀࢱͷॆ࣮ 　 　 োࢱαʔϏεͷॆ࣮　
　
　 োऀͷࣾձࢀՃଅਐ　
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）障害福祉αーϏスの充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

館山市障害者計画の推進
　障害のある人もない人も、ともに住み׳れた地域でいき
いきと、安心してらせるまちづくりを目指し、『第４次館
山市障害者計画』を推進します。

社会福祉課

障害者支援に関するࣄ業

　『障害者総合支援法』に基づき、障害のঢ়ଶに応じた
各種福祉αーϏスのڅ付を行います。
　また、心障害者（ࣇ）医療費のڅ付を行います。
　さらに、居や施設において、৯ࣄや入ཋなどのհ護
やৗ生活上の支援を提ڙすることにより、障害者等の
生活の安定と自ཱ支援をਤります。

社会福祉課

障害ࣇ支援に関するࣄ業

業を行ࣄ付څ通所等ࣇに基づき、障害『ಐ福祉法ࣇ』　
います。
　また、障害ࣇをཆ育する保護者の子育て支援や経済的
ෛ担のܰ減をਤるため、์課後σΠαーϏスの利用ॿ成
等を行います。
　さらに、心障害ࣇの特性に応じたదな指ಋや૬ஊ
を行い、社会性や知育の向上を支援するため、؆қϚβー
ズϗーϜを運営します。

社会福祉課

（2）障害者の社会参加促進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

地域生活のための支援ࣄ業

　障害者の社会参加の促進、福祉の増進やݖ利のଚݫを
कるため、障害者団体に対する支援、福祉タクγーの利
用ॿ成による障害者の֎出支援、各種福祉手の支څ、
障害者のݖ利༴護に関する取組を行います。

社会福祉課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

地域生活移行者
２人…˞

（平成 24ʙ26 年度）
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ16人

一ൠ就࿑移行者
１人…˞

（平成 25 年度）
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ12人

就࿑移行支援ࣄ業の利用者
̕人…˞

（平成 25 年度）
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ 30人

˞…『第４次館山市障害者計画』（平成 27年３月）策定にあたって用した基४。

前
期
基
本
計
画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 3節　障害者福祉の充実
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第�節	ॴಘ者福祉の充実

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●近年、生活保護डڅ者ٴび生活ځࠔ者が増加しており、全国の生活保護डڅ者は、平成 27年
４月時点で162ສੈଳ、216ສ人にもٴんでいます。
●館山市でも生活保護डڅ者が増加しており、高齢者やひとりੈଳなどに加え、Ҿきこもりや
就࿑ࠔといった新たな社会問題により、ए者やۈ࿑ੈଳにおける生活ځࠔ者も増加向にあり
ます。今後は、生活にځࠔする低所得者の૬ஊ体制や自 ・ཱ社会参加に向けた支援を充実するඞ
要があります。

˙ 基本ํ

˔ ੜऀځࠔ׆ʹඞཁͳࢧԉΛ͍ߦɺ࠷ݶͷੜ׆Λอো͢Δͱͱʹɺཱࣗɾࣾ
ձࢀՃΛଅਐ͠·͢ɻ

　

ܥͷମࡦࢪ ˙

ॴಘऀࢱͷॆ࣮ 　 　 ॴಘऀࢱͷॆ࣮　
　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）低所得者福祉の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

生活ځࠔ者自ཱ支援ࣄ業
　生活保護のडڅにࢸらない生活ځࠔ者に対する૬ஊ支
援や住確保څ付金の支څを行うとともに、支援༰の
֦充を検౼します。

社会福祉課

生活保護ࣄ業
　生活ځࠔ者に対し、ঢ়گに応じたැॿを行い、࠷低ݶ
度の生活を保障するとともに、自ཱに向けた支援を行い
ます。

社会福祉課

　

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

就࿑支援により所得が増加したඃ保護ੈଳ ７ੈଳ
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ 50 ੈଳ

生活保護डڅ者 719人 720人（維持）
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第�節	Ҭ福祉のਪਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市では、多様化する福祉課題に対応するため、館山市社会福祉協議会ٴび市15Χ所に
設置した社会福祉協議会支෦を拠点として、地域における支え合い（共ॿ）の確ཱと地域住民のωッ
トϫーク形成を推進しています。しかし、人口減少・少子高齢化による高齢者の一人らしੈଳの
増加や地域社会の担い手であるए者ੈ代の減少、Ո形ଶや価観の多様化などによる社会的
なつながりのرബ化等が進み、Ոや地域で支え合う機能が੬ऑ化しています。今後は、୭もが
住み׳れた地域で安心していきいきとらしていくために、高齢者や障害者など、支援をඞ要と
する人々のੵۃ的な見कりやかけ、福祉αーϏスの提ڙ、Ϙランティア活動等、地域にࠜ͟し
た福祉の実ફがٻめられています。

˙ 基本ํ

˔ ୭͕ॅΈ׳ΕͨҬͰ҆৺ͯ͠ ͍͖͍͖ͱΒͯ͠ ͍ͨ͘ΊʹɺҬͷ͑ࢧ߹͍
ͷΈΛ構ங͠ɺଟ༷ͳࢱ՝ʹରԠͰ͖Δ·ͪͮ Γ͘Λ目͠ࢦ·͢ɻ

　

ܥͷମࡦࢪ ˙

Ҭࢱͷਪਐ 　 　 Ҭࢱͷਪਐ　
　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）地域福祉の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

地域福祉に関するࣄ業
　地域福祉推進の重要な拠点となる社会福祉協議会の活
動支援と安定運営に向けた支援を行います。

社会福祉課

館山市地域福祉計画の策定
　地域福祉の推進に取り組むための総ׅ的な計画として
「地域福祉計画」を策定し、推進します。

社会福祉課

　

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

民生委員・ࣇಐ委員…定充 100ˋ 100ˋ

福祉Ϙランティア活動者 373人 398人

前
期
基
本
計
画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 5節　地域福祉の推進
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第�節	อ݈ɾҩྍମ੍の充実

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市をؚむ安房地域の医療体制は、ઍ༿ݝのଞ地域とൺֱして༏位にあり、地域医療の

は維持されているといえます。また、市にཱ地する安房地域医療センターは、二次救急指װࠜ

定පӃとして、24 時間 365の救急医療体制を整えています。しかし、市民からのখࣇ救急医

療体制の整備要望が高く、課題となっています。

●護ࢣはຫ性的にෆしているঢ়گであり、安房

３市では、平成 23 年度から「護ࢣ等म学資金ି

付制度」により、安房の護ࢣ確保にめてい

ます。平成 26 年度に、安房医療福祉ઐ学校が開

学したことにより、人ࡐ育成໘が強化されましたが、

まれた医療体制を維持するためにも、今後もさらܙ

なる医療人ࡐの育成・確保支援の継続が重要です。

●館山市では人口減少等により、国民健康保ݥのඃ保ݥ者が減少しているものの、ඃ保ݥ者

の高齢化や医療ٕज़の高度化等にい、一人あたりの医療費は増加しており、国民健康保ݥ制度

のԁで安定的な運営とඃ保ݥ者のෛ担ܰ減が課題です。

●৯生活やラΠϑスタΠルの変化により、ප・高݂ѹ・࣭ࢷҟৗ・ංຬ・心ଁප・ଔ

中などの生活習׳පが増えています。健康でいきいきとした生活を維持するためには、健康に対

する意識づけを行い、࣬පの༧防、ૣ期発見、ૣ期࣏療が重要です。

˙ 基本ํ

ͷҭʹऔΓΈ·͢ɻࡐҬతͳҩྍମ੍ͷ֬อͱҩྍਓ ˔

˔ ҩྍอ੍ݥͷԁͰ҆ఆతͳӡӦʹΊ·͢ɻ

˔ อڅݥۀࣄͷ΄͔ɺ期ਓؒυοΫͷॿΛ͍ߦɺ࣬පͷ༧ɺૣ期ൃݟɺૣ
期ྍ࣏ʹΑΔඃอऀݥͷ҆ఆͨ͠ੜ׆ͷ֬อʹΊ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

อ݈ɾҩྍମ੍ͷॆ࣮ 　 ҩྍମ੍ͷॆ࣮　

ҩྍอ੍ݥͷ݈શͳӡӦ
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）医療体制の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

救急医療体制確保ࣄ業

　安房܊市広域市ொଜࣄݍ組合に対し、救急医療に関
する費用をෛ担し、ٳや間の医療体制の充実をਤり
ます。
　また、খࣇ救急医療体制の実現や護ࢣ確保に向けた
取組のಇきかけを行います。

健康課

護ࢣ等म学資金ି付制度
　護ࢣ等ཆ成所に入学またはࡏ学している護ࢤࢣ望
者に対し、म学資金のି付を行い、市をはじめ、安房
地域での護ࢣの確保をਤります。

健康課

かかりつけ医のීٴ・定着
　かかりつけ医をもつことの重要性についてप知をਤり、
そのීٴ・定着にめます。

健康課

　
（2）医療保ݥ制度の健全な運営

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

国民健康保ݥ運営ࣄ業
　ඃ保ݥ者の࣬පなどに対してඞ要なڅ付を行い、国民健
康保ݥ制度のԁで安定的な運営にめます。

市民課

国民健康保ݥ特ผ会計の܁出
ࣄ

　ඃ保ݥ者のෛ担ܰ減と国民健康保ࣄݥ業の安定した運
営をਤるため、一ൠ会計から国民健康保ݥ特ผ会計費
用の一෦を܁り出します。

市民課

後期高齢者医療運営ࣄ業
　高齢者に対する医療の確保とదな保څݥ付を行うた
め、後期高齢者医療制度のԁで安定的な運営にめま
す。

市民課

後期高齢者医療特ผ会計の
ࣄ出܁

　ඃ保ݥ者のෛ担ܰ減と後期高齢者医療制度の安定した
運営をਤるため、一ൠ会計から後期高齢者医療特ผ会計
費用の一෦を܁り出します。

市民課

期人間υックॿ成ࣄ業
　ຬ40ࡀҎ上の国民健康保ݥඃ保ݥ者、後期高齢者医
療ඃ保ݥ者を対に、期人間υックの費用ॿ成を行い
ます。

市民課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ
　

指標名 現ঢ় 目標

護ࢣ等म学資金ି付制度利用者
10人

（平成23ʙ26年度平ۉ˞）
15人

（平成28ʙ32年度平ۉ）

期人間υックॿ成݅（国保） 269 ݅ 280 ݅

期人間υックॿ成݅（後期高齢者医療） 41݅ 55 ݅

˞…平成23年度から制度開࢝

前
期
基
本
計
画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 6節　保健・医療体制の充実
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第�節	݈ͮ߁ Γ͘のਪਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市では、心ともに健康で活力ある長ण社会を目指し、平成元年に「長ण健康都市એݴ」

を行い、「自の健康は自でつくり、自でकる」をスϩーΨンに、地域の自ओ健康づくり団体

の支援や保健推進員の活動など、地域にີ着したきめࡉかい健康づくりの支援にめています。

●࣬ප༧防活動として、各種がん検、特定健康査、༧防種の実施、ײછ対策などを行っ

ていますが、各種検結果については、࣬පのૣ期発見、ૣ期࣏療につなげるだけでなく、生活

習׳の見しやৗ生活で実ફできる運動指ಋ等に結びつけ、市民の健康づくりを支援していく

ことも重要です。

●安房地域は、ઍ༿ݝでも特に高齢化が進んでいる地域であり、医療機関や福祉施設が多

くཱ地していますが、それらにैࣄする人ࡐはຫ性的にෆしています。医療・հ護・福祉に関す

る課題は、地域全体として取り組むඞ要があります。今後は、地域医療の安定化や地域住民の健

康ण໋のԆ৳を目指し、医療・հ護・福祉関係者と行政、市民が一体となり、近ྡ市ொ等との࿈

。められますٻ確保をؚめた医療資源の充実をਤることがࡐをਂめながら、情報共༗や人ܞ

˙ 基本ํ

˔ Ҭҩྍͷ҆ఆԽҬॅຽͷ݈߁ण໋ͷԆ৳Λ目͢ࢦίϛϡχςΟҩྍΛਪਐ͠
·͢ɻ

ɺ࣬පͷ͠ࢪΛ࣮ݕΛૹΕΔΑ͏ɺ֤छ༧छ׆ͳੜ߁ຽҰਓͻͱΓ͕݈ࢢ ˔
༧ɺૣ期ൃݟɺૣ期ྍ࣏ʹͭͳ͍͖͛ͯ·͢ɻ

ラδオ体ૢߨ習会
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ܥͷମࡦࢪ ˙

Γͷਪਐͮ͘߁݈ 　 　 ίϛϡχςΟҩྍͷॆ࣮　
　
　 อ݈׆ಈͷਪਐ　
　
　 ༧׆ಈͷॆ࣮　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）コミュニティ医療の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

コミュニティ医療推進ࣄ業

　医療・հ護・福祉関係者と行政、市民が一体となり、
近ྡ市ொ等との࿈ܞをਂめながら、情報共༗や人ࡐ確保
をؚめた医療資源の充実に取り組み、高齢化社会に対応
した体制を構築します。

健康課

　
（2）保健活動の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

健康増進ࣄ業
　健康手ாの交付や健康教育、健康૬ஊ、機能܇࿅、訪
問指ಋを実施し、生活習׳පの༧防・健康増進に関する
ਖ਼しい知識のීٴをਤります。

健康課

地域ぐるみ健康づくり支援ࣄ
業

　保健推進員による子保健、健康増進、生活վળなど
に関する調査・૬ஊを推進するとともに、地域の自ओ健康
づくり団体の支援を行います。

健康課

　
（3）༧防活動の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

生活習׳ප対策
　各種がん検や特定健康査、後期高齢者健康査、
健康査等を実施し、市民の健康的な生活を支援します。

健康課

༧防種ࣄ業
　༧防種法に基づく定期༧防種と、定期༧防種対
者Ҏ֎の方の高齢者ഏԌەٿ・成人෩ϫクνン
種を実施します。

健康課

છ༧防対策ײ
　結核・ഏがん検のड向上に向けた取組や新型Π
ンϑルΤンβ対策等により、ײછの発生ٴびまんԆの
防ࢭをਤり、公ऺ衛生の向上にめます。

健康課

前
期
基
本
計
画

基
本
目
標
1

子
育
て
・
福
祉
・
医
療

基本目標 1　第 7節　健康づくりの推進
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˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

健康教育参加者 4206人 5000人

健康૬ஊ参加者 1758人 2000人

各種がん検ड

ңがん検 13�3ˋ 50ˋ

前ཱથがん検 24�7ˋ 50ˋ

大がん検 24�1̀ 50ˋ

ೕがん検 15�2ˋ 50ˋ

子ٶがん検 15�3ˋ 50ˋ

特定健康査ड 32�6ˋ 60ˋ

定期༧防種…種

Ｂ̘̜ 98�0ˋ 100ˋ

ώブ 50�3ˋ 100ˋ

খࣇഏԌەٿ 40�4ˋ 100ˋ

二種ࠞ合（δϑテリア・ഁই෩ࠞ合） 90�8ˋ 100ˋ

種ࠞ合࢛
（δϑテリア・ඦせき・ഁই෩・ポリオࠞ合） 98�1̀ 100ˋ

̢ （̧ຑしん・෩しんࠞ合） 91�8ˋ 100ˋ

水（水΅うそう） 54�5ˋ 100ˋ

本Ԍ 40�3ˋ 100ˋ

結核・ഏがん検ड 33�3� 50ˋҎ上
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心豊かな人ࡐが育つまち

第二中学校２年　ླ
㆙㆚ ㆌ

　真
ㆾ ㇄

　「ऱϊ࡚ࡇり」

ਆなࡇりのۭ気ײをॻきました。

˞学年は平成 27年度時点
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第１節　学校教育の充実

（1）「生きる力」を育成する教育の推進

（2）教育活動の充実

（3）就学・通学への支援

（4）教育環境の整備・充実

第２節　青少年の健全育成強化

（1）青少年の健全育成強化

第３節　生涯学習の推進

（1）学習機会の提供

（2）学習活動の支援

第４節　歴史の継承と文化の振興

（1）歴史・文化の保存・継承

（2）文化の振興

第５節　スポーツの振興によるまちづくり

（1）市民スポーツの振興

（2）スポーツ観光の推進

第６節　国際交流・地域間交流の促進

（1）国際交流・地域間交流の促進
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第�節	 ҭの充実ڭߍֶ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市は、「確かな学力・豊かな心・健やかな体」を基盤とした「生きる力」の育成を、学校教

育の࠷重点課題としています。知識・ٕ能の習得に加えて、思ߟ力・அ力・ද現力の向上、道

ಙ教育や体育指ಋ等の充実による豊かな心と健やかな体の育成がٻめられています。

●地域の発展を担う次ੈ代の人ࡐ育成には、ڷ土のਂい理解がඞ要です。ڷ土の歴史を学習す

るための歴史෭ಡ本「さとみ語」を利用したत業をはじめ、地域資源・地域人ࡐを活用した特

৭ある「ふるさと教育」により、ࣇಐ生ెのڷ土のތりとѪ着心

のৢ成がٻめられます。

●ӫཆઁ取のภりやே৯のܽ৯など、ࣇಐ生ెの৯生活のཚれが

ಐ生ెの健やかな心をはぐくむため、৯生ࣇ。念されていますݒ

活に関するਖ਼しい知識のීٴが望まれます。

●子どもたちのՄ能性を࠷大ݶに活かし、充実した教育を提ڙする

ためには、教育環境の整備はෆՄܽです。学校施設や備の計画的

な置とともに、少子化にうࣇಐ生ెの減少をྀߟした、中・長

期的な学校࠶ฤの検౼がඞ要です。

˙ 基本ํ

˔ ʮੜ͖Δྗʯͷҭʹ͚ɺʮ͔֬ͳֶྗɾ๛͔ͳ৺ɾ݈͔ͳମʯΛҭͯΔڭҭ׆
ಈΛਪਐ͠·͢ɻ

˔ Ҭ資ݯɾҬਓࡐΛ׆༻ͨ͠ಛ৭ͷ͋ΔڭҭΛਪਐ͠·͢ɻ

ͷඋɾॆ࣮ʹΊ·͢ɻڥҭڭͲͨͪͷՄੑΛ৳͢͜ͱͷͰ͖Δࢠ ˔

ܥͷମࡦࢪ ˙

ҭͷॆ࣮ڭߍֶ 　 　 ʮੜ͖ΔྗʯΛҭ͢Δڭҭͷਪਐ　
　
　 　ಈͷॆ࣮׆ҭڭ
　
　 बֶɾ௨ֶͷࢧԉ　
　
　 　ͷඋɾॆ࣮ڥҭڭ

δϟングルδϜで༡Ϳ子どもたち

基
本
目
標
�

教
育
・
文
化

前
期
基
本
計
画

基本目標 2　第 1節　学校教育の充実
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）「生きる力」を育成する教育の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

「生きる力」を育成する教育
の推進

　学力向上プϩδΣクト委員会の充実や学力向上推進コー
σィωーターの༗効活用などにより、খ中一؏した教育活
動を推進します。

教育総課

福祉・環境・Ωϟリア教育の
推進

　学校での指ಋや৬体ݧ学習を通じ、豊かな人間性や
社会性をはぐくみながら、変化のܹしい社会の中で、たく
ましく生きる力を育成します。

教育総課

国際理解教育の推進
　খ・中学校に英語指ಋを行う֎国語指ಋॿ手（̡̖ ̩）を置
し、国際֮ײ豊かなࣇಐ生ెの育成に取り組みます。

教育総課

情報（Ϟラル）教育の推進
　高度化する情報社会の中で、健全かつ༗効に情報を活用
していくためのਖ਼しい知識とٕज़の習得、దなஅ力・
活用力の育成をਤります。

教育総課

学校における৯育の推進
　ӫཆや৯習׳に関するਖ਼しい知識を指ಋし、ࣇಐ生ెの
健やかな心の育成をਤります。

学校څ৯
センター

খ・中学校体育振興の推進
　上ٕڝ大会の開࠵やݝ中学校総合体育大会等の参
加促進により、ࣇಐ生ెの体育実ٕٴび体位・体力の向上
をਤります。

教育総課

生活習׳ප༧防検ࣄ業
　生活習׳පのૣ期発見やదな指ಋのため、ࣇಐ生ె
に対する検を実施し、࣬පの減少ٴび༧防をਤります。

教育総課

特ผ支援教育体制の推進
　障害のあるࣇಐ生ెの一؏した教育૬ஊと支援体制
を充実させるため、関係者・関係機関とのωットϫークの
構築をਤります。

教育総課

教育૬ஊ体制の充実
ಐ生ెのさま͟まなみ（学力や人間関係、いじめ等）ࣇ　
に対する教育૬ஊ体制の充実をਤります。

教育総課

安全対策の充実
　災害・ނࣄ等に対する安全指ಋと、ۓ急時の備えを行
い、ࣇಐ生ెの安全確保にめます。

教育総課

教৬員ݚमの充実
　教৬員の資࣭・力ྔの向上をਤり、特৭ある教育活動を
推進します。

教育総課

　

（2）教育活動の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

特৭ある学校づくり
　地域資源・地域人ࡐを活用した学習を推進し、ࣇಐ生ె
の地域のތりとѪ着心を高めます。

教育総課

ܳज़・文化による豊かな心
の育成

し、豊ڙಐ生ె༏れたܳज़・文化にする機会を提ࣇ　
かな心の育成をਤります。

教育総課
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（3）就学・通学の支援

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

就学費援ॿࣄ業
　経済的な理༝により、就学がࠔなࣇಐ生ెに対し、学
用費やڅ৯費等の援ॿを行います。

教育総課

ふるさと創生学資金ି付
業ࣄ

　経済的な理༝により、ٛ教育ऴྃ後の就学がࠔな
生ెに対し、学資金のି付を行います。

教育総課

ԕڑ通学支援ࣄ業（スクール
όス運行ࣄ業・通学費ิॿࣄ業）

　学校౷合により、ԕڑ通学となった地域のࣇಐ生ెに
対する通学支援を行います。

教育総課

（4）教育環境の整備・充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

学校施設の整備充実
　学校施設の化をਤるとともに、防Ի対策など、学習
環境向上のための施設整備や、ٺ化した学校施設のվ
मを行います。

教育総課
築施設課ݐ

学校څ৯センターの整備・
運営

　安全かつ安定した学校څ৯の提ڙをਤるため、新セン
ターݐ設に向けた取組を進めます。

学校څ৯
センター

学校用教ࡐ備の整備
　新学習指ಋ要ྖに基づく備を計画的に整備し、շద
な学習環境と教育効果の向上にめます。

教育総課

少子化に対応した教育環境
の向上

　「館山市学校࠶ฤ基本指針」に基づき、教育環境の向上
を目的とした中・長期的な学校࠶ฤの検౼を行います。

教育総課

学校۠コミュニティの形成
　地域との࿈ܞ・協力により、次ੈ代を担うࣇಐ生ెを地
域をڍげて育てる体制づくりを行います。

教育総課

情報教育環境の整備
　時代にԊった̞̘̩環境の整備により、情報通信ٕज़を
活用した効果的な指ಋ・学習を行います。

教育総課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

教員の̞̘̩活用指ಋ力のঢ়گ
（̞̘̩を活用した指ಋについて、「わりにできる」、「ややで
きる」とճ答した教員の割合）

62�3ˋ 100ˋ

校ࣷ・園ࣷの化
খ学校 81�8ˋ…
中学校 90�0ˋ…
༮ஓ園 83�0ˋ

100�

基
本
目
標
�

教
育
・
文
化

前
期
基
本
計
画

基本目標 2　第 1節　学校教育の充実
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第�節	੨গの݈શҭڧԽ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市では、館山市子ども会育成会࿈བྷ協議会や館山市青少年૬ஊ員࿈བྷ協議会と࿈ܞし、

δュニアリーμーݚम、育成者ߨ習会やٕٿ大会、ࣸ 生大会などの青少年育成ࣄ業を行っています。

しかし、少子化や子どもたちのラΠϑスタΠルの多様化等により、参加者は減少向にあります。

●次ੈ代を担う心豊かで健やかな子どもを社会全体ではぐくむため、館山市では、平成 27年 7

月現ࡏ、市10 校中̕খ学校で์課後子ڙ教ࣨを実施しています。今後は、学校と地域活動の

調整を行うコーσィωーターの資࣭向上や、地域住民の参画促進、学ಐクラブとの一体的な実施

の検౼がٻめられます。

●館山市では、子参加型自然体࠲ߨݧ「たてやまϫクϫク୳検ୂ」や「ԭϊౡ୳検ୂ」など、館山

市の自然・歴史・文化等について学習する「ふるさと体ݧ活動」を行っています。今後も、ڷ土のތ

りやѪ着心、生きる力をはぐくむため、地域のܙまれた資源について学Ϳ機会を提ڙしていくこと

が重要です。

˙ 基本ํ

˔ ମ࠲ߨݧͷ։࠵੨গҭۀࣄͷࢧԉʹΑΓɺࢠͲͨͪͷڷͷތΓ
Ѫண৺ɺੜ͖ΔྗΛ͙͘ ΉͨΊͷػձΛॆ࣮͠·͢ɻ

˔ ҬͷਓҟֶͱͷؔΘΓͷதͰɺ੨গ͕ࣾձੑൣنҙࣝΛʹ͚ɺ৺
๛͔Ͱ݈͔ʹ͙͘ ·ΕΔͮڥ Γ͘Λਪਐ͠·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

੨গͷ݈શҭڧԽ 　 　 ੨গͷ݈શҭڧԽ　

たてやまϫクϫク୳検ୂ
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）青少年の健全育成強化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

青少年健全育成体制の充実
　1̩̖や子ども会、青少年૬ஊ員、各種社会教育関係
団体の自ओ的な活動に対して支援を行い、青少年の健全
育成をਤります。

生涯学習課

์課後子ڙ教ࣨの推進
　ษ強やスポーツ、文化活動、༡びなど、さま͟まな体ݧを
行うことができる์課後子ڙ教ࣨを実施します。 生涯学習課

ふるさと体ݧ活動の推進
　子どもたちのڷ土のތりやѪ着心、生きる力をはぐく
むため、自然や歴史、文化、農業体ݧ等、෯広いの
体࠲ߨݧを開࠵します。

中ԝ公民館

　

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

์課後子ڙ教ࣨ設置校
̕Χ所ʗ10校

（平成27年7月現ࡏ）
10Χ所ʗ10 校

์課後子ڙ教ࣨ

基
本
目
標
�

教
育
・
文
化

前
期
基
本
計
画

基本目標 2　第 2節　青少年の健全育成強化
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第3節	ੜֶ֔शのਪਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市では、豊かな地域資源を活用し、市民に多様な生涯学習機会を提ڙしています。市民の

。がඞ要ですڙりやѪ着心をはぐくむため、継続した機会の提ތ土に対するڷ

●公民館では、400Ҏ上の多種多様なαークルが活動しています。一方で、αークル参加者の減

少や高齢化が進んでおり、新たな加入者を増やすための支援や、中ԝ公民館αークル࿈བྷ会の活

性化等の対策がඞ要です。

●館山市では、豊かな知識やٕ能をもつ市民をϘランティアとしてొ・活用する「生涯学習Ϙラ

ンティア制度」をಋ入しています。しかし、活動のとر望者との調整がेではないঢ়گにあり、

コーσィωートをਤる組みづくりがඞ要です。

●ਤॻ館では、資ྉの効的な理やΠンターωットに

よる各種αーϏスの提ڙ、市民の課題解ܾの手ॿけをす

るϨϑΝϨンスαーϏスの充実がٻめられています。

˙ 基本ํ

˔ ଟछଟ༷ͳੜֶ֔शػձΛఏ͢ڙΔͨΊɺതؗɾਤॻؗɾެຽؗͷ͞ΒͳΔॆ
࣮ΛਤΓ·͢ɻ

ԉ͢Δͱͱʹɺੜֶ֔शϘϥϯςΟΞ੍ࢧಈΛ׆ຽͷࣗओతͳֶͼαʔΫϧࢢ ˔
ͷ׆༻Λ௨ͯ͡ɺࢢຽͷ๛ͳࣝݧܦΛҬࣾձʹؐͯ͠ݩ Β͏ͨΊͷऔ
Λਪਐ͠·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ੜֶ֔शͷਪਐ 　 　 ֶशػձͷఏڙ　
　
　 ֶश׆ಈͷࢧԉ　

大人のためのਤॻ館৬体ݧ
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）学習機会の提ڙ

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

生涯学習࠲ߨ・教ࣨの開࠵
　豊かな地域資源を活用し、多様な学習機会の提ڙによ
り、市民の自ओ的な学習活動を促進します。

中ԝ公民館
ਤॻ館

Ոఉ教育ࣄ業の推進
　Ոఉ教育学ڃや子育て支援࠲ߨ等の実施によるՈఉ教
育の知識向上と、子育てについての૬ஊ૭口ٴび情報提ڙ
の充実により、Ոఉ教育力の向上をਤります。

中ԝ公民館

ಐαーϏスの充実ࣇ
　子どもの発達ஈ֊に対応した魅力的なॻՍづくりと、ࣇ
ಐと本を結び付けるきっかけづくりを行い、本のָしさに
৮れられる機会を提ڙします。

ਤॻ館

ਤॻ館機能の充実

　市民の課題解ܾに役ཱつਤॻをऩ集するとともに、資ྉ
の効的な整理やΠンターωットによるଂॻ検ࡧ・༧等の
αーϏスを提ڙすることにより、市民の多様なニーズに対応
します。

ਤॻ館

　

（2）学習活動の支援

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

αークル活動の支援
　新たなαークル参加者を増やすための活動や自ओ的な
αークル活動の支援を行い、αークル活動の活性化をਤり
ます。

中ԝ公民館
ത館

生涯学習Ϙランティア制度の
充実

　学校の支援や多様化する学習ニーズに対応するため、
市民の豊な知識や経ݧ等を活用する組みづくりを進め
ます。

生涯学習課
ത館

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

公民館࠲ߨ参加者 8261人 8300人

学校支援Ϙランティア活用 770 ݅ 800 ݅

基
本
目
標
�

教
育
・
文
化

前
期
基
本
計
画

基本目標 2　第 3節　生涯学習の推進
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第�節	ྺ࢙のܧঝͱจԽのৼڵ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市には、ಹࣉݹ、山公園・館山市ཱത館（市

指定史「館山」）、市指定史「館山海ୂۭߤ܉

山地Լߺ」など、来訪者が多く訪れる歴史文化

Ҩ産があります。さらに、国指定史「ཬ見ࢯ…Ҵ

ଜ」、青ൟ「海の」ゆかりの市指定༗形文化財

「খ୩Ո住」、国ొ༗形文化財「ऱ࡛౮」などをωッ

トϫーク化し、୯に保ଘ継承するだけではなく、文化

財の所༗者、市民団体や̣̥ ̤、観光関係団体と࿈ܞし、

観光やまちづくりなど、地域の活性化につなげることが

重要です。

●館山市の歴史を語る文化財を保護し、次ੈ代に継承するために、文化財の調査・指定を行い、

म෮や防災対策等、保ଘにඞ要なા置を計画的にߨじるඞ要があります。文化財の活用をਤる際

には、その特性やదな保ଘにྀしながら、広く市民が文化財にしむ機会を提ڙすることが

重要です。…

●地域の歴史の中でकりえられてきた民ଏܳ能は、承者の減少と高齢化により、ଘ続がݒ念

されているものがあります。その地域の住民だけではなく、広く公開する機会を設けることにより、

。と承者の育成にめるඞ要がありますٴී

●館山市では、市民の自ओ的なܳज़文化活動が展開されていますが、各団体構成員の高齢化と減

少、ݸ人のݻ定化などがみられます。各団体には、طଘの組みにとらわれず、より多くの人々や

ଞの団体との交流・࿈ܞにより、活力ある活動を展開することがٻめられています。

●館山市の෩土を活用した文化Πϕントとして開࠵している「全国大学ϑラメンコϑΣスティόル」

は、市民と大学生の協ಇによるՆの෩ࢻとして定着していますが、少子化による大学のϑラメン

コαークル員の減少、館山市ଆの担い手の減少とݻ定化など、課題がみられます。

˙ 基本ํ

ʹ༺׆ͷ࢈จԽҨ࢙ຽଏܳɺത͕ؗऩଂ͢Δྺݐత࢙ɺྺ࢙ɺࣾࣉ ˔
ΑΓɺޫ؍·ͪͮ Γ͘ͳͲɺҬͷੑ׆Խʹͭͳ͕ΔऔΛਐΊ·͢ɻ

ใఏڙಈ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹɺൃද͢Δͷఏ׆ຽࣗΒ͕ɺओମతʹܳज़จԽࢢ ˔
औΓΜͰ͍͖·͢ɻʹڙ

市指定༗形文化財「খ୩Ո住」
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ܥͷମࡦࢪ ˙

ڵঝͱจԽͷৼܧͷ࢙ྺ 　 　 　ঝܧɾจԽͷอଘɾ࢙ྺ
　
　 จԽͷৼڵ　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）歴史・文化の保ଘ・継承

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

࠲ߨ・土に関する展ཡ会ڷ
等の充実

　歴史文化Ҩ産の展ࣔ公開やڷ土の魅力を理解する࠲ߨ
の֦充をਤることにより、ڷ土に対するތりやѪ着心をは
ぐくみます。

ത館
中ԝ公民館

土資ྉのऩ集・保ଘと提ڷ
ڙ

　歴史文化など地域資源の情報発信や地域課題の解ܾと
いう視点から、ڷ土資ྉのऩ集・保ଘと情報提ڙ機能の
充実をਤります。

ത館
ਤॻ館

ത館機能の充実
　ത館本館・館山・ॷのത館、それͧれの特৭を活
かしつつ、効的な運営方法を検౼します。

ത館

文化財の保ଘ・活用

　文化財の調査・指定により、म෮や防災対策等、保ଘに
ඞ要なા置を計画的に行います。
　また、活用をਤるため、広く市民が文化財にしむ機会
を提ڙします。

生涯学習課

観光スポットとしての歴史文
化Ҩ産の活用

近代の戦૪、「海の」青ൟ、ࢯ社、戦国大名ཬ見ࣉ　
Ҩ等に関࿈する歴史文化Ҩ産や市からഐ出したҒ人な
どを観光やまちづくりに活かします。

生涯学習課

民ଏܳ能承者の育成
　民ଏܳ能大会の出ԋ支援や継承のためのө像ه࡞
成により、承者の育成をਤります。

生涯学習課

国史「ཬ見ࢯ…Ҵଜ
」の保ଘ・整備

　地ݖ者や地域住民、市民団体と࿈ܞし、దな保ଘ
理を行います。
　また、広域࿈ܞにより、国史「ཬ見ࢯ」の整備・
活用による地域活性化に向けた検౼を行います。

生涯学習課

ふるさと情報の発信強化

　館山市の歴史・文化等の情報について、ϗーϜϖーδで
発信している「ふるさとඦՊたてやま大ࣄయ」を、「たてや
まϑィールυミューδアϜ」に౷合し、さらなる利便性の向
上と地域の魅力発信にめます。

生涯学習課
ത館

　

基
本
目
標
�
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育
・
文
化

前
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本
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基本目標 2　第 4節　歴史の継承と文化の振興
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（2）文化の振興

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

ܳज़文化活動の充実
　「館山市文化ࡇ」、「館山市αークルϑΣスティόル」など、
ܳज़文化活動の発දのを提ڙし、市民の自ओ的な活動
を支援します。

生涯学習課

全国大学ϑラメンコϑΣス
ティόルの開࠵

　館山市のԹஆな気ީと、「学生ϑラメンコのまち館山」と
いったΠメーδを情報発信し、学生ϑラメンコをきっかけと
した交流人口の֦大をਤります。

生涯学習課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

民ଏܳ能ө像ه࡞成をྃした団体 ４団体 ８団体

山地Լߺ入ߺ者 24028人 26000人

全国大学ϑラメンコϑΣスティόル

山地Լߺ
13164

11176

16799
15389

17112 16505
15030

13886

16886
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山地Լߺ 入ߺ者
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第�節	εϙʔπのৼڵʹΑΔ·ͪͮ Γ͘

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市では、市民の健康・体力の保持増進や青少年の健全育成、地域コミュニティの活性化等

を目的とした、生涯スポーツの機会֦充に取り組んでいます。各種スポーツ大会やスポーツ教ࣨの

開࠵、総合型地域スポーツクラブ「館山ϑΝミリースポーツクラブわかしお」の活動支援等、スポー

ツのৗ化をਤり、健康で活力ある社会をつくるため、今後も継続してスポーツの機会を提ڙして

いくことがඞ要です。

●館山市では、「2020 年౦ژオリンϐック・パラリンϐック

協力し、館山・ܞに向け、関係都市等と࿈࠵大会」の開ٕڝ

をはじめとする豊かな自然環境やطଘ施設等を༗効活用し

たࣄ前Ωϟンプの༠க等を推進することにより、ະ来の市民

がތりに思えるϨΨγー（Ҩ産）を創し、館山市の継続的

な活性化を目指しています。

●館山市は、౦ژ都心からのアクセスのྑさと、ܙまれた自然環境を活かし、スポーツ観光によ

る交流人口の֦大を目指しています。「館山ए潮Ϛラιン大会」、「館山わかしおトラΠアスϩン大会」

などのスポーツΠϕントやスポーツ合॓等を目的に、近年、多くの人々が館山市を訪れるようにな

りました。しかし、大会参加者の増加による運営نの֦大やスポーツ大会の増加によるڝ૪の

ܹ化等が全国的な課題となっており、大会を支えるϘランティアの育成やطଘ施設の環境整備等

がٻめられています。

˙ 基本ํ

͋ྗ׆ ɺ࣋ҡ߁ຽͷ݈ࢢɺ͠ڙձΛఏػ͏߹ຽ͕ੜ֔Λ௨ͯ͡εϙʔπʹ৮Εࢢ ˔
Δࣾձͷ࣮ݱΛ目͠ࢦ·͢ɻ

˔ ���� ౦ژΦϦϯϐοΫɾύϥϦϯϐοΫٕڝେձʹΑΔϨΨγʔʢҨ࢈ʣΛݟਾ
͑ͨ·ͪͮ Γ͘Λਪਐ͠·͢ɻ

˔ εϙʔπޫ؍Λਪਐ͠ɺεϙʔπʹΑΔަྲྀਓޱͷ֦େΛ目͠ࢦ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙　

εϙʔπͷৼڵʹΑΔ·ͪͮ͘Γ 　 　 　ڵຽεϙʔπͷৼࢢ
　
　 εϙʔπޫ؍ͷਪਐ　
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基本目標 2　第 5節　スポーツの振興によるまちづくり
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）市民スポーツの振興

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

生涯スポーツの機会提ڙ
　「館山ϑΝミリースポーツクラブわかしお」の活動支援や、
各種スポーツ大会の開࠵など、スポーツにしむ機会を提ڙ
し、市民の健康・体力の保持増進をਤります。

スポーツ課

社会体育団体の育成支援
　社会体育団体の育成・支援を通じ、市民の健康・体力の
保持増進やٕڝ力向上、青少年の健全育成等をਤり、活
力ある社会の実現を目指します。

スポーツ課

社会体育施設の整備充実
　生涯スポーツの推進のため、طଘ体育施設のదな維
持理・整備を行い、利用者の利便性・安全性の確保に
めます。

スポーツ課

学校体育施設開์
　খ・中学校の体育館・グラウンυ・プール等を市民に開์
し、市民の健康増進や体力づくり、地域にີ着したスポーツ・
ϨクリΤーγϣン活動の推進をਤります。

スポーツ課

　

（2）スポーツ観光の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

オリンϐック・パラリンϐッ
クのϨΨγー（Ҩ産）を見
ਾえたまちづくり

　観光施策と༥合したスポーツ観光を推進し、館山をは
じめとする自然環境やطଘ体育施設等の༗効活用により、
対応Մ能なٕڝのࣄ前Ωϟンプ等の༠கを進めます。
　さらに、市民のスポーツの関心を高め、健康増進や体
力づくり、ٕڝ力の向上にめます。

スポーツ課

館山ए潮Ϛラιン大会の魅
力向上

　大会環境の向上とスポーツϘランティアの育成・֦大に
め、大会参加者・地域住民などのニーズをՄ能なݶり
өした大会運営を行います。

スポーツ課

スポーツΠϕントの開࠵
　自然環境やطଘ体育施設等を࠷大ݶに活かし、スポー
ツѪ者からトップアスリートまで、෯広い層の交流人口
の֦大を目指します。

スポーツ課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

館山ए潮Ϛラιン大会参加者 10299人 1ສ人（維持）

スポーツ観光客 32�8 ສ人 36�5 ສ人
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第�節	ྲྀަࡍࠃɾҬؒަྲྀのଅਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●近年、本を訪れる֎国人観光客は急ܹに増加しており、平成 27年度上期の訪֎国人客

は過࠷ڈ高となるなど、ट都ݍを中心に国際化が進んでいます。

●館山市では、館山国際交流協会の活動を支援し、スポーツや文化活動、ϗーϜステΠ等を通じ、

。と国際理解の向上にめてきましたڙຓ都市交流を中心とした市民Ϩϕルでの交流機会の提࢞

今後は、国際化の推進を目指し、次ੈ代を担う子どもたちやए者を中心としたさらなる交流機会

の֦大が望まれます。

●「2020 年౦ژオリンϐック・パラリンϐックٕڝ大会」の開࠵に向け、今後ますます֎国人観

光客の増加が見ࠐまれるため、डけ入れଶ勢の強化をਤるඞ要があります。今後は、観光案だ

けでなく、災害時のආ༠ಋ案など、多方໘にる֎国語දهによる情報発信の充実がٻめら

れます。

●館山市では、さま͟まなԑによる国の༑自࣏体等と、歴史・文化・スポーツ・産業などを通

じた交流を行っていますが、さらに交流をਂめることで、館山市の知名度向上とΠメーδアップに

つなげていくことが望まれます。

˙ 基本ํ

ΛਤΓ·͢ɻ্ཧղͷࡍࠃɺ͠ڙձΛఏػͷྲྀަࡍࠃʹຽࢢ ˔

Խ͠·͢ɻڧਓड͚ೖΕଶΛࠃ֎ΑΔใൃ৴Λॆ࣮ͤ͞ɺʹهදޠࠃ֎ ˔

ͱΠϝʔδΞοϓΛਤΓ্ͷ໊ࢢࢁମͱͷަྲྀΛ௨ͯ͡ɺ࣏ؗࣗ༑ࠃ ˔
·͢ɻ

˙館山市の࢞ຓ都市

アメリΧ合ऺ国ϫγントンभ
ϕリンϋϜ市
（ত 33 年７月11࢞ຓ都市క結）

オーストラリア࿈
ニューαウスウΣールズभ
ポートスティーブンス市
（平成 21年11月２࢞ຓ都市క結）
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基本目標 2　第 6節　国際交流・地域間交流の促進
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ܥͷମࡦࢪ ˙

ɾҬؒަྲྀͷଅਐྲྀަࡍࠃ 　 　 　ɾҬؒަྲྀͷଅਐྲྀަࡍࠃ

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）国際交流・地域間交流の促進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

国際交流の推進

　館山国際交流協会の活動を支援し、スポーツや文化活
動、ϗーϜステΠ等を通じた࢞ຓ都市交流など、市民Ϩϕ
ルでの交流を促進します。
　また、こうした活動を̧̥し、市民の国際理解のਁಁ
をਤります。

画課ا

֎国語දهによる情報発信
　案දࣔや൘設置、パンϑϨット࡞成等に際し、֎国
語දهによる情報発信にめます。

画課ا

地域間交流の推進
　国の༑自࣏体等とのΠϕントの૬ޓ参加等によ
り、地域間交流を推進するとともに、館山市の知名度向上
とΠメーδアップをਤります。

画課ا

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

ϗストϑΝミリー・語学Ϙランティア新ొن者 ʕ 20 名

新ن設置൘の֎国語ซه割合 ʕ 100�

館山ए潮Ϛラιン大会での　　
ຓ都市ランφーとの交流࢞　　　



ຊඪ3ج

産業・経済
地域にࠜ͟した産業で

に͗わいと豊かさあふれるまち

条খ学校３年　中
ㆪㆉ㇀㇉

ଜ　ᚸ
ㆾ ㆓

子　「ՖՐ大会」

館山のՖՐ大会はとてもΩϨΠです。とくに水中ՖՐはすごい。
ずっと続けて΄しいと思いました。

˞学年は平成 27年度時点

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘ֆ画ίϯΫʔϧ　༏ल࡞



第１節　観光の振興

（1）海の魅力を活かした観光振興

（2）観光の魅力を高める資源の活用

（3）ブランド化の推進

（4）観光ＰＲの強化

第２節　農水産業の振興

（1）農水産業の活性化

（2）農水産業の担い手育成支援

（3）農業基盤の整備

（4）水産業の基盤整備

第３節　商工業の振興

（1）商工業の振興

第４節　新たな雇用の創出と就業支援の強化

（1）新たな雇用の創出

（2）就業支援の強化

第５節　移住・定住の促進

（1）移住・定住の促進

第６節　交流拠点施設を核とした地域活性化

（1）交流拠点施設を核とした地域活性化
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第�節	 ڵのৼޫ؍

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市は、Թஆな気ީと豊かな自然環境にܙまれ、房भᲔに代දされる新な海産や豊かな

大地にはぐくまれた多࠼な農産、加えて、戦国大名ཬ見ࢯゆかりの史やࣉ社ֳ、ट都౦ژ

防衛の歴史を語る戦૪Ҩ、さらには、Թઘや魅力ある海を活かしたスポーツ観光等まで、多

種多様な観光資源を༗しています。また、ౡ性という地理的特性をもちながら、平成̕年に౦

アクアラΠン、平成19ژ 年に౦関౦自動ं道館山ઢ等が全ઢ開通したことにより、アクセス性

が飛躍的に向上し、“౦ژ都心に近い自然豊かな観光地”としての価を高めており、今ある地域

資源を࠷大ݶに活かし、さらなる観光振興が望まれます。

●館山市では、海のݰ関口として、平成 22年に成した「館山༦ڮࢅ」や平成 24 年にオープ

ンした交流拠点「“ॷのӺ”たてやま」、そして、平成 26 年に成した「“ॷのӺ”たてやま」商

業施設౩などを核として、館山を活用した「海辺のまちづくり」を進めています。市֎から高

く評価されている館山の海の魅力に、さらなるຏきをかけていくことが、館山の観光振興の上では、

大変重要です。

●海水ཋが中心だった海辺のָしみ方は、時代とともに

移り変わり、多様化してきています。そのような中、平

成 27年７月に、ઍ༿ݝでॳとなる『安心・安全な館山の

海水ཋの確保に関する条例』を制定し、さま͟まな目

的をもって海水ཋを訪れる観光客等が、ޓいをଚ重し、

շదにָしむことができる環境づくりの取組をはじめ

ました。今後も関係機関と࿈ܞし、海水ཋの利用者が

安心・安全にָしめる海・ۭ間の確保にめ、館山の

海のさらなるΠメーδアップをਤっていくඞ要があります。

●観光客は౦本大災前のঢ়گにったものの、॓ധ客はԣばいঢ়ଶにあります。また、

館山市の観光客は、य़ઌとՆに集中しており、年間を通じた集客がඞ要です。今後は、安房地域

一体となった広域࿈ܞにより、安房地域をひとまとまりのཱྀ行目的地として13することで、ࡏ

型の観光地づくりをさらに推進し、॓ ധ客の増加につなげていくことがٻめられています。さら

に、̣̥̤法人等、関係団体との࿈ܞを強化し、海と山の豊かな自然を活かした体ݧ型ツーリズ

Ϝの促進や新たな体ݧ観光メニューの開発、観光資源の組み合わせ等により、リϐーターの増加

とࡏ時間のԆ長につなげていくことも重要です。

●館山市がメσィアに取り上げられる機会を戦略的に増やし、०な観光情報をより効果的に発信・

̧̥するとともに、館山市のϚスコットΩϟラクター「μッϖΤ」のさらなる活用が望まれます。

●「2020 年౦ژオリンϐック・パラリンϐックٕڝ大会」の開࠵にあたり、ۭのݰ関口である成

まれます。こࠐは、地理的༏位性から、֎国人観光客の大෯な増加が見ݝを༗するઍ༿ߓۭా

海・…合同パトϩール
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の機会をಀさず、֎国人観光客を安房地域ݺびࠐむため、डけ入れにඞ要な整備をૣ急に行う

ඞ要があります。

●館山市は、ҿ৯αーϏス業や॓ധαーϏス業など、観光関࿈産業に関するٻ人がۃめて多いも

のの、ࣄ業者等がٻめる人ࡐとٻ৬者のر望する۰や就業形ଶとにミスϚッνがあり、ेな

人ࡐ確保がしいঢ়ଶにあります。今後、さらなる生産年齢人口の減少が見ࠐまれる中、観光関

࿈ࣄ業ैࣄ者の確保はඞ要ෆՄܽです。

˙ 基本ํ

˔ ؗ ͷࡦࢪޫ؍͔ͨ͠׆ʯΛڮࢅ༦ࢁΛ͡ΊɺʮʠॷͷӺʡͨͯ·ʯɺʮؗࢁ
ॆ࣮ΛਤΓɺདྷ๚ऀͷ૿Ճʹͭͳ͛·͢ɻ

˔ ւਫཋͷར༻ऀ͕҆৺ɾ҆શʹָ͠ΊΔւɾۭؒͷ֬อʹΊ·͢ɻ

˔ Ϧϐʔλʔ॓ധ٬ͷ૿ՃΛ目తͱͯ͠ ɺࢢͷऀۀࣄ֤छஂମɺۙྡࢢொͷ
ଟ༷ͳओମͱ࿈͠ܞɺདྷ๚ऀͷχʔζʹରԠͨ͠ຬͷޫ؍͍ߴΛ目͠ࢦ·͢ɻ

٬ͷड͚ೖΕଶͷଅਐΛਤΓ·͢ɻޫ؍ਓࠃ֎ ˔

˔ ࢈ւ࢈ͷϒϥϯυԽΛਪਐ͢Δͱͱʹɺ͞·͟·ͳޫ؍資ݯΛΈ߹Θ
ͤͨ 13 ʹΑΓɺʮؗࢁϒϥϯυʯͷັྗ্ΛਤΓ·͢ɻ

˔ ಛ৭͋Δޫ؍Πϕϯτͷ࣮ࢪɺύϒϦγςΟʹΑΔޮՌతɾઓུతͳใൃ৴ʹ
ΑΓɺؗࢢࢁͷ্໊ަྲྀਓޱͷ૿ՃʹΊ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ڵͷৼޫ؍ 　 　 ւͷັྗΛޫ؍͔ͨ͠׆ৼڵ　
　
　 　༺׆ͷݯΊΔ資ߴͷັྗΛޫ؍
　
　 ϒϥϯυԽͷਪਐ　
　
　 　Խڧͷ̧̥ޫ؍

高δΣットધ「セブンアΠランυ」
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）海の魅力を活かした観光振興

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

『館山振興Ϗδϣン』の推進

　「館山༦ڮࢅ（館山ߓ多目的観光ڮࢅ）」の利活用など、
『館山振興Ϗδϣン』にࣔされた７つの戦略を推進する
とともに、ඞ要な見しを行います。

【館山振興Ϗδϣンの７つの戦略】
ᶃ館山ߓ多目的観光ڮࢅ利活用プϩδΣクト
ᶄ交流拠点“ॷのӺ”をؚめた交流κーン形成プϩδΣク
ト
ᶅプϨδϟーϘート利活用プϩδΣクト
ᶆϏーν利用促進Ϟσルࣄ業およびಹݹધ形海ࣄ؛業推
進プϩδΣクト
ᶇધ形ߓړ・ધ形地۠活性化プϩδΣクト
ᶈ館山ٴび館山市Ԋ؛域の海上・上交通の構築プ
ϩδΣクト
ᶉ館山多目的（防災・安全・環境）利用プϩδΣクト

みなと課

海路の充実
　ཱྀ客ધの定期ߤ路化・寄ߓધഫの増加に向けた取組を
行うとともに、ق節運ߤの利用客増加に向けたੵۃ的な
̧̥を行います。

みなと課

海辺のまちづくり推進ࣄ業
　館山ߓを拠点に、ウミϗタル観会やり大会など、
海を活用したΠϕントを開࠵し、交流人口の֦大や地域経
済の活性化をਤります。

みなと課

海・ۭ間利用者のϚφー
向上

　ઍ༿海上保安෦館山ࣨ、ઍ༿ܯݝ館山ܯॺ、ઍ
༿ݝ、民間団体等の関係機関と࿈ܞし、安心・安全にָ
しめる海・ۭ間の確保に向けた取組を実施します。
　また、海・ۭ間利用者のϚφー向上をਤるため、『安
心・安全な館山の海水ཋの確保に関する条例』ٴび「海・
ルールブック」のීܒ・ٴ発にめます。

みなと課

海水ཋの開設
　館山市の重要な観光資源である美しい࠭・海؛を維
持するとともに、海水ཋ客が安心・安全に利用できる海水
ཋを開設します。

商工観光課

海؛利活用ࣄ業
　条海ࣳ؛生広などの海Τリアを活用し、美と健康・
৯を提ڙするαーϏススϖースを設け、海؛や࠭のに͗
わいを創出します。

商工観光課

特定地域振興重要ߓ館
山ߓの整備・利用の促進

　ཱྀ客ધや多様なધഫの寄ߓにかかわるポートセールスを
推進するとともに、「館山༦ڮࢅ」の整備֦充に向けて、
国・ݝの要望活動を行います。

みなと課

˞…観光関࿈ࣄ業ैࣄ者の確保に関する課題については、「計画ࣄ業ɿ地域のニーズをとらえた就業支援強化」（̥�100）
の中で取り組むこととします。
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（2）観光の魅力を高める資源の活用

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

新観光ཱ市たてやま行動計
画の策定

　『観光ཱ市たてやま行動計画』の見しを行い、「2020
年౦ژオリンϐック・パラリンϐックٕڝ大会」を見ਾえ
ながら、観光振興ॾ施策を推進します。

商工観光課

観光産業活性化支援ࣄ業
　館山市観光協会、館山市Թઘࣄ業組合に対する支援を
行い、ニーズに合った観光振興施策と新たな観光メニュー
の開発を促進します。

商工観光課

観光広域࿈ܞ
　近ྡ市ொと࿈ܞし、ೆ房総観光࿈ໍ、ೆ房総地域観光
型観光推進協議会によるࡏ整備推進協議会、॓ധ・ݍ
広域的な観光振興をਤります。

商工観光課

֎国人観光客डけ入れଶ勢
等の整備

　Ｗ̸�̛ ̸整備や多ݴ語දه案൘の設置、ϗーϜϖー
δの充実等を推進するとともに、ઍ༿ݝとの࿈ܞ等による
海֎向けたੵۃ的な情報発信や民間ࣄ業者による֎国
人観光客डけ入れଶ勢の促進をਤります。

商工観光課

体ݧ型ツーリズϜの促進

　海や山のܙまれた自然、歴史や戦૪Ҩ等の文化財、
Թஆな地ではぐくまれる農産、豊かな海に生ଉするڕհ
ྨなど、館山市が༗する多様な観光資源を活用し、体ݧ
型ツーリズϜの促進とੵۃ的な情報発信をਤります。

商工観光課

グリーン・ブルーツーリズϜ
の推進

　農࡞業体ݧや市民農園等の観光農業、観光定置や海
中観光ધ等の観光ړ業、さらにはμΠϏング体ݧ等のϚリ
ンスポーツなどとも࿈ܞした体ݧ観光を推進し、交流人口
の増加にめます。

農水産課

観光施設理ࣄ業

　来訪者がわず安心して観光施設८りができるよう、観
光施設案αΠン等の充実をਤります。
　また、来訪者がշదに過ごせるよう、公ऺトΠϨの美化
。び༸ࣜ化を推進しますٴ

商工観光課

य़のೆ房総αΠクリング

ాのくΖ大学校
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（3）ブランυ化の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

観光産ブランυ化の推進
　ご地グルメや房भᲔ、Ֆఠみ、Πνΰङり等の༏れた
観光産のさらなる13に加え、ख़Πνδクङりやϑルー
ツδϟϜ等の新たな観光産のブランυ化を推進します。

商工観光課

観光資源の組み合わせによる
館山ブランυの向上

　海やՖなどの自然、歴史文化Ҩ産、体ݧ型観光、৯、
Թઘ等、༏れた観光資源を組み合わせて̧̥することに
より、観光地としての「館山ブランυ」の魅力を向上させ、
リϐーターや॓ധ客の増加を目指します。

商工観光課

「館山ふるさと大」・「館山
ふるさと特」制度による
館山市の̧̥ٴび域活動
の活性化

　館山市出または館山市にゆかりのある国֎で活躍し
ている方に大・特を委し、館山市の̧̥やΠϕント
の参加等を通じた域活動の活性化をਤります。

画課ا

（4）観光̧̥の強化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

観光Πϕントࣄ業

　「たてやま海まちϑΣスタ」や「館山ՖՐ大会」を中
心とした館山観光まつり、「ೆ総ཬ見まつり」等の観光Π
ϕントを民間団体と࿈ܞし、特৭あるΠϕントとして開࠵
します。

商工観光課
みなと課

観光情報の発信・̧̥

　メσィアのੵۃ的なアプϩーνやϑィルϜコミッγϣン
の支援、観光パンϑϨットの࡞成、各種Ωϟンϖーンの実
施等により、館山市の༏れた観光資源の情報発信を強化
し、観光客の増加にめます。

商工観光課

ϚスコットΩϟラクター活用
によるプϩϞーγϣン

　ϚスコットΩϟラクター「μッϖΤ」による市֎のΠϕ
ントやΩϟンϖーン、メσィア等の出ԋ、ブϩグやツΠッ
ターでのੵۃ的な情報発信を通じて、効果的なプϩϞー
γϣンを行い、館山市のΠメーδアップをਤります。

商工観光課

館山の魅力発信ࣄ業
　館山市の魅力を市民等との協ಇにより۷りىこし、動画・
̨̣ （̨ιーγϟル・ωットϫーΩング・αーϏス）をओと
した魅力発信を行います。

画課ا
情報課

…館山ふるさと大「さかなクン」の
　　　　　　“ॷのӺ”たてやま名༪Ӻ長就
　　　　　　　　　　　　　　……（平成27年12月25）

さかなクンによるน画

さかなクンΪϟラリーのオープン
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˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

観光入ࠐ客 163ສ人 200ສ人

॓ധ客 38ສ人 50ສ人

海水ཋ入ࠐ 6�9 ສ人 8�3 ສ人

観光Πϕント来者 24ສ人 26ສ人

֎国人॓ധ客 759人 2000人

体ݧ農ړ業施設 16 施設 20 施設

館山ՖՐ大会

1551

1637

1758 1763 1780

1624

1544

1708
1754

1630

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

平成17年…18年… 19年… 20年… 21年… 22年… 23年… 24年… 25年… 26年

（ઍ人）
観光入ࠐ客
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第�節	ਫۀ࢈のৼڵ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市は、Թஆな気ީと緑豊かな大地、ԭ合いにはࠇ潮と潮がͿつかる豊かなړを༗する

ことで、Ֆや果実、ࡊなどの多࠼な農産や新な海産など、自然のܙみをڗडしてきました。

「ິひまわり」や「房भいちご」、「ਆށϨタス」、「房भඎ」、「房भᲔ」などに代දされるブラン

υ化された農水産については、市民意識調査でも高く評価され、いずれも重要な観光資源となっ

ています。

●農業においては、農業ैࣄ者の高齢化と減少が進んでおり、後継者の育成・確保がۓ٤の課題

となっています。しかし、近年の就農形ଶは、̪ターン者や新ن参入者、雇用就農者の増加など、

ै来と大きく変化しており、次ੈ代を担う新たな就農者を確保するためには、就農環境の整備が

ඞ要であり、また、それらの新ن就農者を定着させていくためには、関係機関ٴび地域農業者等

が一体となり、多໘的な支援を継続して行っていくことが重要です。

●農業の担い手の減少は、غ์࡞ߞ地の֦大にもつながっています。また、༗害ௗ्のඃ害が年々

化しており、農業経営に大きなଧܸを༩えています。農業の振興のためには、これまでの生ࠁਂ

産体制を維持するだけでなく、༗害ௗ्対策の実施や地域にࢄしたغ์࡞ߞ地の集化・༗

効活用による農業生産نの֦大、ࣂྉ用ถ等の戦略࡞の生産による水ాの活用など、さま͟

まな取組により生産者の所得向上と経営安定化をਤるඞ要があります。

●水産業においては、ྔ֫ړの減少やڕ価の低、ړ業ैࣄ者の減少等により、市ړ業協同

組合の合ซが検౼されています。ړ業協同組合の経営基盤の強化、ߓړの集による安全性の

確保、新ړن業就業者の増加に向けた取組等により、ߓړを中心としたに͗わいの創出、地域の

活性化をਤっていくことがٻめられています。

˙ 基本ํ

˔ ਫ࢈ͷൢ࿏֦େҬϒϥϯυԽͷཱ֬ʹऔΓΈɺਫ࢈ͷऩӹ֦େͱ
ਫۀ࢈ͷܦӦ҆ఆԽΛ目͠ࢦ·͢ɻ

˔ ਫۀ࢈ͷ࣋ଓతͳൃలͷͨΊɺ୲͍खͷҭܦӦڧԽʹର͢ΔࢧԉΛܧଓ͠
ɻ͢·͍ߦͯ

˔ ۀੜ࢈基൫ͷඋͷҡ࣋อશͷͨΊͷऔΛڧԽ͠ɺੜऀ࢈ͷॴಘ্
ͱܦӦ҆ఆԽΛ目͠ࢦ·͢ɻ

͚ͨʹɾ૿େ࣋ͷҡݯ資࢈ԉͱਫࢧӦ҆ఆԽܦର͢Δʹऀۀړಉ߹ڠۀړ ˔
ଓͯ͠ܧԉΛࢧ ɻ͢·͍ߦ
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ܥͷମࡦࢪ ˙

ਫۀ࢈ͷৼڵ 　 　 ਫۀ࢈ͷੑ׆Խ　
　
　 ਫۀ࢈ͷ୲͍खҭࢧԉ　
　
　 ۀ基൫ͷඋ　
　
　 ਫۀ࢈ͷ基൫උ　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）農水産業の活性化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

農産のブランυ化推進等に
よる農業経営安定化支援ࣄ業

し、農産のブランυ化のܞや+̖等、関࿈機関と࿈ݝ　
推進や高࣭化、ൢ路֦大の支援、園ܳ生産施設等整備
支援により、農業経営の安定化を目指します。

農水産課

農水産の６次産業化の
推進

　農ړ業ैࣄ者がओ体となり、加工・ൢച等のࣄ業者と
࿈ܞしながら、農水産等の地域資源の付加価向上を
ਤる６次産業化をੵۃ的に推進します。

農水産課

地産地消の推進
　地域で生産されたものを、その地域で消費する「地産
地消」を推進し、地域の農水産業と関࿈産業の活性化を
ਤります。

農水産課
（৯のまちづくり担）

ધ形ߓړप辺の活性化
　都市計画道路ધ形館山ઢ（ધ形όΠパス）の整備にあ
わせ、館山市ののݰ関口の核となるધ形ߓړप辺の活
性化について、検౼を進めます。

農水産課

センリϣウの出ՙ४備 上いちごબ果ࣜݙ
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（2）農水産業の担い手育成支援

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

新たな農業の担い手の育
成・確保

　ೝ定新ن就農者の目標達成のためのϑΥϩーアップを行
うとともに、各種ิॿ金等を活用し、新たな担い手の育成・
確保をਤります。

農水産課

農業の担い手育成・確保と
組৫的な営農スタΠルの
後ԡし

　ೝ定農業者や新ن就農者等の育成・確保に加え、ا業
参入、農業法人化、地域ぐるみの組৫的な農業経営体な
どの育成・確保をਤるとともに、定年後のリタΠア層や都
市෦からの移住者などの多様な担い手の育成・確保をਤり
ます。

農水産課

地域農業活動支援ࣄ業

　高齢化と後継者ෆを๊える農ଜ環境のվળ、水路や
農道等の維持理を継続していくため、多໘的機能支
制度の活用やখن土地վྑࣄ業、ิम用ࡐྉの交付を
行います。

農水産課

水産振興支援ࣄ業
　水産業の振興とړ業経営の安定化のため、ړ業後継者
の育成やഓړ業の実ફ、水ނࣄの救済等を行ってい
る各種水産業関࿈団体を支援します。

農水産課

（3）農業基盤の整備

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

環境と調した農業の推
進

　化学ංྉや農ༀの用低減、農業用ഇプラスνックの
దਖ਼ॲ理など、環境との調にྀした農業を推進しま
す。

農水産課

ச産振興支援ࣄ業
　ச産業者に対し、ཙ農ルパーの利用ීٴ促進やิॿ
業の活用によるச産施設等の整備促進、Ոசછපのࣄ
༧防、ೕڇのࣂ育・վྑ指ಋ等を行います。

農水産課

༗害ௗ्対策ࣄ業

　Πϊγγ等の༗害ௗ्による農࡞のඃ害を防ぐため、
館山༗害ௗ्対策協議会の活動を支援するとともに、ݝ
、し、広域的な取組を検౼する΄かܞび近ྡ市ொと࿈ٴ
防護ࡤの設置やङྌ໔ڐ取得を促す取組を行います。

農水産課

農業生産基盤の整備
　農業施設の維持理や農地の۠画整理を行い、農業の
生産性の向上をਤります。

農水産課

農地の保全と༗効活用

にめるとともࢭ生・༗効活用・発生防࠶地のغ์࡞ߞ　
に、農地中間理機構を活用した担い手の農地集 ・ੵ
集化を促進し、生産者の所得向上や農ଜ環境の維持保
全をਤります。

農水産課

農業経営安定対策の推進
　農業経営の合理化や近代化をਤる農業者に対し、農業
近代化資金利子ิڅや農業経営基盤強化資金利子ิڅ等
による経営安定化支援を行います。

農水産課

中山間地域の活力維持
　山間෦などを拠点とする農業者等に支交付金を
交付し、農業生産活動の維持や農地の多໘的な機能の確
保にめます。

農水産課

基
本
目
標
�

産
業
・
経
済

前
期
基
本
計
画

基本目標 3　第 2節　農水産業の振興
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（4）水産業の基盤整備

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

業ࣄ業経営支援ړ
　市５ړ業協同組合の合ซ促進や新ړن業就業者の増
加に向けた取組、ړ業施設の近代化・ল力化や共済制度
のิॿ等によるړ業者の経営安定化支援を行います。

農水産課

業ࣄ業支援ړഓ
　ஓやஓڕの์流、調査やүࠜړのվྑ、ཆ৩
のڅڙհྨの安定ڕ、業のಋ入に向けた取組を支援しړ
確保を目指します。

農水産課

業ࣄ利活用ߓړ
維ߓړ、機能保全計画の策定ߓړの集の検౼やߓړ　
持工ࣄを実施するとともに、ݝ営ߓړվम工ࣄෛ担金を
支出します。

農水産課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

地産地消推進ళ 137ళ 170 ళ

ೝ定新ن就農者 ２人 12人

ೝ定農業者 123人 135人

市農業法人 14法人 20 法人

農地中間理ࣄ業によるିआ農地 0�2IB 3�2IB

平成 26 年度…ड者のみなさん

平成 26 年度…グランプリ
『ാのԦ様…य़の巻・ࡊのՖの߳りιース』
美子さんٱ౻加（案者ߟ）　　　　　　　

地産地消推進の取組
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第3節	ۀのৼڵ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市は、安房地域の経済と文化の中心地であり、特に商業は、地域経済を支える重要な役割

を果たしてきました。しかし、近年、人口減少や消費者ニーズの多様化、大型商業施設の߫֎進

出等により、中心市街地がۭಎ化し、商ళ街のۭきళฮが増加しています。

●館山市では、商ళ街の中核コミュニティ施設として、平成 22年度に「まちなか交流館」をオー

プンし、平成 26 年度には「地域おこし協力ୂ」を活用した長ਢլ地۠のまちなか࠶生ࣄ業を実

施するなど、地域の商ళٴび商ళ街の魅力を高める取組を支援しています。今後もこれらの取組

を継続するとともに、商ళ街の環境整備や地域住民をݺびࠐむֻけづくり、ۭきళฮの活用等

についての支援がٻめられています。

●平成15 年に、ઍ༿ݝでॳめて経済産業大ਉ指定の

౷的工ܳとしてೝ定をडけた「房भうちわ」は、৬

人の高齢化や後継者ෆがۓ٤の課題となっています。

౷工ܳの維持・発展のため、ૣ期に後継者の育成に

取り組むඞ要があります。

●商工業振興については、館山商工会議所がओಋ的な

役割を果たしていますが、市の商工関係団体は、いず

れも会員が減少しています。各団体との࿈ܞをਂめ、

組৫強化に向けた支援を継続して行うとともに、産業振興に関࿈するॾ制度を活用し、地域経済

の発展につなげていくことが重要です。

˙ 基本ํ

˔ Ҭͷళٴͼళ֗ͷັྗΛߴΊΔऔΛࢧԉ͠ɺҬࡁܦͷੑ׆ԽɾൃలΛ
目͠ࢦ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ۀͷৼڵ 　 　 ۀͷৼڵ　
　

房भうちわैࣄ者入࠲ߨ
基
本
目
標
�
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前
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基本目標 3　第 3節　商工業の振興
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）商工業の振興

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

地域商業活性化支援ࣄ業
（中心市街地の活性化）

　まちなか࠶生ࣄ業や商ళ街の環境整備の推進・支援、
「まちなか交流館」のੵۃ的な活用など、市・商工会議
所・商ళ街・「地域おこし協力ୂ」等とが࿈ܞし、魅力ある
商ళ・商ళ街づくりやに͗わいのあるまちづくりの形成を
目指します。

商工観光課
（雇用定住担）

中খا業༥資ࣄ業
　市金༥機関と࿈ܞし、中খا業の資金༥資がԁに
डけられ、経営の安定化につなげられるよう、市の各種༥
資制度により支援します。

商工観光課
（雇用定住担）

౷的工ܳ活性化ࣄ業

　地域を代දする౷的工ܳである「房भうちわ」や「
ᑣ৫」の振興をਤります。
　房भうちわ振興協議会に対して支援し、房भうちわの
౷工ܳ࢜の後継者育成・確保を目指します。

商工観光課
（雇用定住担）

商工関係団体支援ࣄ業

　館山商工会議所・館山市商ళ会࿈合会・館山たばこൢ
ച組合に対してॿ成し、団体の団結力・組৫力の育成・強
化をਤり、各団体が地域経済発展のओಋ的な役割を果た
すよう支援します。

商工観光課
（雇用定住担）

ౡ振興法によるॾ制度
の利活用の検౼

　『ౡ振興法』にかかる制度վਖ਼等を視し、活用Մ能
なॿ成制度の調査ڀݚを行うとともに、民間ا業等の
制度प知によるੵۃ的な活用を推進します。

画課ا

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

ۭきళฮ 414ళฮ 410 ళฮ

まちなか交流館
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第�節	৽ͨͳޏ༻のग़ͱबࢧۀԉのڧԽ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●雇用のの創出には、これまで進めてきたا業༠கをੵۃ的に推進していくだけでなく、創業

支援などによる地域にࠜ͟した多様な就業のの確保が重要となっています。

●館山市を۠域にؚむϋϩーϫーク館山は、ݝでもൺֱ的高い༗効ٻ人ഒを༗し、地

域の産業構をөして、ҿ৯業、観光業をはじめとしたαーϏス業や医療・福祉に関࿈したٻ

人が多くなっています。しかし、特定の৬種、雇用形ଶのٻ人にภっているため、ࣄ業者等がٻめ

る人ࡐとٻ৬者のر望する۰や就業形ଶにミスϚッνが生じ

ており、人ࡐ確保の໘からも大きな課題となっています。今後、

さらなる生産年齢人口の減少が見ࠐまれる中、地域経済を維

持していくためには、観光関࿈ࣄ業ैࣄ者や医療・福祉関࿈

者の確保はඞ要ෆՄܽです。館山市では、平成ࣄ業ैࣄ 25

年度から、ϋϩーϫークや近ྡ市ொと࿈ܞし、地元での就৬

業を実施しています。今後ࣄ業をҾき合わせる新しい就業支援として、δϣブαポートا望者とر

も、地域の雇用ニーズをとらえた就業支援の強化がٻめられています。

●医療・հ護の現におけるຫ性的な人ࡐෆに対し、館山市では、平成 27年度からհ護人ࡐ

の確保に向けた支援をスタートさせ、高齢者福祉・հ護αーϏスの充実にめています。今後も、

安房医療福祉ઐ学校の支援とあわせ、医療・հ護・福祉人ࡐの確保に向けた取組を進め、就

業促進につなげていくことが重要です。

˙ 基本ํ

ձͷग़Λػ༺ޏԉͳͲʹΑΓɺҬʹ͓͚Δ҆ఆͨ͠ࢧۀ༠கͷਪਐɺۀا ˔
ਤΓ·͢ɻ

ɺ͍ߦԉΛࢧ͚ͨʹอ֬ࡐਓࢱɾޢ৬ͷϛεϚονղফҩྍɾհٻਓɾٻ ˔
Ҭͷޏ༻χʔζΛͱΒ͑ͨबࢧۀԉΛਤΓ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

৽ͨͳޏ༻ͷग़ͱबࢧۀԉͷڧԽ 　 　 ৽ͨͳޏ༻ͷग़　
　
　 बࢧۀԉͷڧԽ　

基
本
目
標
�
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・
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前
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本
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画

基本目標 3　第 4節　新たな雇用の創出と就業支援の強化
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）新たな雇用の創出

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

新たな雇用の創出
　雇用のध要とڅڙのόランスを整え、多様な৬種બ
等に対応できる雇用対策を推進し、安定した雇用のの
創出にめます。

商工観光課
（雇用定住担）

業ࣄ業༠க推進ا
業の情報ऩا業༠கのためのトップセールスや市ا　
集、市進出ر望のا業のϑΥϩーアップを行うととも
に、ࣄ業者に対する支援を行います。

商工観光課
（雇用定住担）

創業促進支援ࣄ業
　ϫンストップ૬ஊ૭口の設置、創業支援セミφーの開࠵、
業支援ิॿ金や༥資制度などによる支援を行い、創業ى
者の向上を目指します。

商工観光課
（雇用定住担）

（2）就業支援の強化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

地域のニーズをとらえた就
業支援強化

　ϋϩーϫークや近ྡ市ொと協力し、地域の雇用ニーズを
とらえたٻ৬セミφーの開࠵やٻ人情報の提ڙ等により、
৬のϚッνング強化をਤるとともに、ಇきやすいٻ・人ٻ
環境整備と地域の人ࡐ育成について、関࿈機関・ࣄ業者
と࿈ܞし、検౼します。

商工観光課
（雇用定住担）

հ護・福祉人ࡐの確保に向
けた支援

　これからの高齢社会に対応し、各հ護施設等でෆ
するհ護・福祉人ࡐの確保に向けた支援を行うことにより、
高齢者福祉・հ護αーϏスの充実をਤります。

高齢者福祉課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

࠵৬者を対としたセミφー開ٻ ２ճ ２ճ

業༠கトップセールス݅ا ４݅
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ100 ݅

業・創業支援者ى ８人
５Χ年ྦྷ計
Ԇべ150人

業・創業者ى ６人
５Χ年ྦྷ計
75人
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第�節	Ҡॅɾఆॅのଅਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市では、少子高齢化の進行により、ࢮが出生を上ճる「自然減」が長期にわたり継

続しており、その向は強まっています。また、進学や就৬等によるए年層の流出が多く、結 ・ࠗ

出産ద齢期の年代層の減少は、さらなる出生の減少につながっています。

●移住者はঃ々に増加しており、平成26年度には23ੈଳ・58人の移住がありました。特に30ʙ

40 代のಇきりੈ代の転入が増えてきており、移住・定住の促進は、人口減少を制し、まちࡀ

の活力を維持するために、大変重要な取組となっています。今後は、移住ر望者のडけ入れଶ勢

を強化するとともに、ए者にૌえかける地域の魅力づくり、転出者の制、̪ ̟̞ ターン者やଙター

ン者、二地域居住者の増加に向けた取組を強化し、地域の活性化につなげていくことが重要です。

˙ 基本ํ

˔ एऀੈͷసग़੍ҠॅɾఆॅΛଅਐ͢ΔऔΛڧԽ͠ɺਓݮޱগʹࢭࣃΊΛ
͔͚ɺҬͷੑ׆ԽΛਤΓ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

Ҡॅɾఆॅͷଅਐ 　 　 Ҡॅɾఆॅͷଅਐ　
　

移住૬ஊ

民Ոツアーݹ

基
本
目
標
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前
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基本目標 3　第 5節　移住・定住の促進
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）移住・定住の促進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

移住・定住促進ࣄ業

した移住・定住૬ஊ૭口の充ܞび関࿈機関と࿈ٴ̤̥̣　
実、関࿈Πϕントの実施、࠷新地域情報の提ڙ、ۭきՈ
όンク制度の利用促進など、移住・定住の促進につながる
支援策の充実をਤります。

商工観光課
（雇用定住担）

αテラΠトΩϟンパス༠க
業ࣄ

　地域の教育力の向上（ブランυ化）に向けて、館山市
に施設を༗する大学等に対し、「αテラΠトΩϟンパス」༠
கについてのಇきかけを行います。

画課ا

市高校ブランυ化支援ࣄ業
　市高校のブランυ化に向けた高校との意見交換を実
施するとともに、高校生の学力向上や地元就৬の促進に
対する支援を検౼します。

画課ا

同૭会支援ࣄ業
　館山市で生まれ育った人の̪ターン促進等のため、「30
会や新たな出会いの࠶生とのڃという節目に、同「ࡀ
を࡞り出す同૭会の開࠵を支援します。

画課ا

出会い・ࠗ活支援ࣄ業

　ಠ男女の出会いのを提ڙし、地域の活性化や移住・
定住の促進、結ࠗྭによる少子化対策をਤります。
　また、「࿀人の地ʗڸϲӜから࢜の見えるまち…館山」
を活用したࣄ業を実施します。

画課ا

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

移住ੈଳ・移住者 23 ੈଳ・58人
5Χ年ྦྷ計

100 ੈଳ・300人

出会い・ࠗ活支援ࣄ業開࠵ １ճʗ年 １ճʗ年

「࿀人の地」協力団体・ࣄ業者 ʵ 25団体

「࿀人の地」
の見えるまち…館山࢜ϲӜからڸ

（平成 27年７月１ೝ定）

館山༦ڮࢅ

ऱ࡛౮山公園
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第�節	ަྲྀڌࢪઃΛ֩ͱͨ͠Ҭੑ׆Խ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●ઍ༿ݝからৡされたچ安房ത館を利活用し、海ととを結Ϳ交流拠点として整備された

「“ॷのӺ”たてやま」は、海辺のに͗わいۭ間の創出を目的とする「みなとオアγス」（国土交通

লೝ定）にొされています。平成 26 年度に商業施設౩が成し、ҿ৯ൢ機能が整備された

ことから、来館者は飛躍的に増加しています。今後は、றंෆの対応や、経年ྼ化がஶ

しい施設のվम、効的な施設の理・運営方法等を検౼するとともに、知名度向上とΠメーδアッ

プにより、さらなる来館者の増加につなげていくඞ要があります。また、観光客の市प༡性

を高めるため、観光情報の拠点として、०の観光情報の提ڙが望まれます。

●Թஆな気ީと豊かな自然にܙまれた館山市は、৯ࡐのๅݿでもあり、“৯”の豊かさは市民にも

都市෦の住民にも高く評価されています。地域の農水産資源を活用した「৯のまちづくり」は、農

水産業の振興だけでなく、地域の魅力向上や観光客༠க、雇用の創出にもつながる取組です。今

後は「৯のまちづくり」の拠点整備を進めるとともに、そのप辺に所ࡏする国指定史「ཬ見ࢯ

…Ҵଜ」やچ館山工業団地用地を活用し、産業・歴史・自然を࿈ܞさせたの交流拠点『（Ծ

শ）ཬ見のさと֯ࡾ構』の推進、並びに、「“ॷのӺ”たてやま」と「館山ધ形ړ協ふれあい市

」、「（Ծশ）ཬ見のさと」、「道のӺ…ೆ房パラμΠス」を中心とした「平࠭Ӝ地域」などの各地域

の拠点を結Ϳωットϫークづくりを前進させ、館山市全体としての一体的な活性化が望まれます。

˙ 基本ํ

˔ ަ ΑΓɺདྷؗऀͷ૿ՃΛʹ্ԽͱັྗڧػʮʠॷͷӺʡͨͯ·ʯͷڌྲྀ
ਤΔͱͱʹɺޫ؍ใͷڌͱͯ͠ ɺ०ͷޫ؍ใΛఏ͠ڙ·͢ɻ

˔ Ҭͷਫ࢈資ݯΛ׆༻͠ ʮͨ৯ͷ·ͪͮ͘ΓʯΛਪਐ͠ɺҬۀ࢈ͷੑ׆Խͱޏ
༻ͷग़ʹͭͳ͛·͢ɻ

“ॷのӺ”たてやま

基
本
目
標
�

産
業
・
経
済

前
期
基
本
計
画

基本目標 3　第 6節　交流拠点施設を核とした地域活性化
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ܥͷମࡦࢪ ˙

Խੑ׆ઃΛ֩ͱͨ͠Ҭࢪڌྲྀަ 　 　 　Խੑ׆ઃΛ֩ͱͨ͠Ҭࢪڌྲྀަ
　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）交流拠点施設を核とした地域活性化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

交流拠点「“ॷのӺ”たてやま」
機能強化ࣄ業

　「“ॷのӺ”たてやま」の機能強化と魅力向上により、
来館者のさらなる増加をਤるとともに、観光情報の拠点と
して、०の観光情報を提ڙし、市観光のप༡性を高め
ることで、観光の振興と地域経済の活性化を推進します。

みなと課

「৯のまちづくり」の推進に
よる地域産業の活性化

　地域の流通γステϜを構築し、地元৯ࡐの活用や新
たな特産加工の開発・提ڙなどを支援するとともに、“道
のӺ”機能を༗する「৯のまちづくり」拠点施設の整備を
行います。
　また、地産地消や６次産業化等、農ྛړ業振興活動に
対し、「地域おこし協力ୂ」制度を活用することで、地域
振興の新たな担い手の育成と地域の定着化をਤります。

農水産課
（৯のまちづくり担）

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

「“ॷのӺ”たてやま」年間来館者 14�8 ສ人 40ສ人

地元ࡊ等ध要 （ྔՈఉ用） 1�18 ԯԁ 1�71ԯԁ

地元ࡊ等ध要 （ྔ業用） 1�77ԯԁ 2�56 ԯԁ

特産加工開発 ʵ 5

7
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「“ॷのӺ”たてやま」年間来館者
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˞ॷのത館は平成24年３月25、商業施設౩は平成26年11月4オープン
˞平成27年度は9月現ࡏの実

（̕月現ࡏ）
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基盤整備
生活基盤が充実し

շదでらしやすいまち

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘ֆ画ίϯΫʔϧ　༏ल࡞

ધ形খ学校３年　ผ
ㆹㆣ㆗㇇

所　美
ㆿ ㆎ

ိ　「えがおあふれる　やさしいまち」

Ֆや海の自然にかこまれ、༡園地など、༡ͿとこΖがたくさんあるເ
がつまった街。そして、子どももお年寄りも、手を取り合って、ॿけあ
える、みんながָしくて、住みやすいまちにしていきたい。

˞学年は平成 27年度時点
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第�節	 ্のརศੑ֗ࢢの充実ͱڥॅ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●近年、దな理が行われていないۭきՈが、地域住民の生活環境にਂࠁなӨڹをٴ΅し、

全国的な社会問題となっています。ۭきՈの理は、本来、その所༗者のにおいて行わなけ

ればなりません。しかし、૬続等をडけただけで、所༗者としての自֮がなく์置していたり、所

༗者としてۭきՈを理するඞ要性や手ஈをਖ਼確に理解していなかったりすることで、దな理

をଵっている合が多くあります。増加向にあるこのようなۭきՈに対し、所༗者等の理意

識を高める取組や、ۭきՈの維持理対策にかかる૬ஊ૭口の設置など、総合的な対策を行って

いくことがඞ要です。

●館山市では、市民の住環境の向上やۭきՈの発生防ࢭ、住の化促進のため、住リϑΥー

Ϝ工ࣄに要する費用の一෦をิॿし、平成 27年度には、子育てੈଳや移住者向けに制度をվਖ਼

することで、利用者も増加しました。今後も、ए者ੈ代の定住につながるような住環境施策を展

開していくことがඞ要です。

●館山市の市営住は、ધ形・ಹל・ݹ・真・প・ּ名の６住となっています。これらのう

ち、中層住については、『館山市営住長ण໋化計画』に基づき、住のվળを進めていますが、

一෦の低層住は用年を経過し、ٺ化がஶしいため、ॱ次、用్ഇࢭをしていくඞ要性が

あります。今後は、市営住のඞ要性やڅڙ、ྔڅڙ方法等をؚめた検౼を行い、దな理を

行っていくことが重要です。

●館山Ӻ౦口Ӻ前広は、όスなどの公共交通ं྆や

一ൠं྆、歩行者の通行ଳが໌確にされておらず、

৮ނࣄが発生するݥة性が高いঢ়گにあります。ं

྆をదਖ਼に༠ಋしながら、安全な歩行ۭ間を確保した

館山市のݰ関口にふさわしいշదなۭ間の࠶整備が

。められていますٻ

˙ 基本ํ

˔ ॅ ԉΛਪਐ͢Δͱͱࢧͷ͚ॅͷԽଅਐΛਤΔͨΊɺॅ্ͷڥ
ʹɺۭ ͖Ոʹର͢Δ૯߹తͳରࡦΛਤΓɺ̓ શͰշదͳॅڥͷҡ࣋ʹΊ·͢ɻ

˔ h ɻ͢·͍ߦӦॅͷదͳཧΛࢢӦॅण໋Խ計画ʱʹ基͖ͮɺࢢࢁؗ

˔ ؗ ʹΘ͍ۭؒͮ͘͠Γ͞;ʹޱؔݰͷࢢࢁͷ҆શΛ֬อ͠ɺؗӺ前ޱӺ౦ࢁ
Ί·͢ɻ

館山Ӻ౦口Ӻ前広

基
本
目
標
�

基
盤
整
備

前
期
基
本
計
画

基本目標 4　第 1節　住環境の充実と市街地の利便性向上
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ܥͷମࡦࢪ ˙

্ͷརศੑ֗ࢢͷॆ࣮ͱڥॅ 　 　 　ͷॆ࣮ڥॅ
　
　 　্ͷརศੑ֗ࢢ

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）住環境の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

住環境向上のための支援

　市民の住環境向上や住の化促進をਤるため、住
向けの支援を推進します。
　また、子育て支援や移住・定住促進と࿈動した住向
けの支援を推進します。

築施設課ݐ
こども課
商工観光課

（雇用定住担）

築の化の促進ݐ
　住のஅ費のิॿや、化のඞ要性に
対する意識ܒ発をਤり、ݐ築の化を促進します。

築施設課ݐ

ۭきՈ対策
　『ۭՈ等対策の推進に関する特ผા置法』を踏まえ、特
定ۭՈ等の対策や活用の見ࠐめるۭきՈの༗効活用の
促進等を総合的かつ計画的に推進します。

築施設課ݐ

市営住のదな理
　館山市の公営住について、『館山市営住長ण໋化計
画』に基づき、దな理を行います。

築施設課ݐ

　
（2）市街地の利便性向上

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

館山Ӻ౦口Ӻ前広の整備
　館山Ӻ౦口Ӻ前広におけるదਖ਼なं྆の༠ಋと安全
な歩行ۭ間の確保を目的とした整備を行います。

都市計画課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

市営住長ण໋化վળށ ʵ ށʗ126ށ94

ۭきՈ実ଶ調査地۠ ʵ 市全域
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第�節	ެԂのػ充実ͱԽのਪਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市には、山公園をはじめとする10Χ所の都市公園があります。市民や来訪者のܜいの

として、緑あふれるշదなۭ間を維持するため、దな理と長ण໋化に取り組むඞ要があります。

また、公園施設のόリアϑリー化や防災機能の強化など、新たな機能強化がٻめられています。

●館山市では、「Ֆのまち館山」のΠメーδ定着をਤるため、Ψーσニングコンテストの実施やொ

会・各種団体等の協力による館山Ӻ౦口Ӻ前広やװઢ道路、観光施設、公民館等のՖの

২を行っています。しかし、それͧれの取組における౷一性・整合性がܽけているため、充な

効果が発شされていません。「Ֆのまち館山」のΠメーδを定着させ、観光地としての魅力向上に

つながるよう、市民・行政・ا業が一体となった総合的な取組がٻめられています。

˙ 基本ํ

˔ ʮެԂࢪઃण໋Խ計画ʯΛࡦఆ͠ɺެԂࢪઃͷదͳҡ࣋ཧʹΊ·͢ɻ

˔ ʮՖͷ·ͪͮ͘ΓཁߝʯΛࡦఆ͠ɺʮՖͷ·ͪؗࢁʯͷΠϝʔδఆணʹ͚ͨ૯߹త
ͳऔΛਪਐ͠·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ެԂͷػॆ࣮ͱԽͷਪਐ 　 　 ެԂͷػॆ࣮ͱԽͷਪਐ　
　

य़の山公園

基
本
目
標
�

基
盤
整
備

前
期
基
本
計
画

基本目標 4　第 2節　公園の機能充実と緑化の推進



110

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）公園の機能充実と緑化の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

都市公園の整備
　「公園施設長ण໋化計画」を策定し、公園施設のద
な維持理・ߋ新により、ܜいのとしての安全性・շద
性の確保と長ण໋化にめます。

都市計画課

Ֆのまちづくりの推進
　「Ֆのまちづくり要綱」を策定し、各種取組に౷一性・
整合性をもたせ、「Ֆのまち館山」のΠメーδ定着に向け
た総合的な取組を推進します。

都市計画課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

施設の長ण໋化に取り組む都市公園 ʵ
４Χ所

ʗ10 都市公園

「Ֆのまち館山」
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第3節	ಓ࿏ڥの充実ͱՏඋのଅਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●౦関౦自動ं道館山ઢ等の全ઢ開通により、౦ژ都心からのアクセスが飛躍的に高まり、地域

の交通ྔが増大しています。また、安房グリーンラΠンのڙ用開࢝により、域交通の流れが変

わり、࿈ܞする道路の交通ྔも増加しています。増加する交通ྔのडけࡼとして、࿈ܞするװઢ

道路の整備はඞ要ෆՄܽです。ཱちれているঢ়گにある国道・ݝ道の整備促進が望まれます。

●౦関౦自動ं道館山ઢ（ઍ༿市中ԝ۠ொʙ

ԬΠンターνΣンδ）ٴび館山道路（

ԬΠンターνΣンδʙӜΠンターνΣンδ）につ

いては、܅ΠンターνΣンδҎೆが２ंઢである

ため、ٳ等にຫ性的なौが発生しています。高

道路が果たすۓ急༌ૹ路としての機能確保と地域

経済の循環をਤるため、܅ΠンターνΣンδʙ

ԬΠンターνΣンδ間の４ंઢ化工ࣄのૣ期

成と、ԬΠンターνΣンδʙӜΠンター

νΣンδ間の４ंઢ化のૣ期ࣄ業化をҾき続き要望していくことが重要です。

●地域高֨ن道路館山・י川道路については、安房地域におけるप༡性を確保するとともに、観

光γーズンのौ؇や救急ൖૹルートの確保において重要な役割を担うため、今後もҾき続き

整備要望を行っていくඞ要があります。

●ધ形όΠパスは、広域װઢ道路から市街地のアクセス性の向上や国道のौ؇、域交通

の循環性の向上を目的として整備を進めています。道路の安全性の確保や災害対策、産業振興に

大きなӨڹを༩えることから、今後も計画的に進めていくことが重要です。

●市道については、ۓ急ं྆進入のための෯員֦෯や、居住環境վળのためのഉ水整備、װઢ市

道や学校प辺における歩道整備等、多くの要望があります。市道の安全でԁな通行、շదな

道路ۭ間確保のため、計画的な整備がඞ要です。

●ٺ化した道路施設やڮྊのิमについては、長期的に安全な交通機能を確保していくことが

重要であるとともに、“対ॲ療法的”な維持理から、「長ण໋化मસ計画」に基づく“༧防保全的”

な維持理に転換し、将来的な維持理費のॖ減をਤるඞ要があります。

●近年、ҟৗ気による߽Ӎの多発等により、時間でܶ的にӍ水流出ྔが増加する合があり、

河川のҲ水や市道のף水、Ոのਁ水等のݥة性が増しています。災害のະ然防ࢭのため、河川

のదな維持ิम、Ӎ水ഉ水路等の計画的な整備と合わせ、ઍ༿ݝが行う河川の࣏水対策につ

いて、Ҿき続き要望していくඞ要があります。

౦関౦自動ं道館山ઢ（܅ΠンターνΣンδ付近）

基
本
目
標
�

基
盤
整
備

前
期
基
本
計
画

基本目標 4　第 3節　道路環境の充実と河川整備の促進
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˙ 基本ํ

ͷ҆શ֬อΛਤΔऀߦަ௨ौͷ؇ɺา্ઢಓ࿏ͱͷΞΫηεੑͷװҬ ˔
ͨΊɺװઢಓ࿏ͷඋΛଅਐ͠·͢ɻ

˔ ಓ࿏ڥͷ҆શੑɾշదੑΛ֬อ͢ΔͨΊɺ計画తͳಓ࿏վྑาಓඋɺഉਫ
උΛ͏ߦͱͱʹɺಓ࿏ڮྊʹର͢Δదͳҡ࣋ɾิमʹΑΓɺण໋ԽΛਤ
Γ·͢ɻ

˔ Տͷదͳҡิ࣋मͱӍਫഉਫ࿏ͷ計画తͳඋʹΑΓɺҲਫɾףਫɾਁਫ
ͷࢭʹΊ·͢ɻ·ͨɺೋڃՏͷ࣏ਫରࡦʹ͍ͭͯɺҾ͖ଓ͖ઍ༿ݝཁ
͠·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ಓ࿏ڥͷॆ࣮ͱՏඋͷଅਐ 　 　 　ઢಓ࿏ͷඋװ
　
　 　ಓͷඋࢢ
　
　 　ཧ࣋ಓͷҡࢢ
　
　 Տͷ҆શ֬อ　

歩道の整備
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ͷల։ࡦࢪ ˙

ઢ道路の整備װ（1）

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

国道・ݝ道の整備促進
　国道・ݝ道の各道路整備ࣄ業のະ整備۠間の整備促進
について、要望活動等を行います。

設課ݐ
都市計画課

౦関౦自動ं道館山ઢ等の
整備促進

ΠンターνΣンδʙԬΠンターνΣンδ間の܅　
４ंઢ化のૣ期成とԬΠンターνΣンδʙӜΠ
ンターνΣンδ間の４ंઢ化のૣ期ࣄ業化を目指し、要望
活動等を行います。

都市計画課

地域高֨ن道路の整備促進

　地域高֨ن道路館山・י川道路ݐ設に対する要望を継
続するとともに、期成同ໍ会の組৫化についての機運を高
めます。
　౦ژ口道路のૣ期ݐ設に向けての構の۩体化につ
いては、房総地域౦ژ口道路ݐ設促進協議会などを通
じた、国・ݝの要望活動等を行います。

都市計画課

都市計画道路ધ形館山ઢ
（ધ形όΠパス）の整備

　館山道路ӜΠンターνΣンδ付近の国道127߸
から館山アクセスできる「ધ形όΠパス」の整備
を推進します。

都市計画課

都市計画道路青༄大լઢ
の整備

　国道410 ߸ذ෦からݝ道ೆ安房公園ઢまでの都市計
画道路青༄大լઢについて、整備計画の策定に取り組みま
す。

都市計画課

（2）市道の整備

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

道路վྑࣄ業
　安全かつԁな通行確保のため、計画的な道路վྑを
推進します。

設課ݐ

業ࣄધ踏վྑؿ
　踏利用者の安全性やԁな通行の確保のため、歩道
整備による踏のվྑを推進します。

設課ݐ

道路ഉ水整備ࣄ業
　居住環境のվળと安全な通行の確保のため、市民から
の要望を踏まえながら、計画的なഉ水整備を行います。

設課ݐ

歩道整備ࣄ業
　安全・安心な歩行ۭ間の確保のため、自動ं交通ྔの
多いװઢ市道や学校प辺の歩道の整備を推進します。

設課ݐ

基
本
目
標
�

基
盤
整
備

前
期
基
本
計
画

基本目標 4　第 3節　道路環境の充実と河川整備の促進
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（3）市道の維持理

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

道路維持ิमࣄ業
　定期的な道路パトϩールを実施し、ݥةՕ所のૣ期発
見によるਝなิमを行うとともに、法定֎公共につい
ては、資ࡐ支څ等による維持理にめます。

設課ݐ

トンωル長ण໋化मસࣄ業
　交通の安全確保のため、市６Χ所の道路トンωルにつ
いて、「長ण໋化मસ計画」を策定し、ඞ要なิमを行い
ます。

設課ݐ

道路法໘長ण໋化मસࣄ業
　交通の安全確保のため、道路法໘に関する「長ण໋化म
સ計画」を策定し、ඞ要なิमを行います。

設課ݐ

道路ฮิमࣄ業
　安全な交通機能を確保するため、『ฮ維持理計画』
に基づいたิमを行います。

設課ݐ

業ࣄྊ整備ڮ
　安全な交通機能を確保するため、ڮྊの点検ٴび『ڮྊ
長ण໋化मસ計画』に基づいたิमを行います。

設課ݐ

（4）河川の安全確保

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

河川整備維持ิमࣄ業
　河川パトϩールの実施により、河川施設のঢ়گѲや
Օ所をૣ期発見し、河川のదਖ਼な整備・維持ิमをݥة
行います。

設課ݐ

二ڃ河川の整備促進
　河川の൙ཞがݒ念されている平ٱཬ川ٴびୌ川のະ整
備۠間の整備促進について、ૣ期整備をઍ༿ݝ要望し
ます。

設課ݐ

Ӎ水ഉ水路等の整備
　Ӎ水ഉ水路のमસ工ࣄを行うとともに、ਁ水がみられ
るՕ所（Ӊాഉ水路・ೇ見ഉ水路・ಹݹԼ水路）の計画
的な整備を行います。

都市計画課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

ધ形όΠパス工ࣄ進ちょく ʵ 72ˋ

道路ഉ水整備Ԇ長 864̼
５Χ年ྦྷ計
5000̼

道路ฮ施行Ԇ長 1096̼
５Χ年ྦྷ計
7500̼

Ӊాഉ水路のվम工ࣄ進ちょく ʵ 100ˋ
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第�節	ަ௨ମܥの充実

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●自Ո用ंの運転ができない市民にとって、路ઢόスはۃ

めて重要な移動交通手ஈです。しかし近年、自Ո用ंのී

等により、利用者は減少し、運行ڹや少子高齢化のӨٴ

を維持するためには、公的支援がඞ要なঢ়گです。このた

め、市民や公共交通ࣄ業者、関係機関と࿈ܞ・協議をし

ながら、市民や来訪者の交通利便性の確保・維持をਤる

ඞ要があります。

●館山市からの高όスについては、౦関౦自動ं道館山ઢ等の全ઢ開通による౦ژ都心の

アクセス性の向上や౦ژアクアラΠンの通行ྉ割Ҿの継続等により、利便性が増しており、路

ઢや運行本も充実しています。今後は、౦ژ都心だけでなく、成ాۭߓ等と結Ϳ新たな路ઢの

開など、高όスωットϫークの֦充を検౼し、移住・定住の促進、地域経済の活性化につな

げていくඞ要があります。

●మ道については、高όスの利便性が向上する一方で、平における定期特急ిंの運行ഇࢭ

などにより、利便性が大きく低Լしています。మ道は、大ྔ༌ૹや定時性の確保、安全性や環境

໘などに༏れた重要な交通機関であることから、Ҿき続き関係機関要望活動を行う΄か、市

して利用促進にめ、地域住民や来訪者の交通手ஈの一つとしてܞ体などと࿈࣏業者やԊઢ自ࣄ

確保していくことが重要です。

˙ 基本ํ

ຽདྷ๚ऀͷަ௨ࢢΛ͠ͳ͕Βɺٞڠɾܞͱ࿈ؔػؔऀۀࣄ௨ަڞຽެࢢ ˔
རศੑͷ֬อɾҡ࣋ʹΊ·͢ɻ

 ߴ˔ όεమಓͷརศੑͷ্Λؔؔػʹಇ͖͔͚ɺҬަ௨ͷॆ࣮ͱҡ࣋
ʹΊ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ަ௨ମܥͷॆ࣮ 　 　 Ҭަ௨ͷ֬อɾҡ࣋　
　
　 　Ҭަ௨ͷॆ࣮

館山市地域公共交通会議

基
本
目
標
�

基
盤
整
備

前
期
基
本
計
画

基本目標 4　第 4節　交通体系の充実
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）地域交通の確保・維持

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

域公共交通の確保・維持
　公共交通ࣄ業者ٴび近ྡ市ொとの調整をਤり、域公
共交通の手ஈ・手法について検౼を行います。

画課ا

自転ं利用促進ࣄ業
　市民や来訪者が、安全・շదに、また効よく移動でき
るまちを目指し、二次交通としての自転ं利用や、観光振
興にかかる自転ं活用のための検౼を行います。

画課ا
商工観光課

（2）広域交通の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

高όスωットϫークの整
備促進

　通ۈ・通学者にとって利用しやすい高όス定期݊の検
౼、成ాۭߓや౦ژσィズニーリκート、大型商業施設な
どと結Ϳ、新たな高όス路ઢの整備֦充について、交通
。業者にಇきかけますࣄ

画課ا

高道路等通行ྉ金割Ҿ制
度の֦大

　利用しやすい高道路等通行ྉ金に向けた要望活動を
行います。

画課ا

మ道の維持と利便性の向上
　మ道の利便性向上をਤるため、利用促進に向けた各種
方策の検౼や、̧̟౦本に対し、継続的な要望活動を実
施します。

画課ا

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

路ઢόスの路ઢ
（。はআく「ઢڮࢅ観光」節運行のق）

８路ઢ ８路ઢ

高όス༌ૹ人員（౦ژ、新॓、ઍ༿、ԣ・Ӌా） 83ສ人 86ສ人

̧̟館山Ӻの１平ۉं人員 1882 人ʗ 1882 人ʗ

高όス（房総なのはな߸）



�ຊඪج

環境共生
人と自然が共生する
環境にやさしいまち

条খ学校２年　౻
ㆵ㆘ ㆟

ా　健
㆐㇓㆟㇍ㆄ

ଠ　「ずっとのこしたいけしき」

たてやまのきれいなけしきが、ずっとずっとのこってくれるといいなと思い、
かきました。

˞学年は平成 27年度時点

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘ֆ画ίϯΫʔϧ　༏ल࡞



第１節　自然環境の保全と景観形成の促進

（1）自然環境の保全

（2）公害防止対策の推進

（3）景観形成の促進

第２節　環境・衛生対策の充実

（1）廃棄物処理体制の充実

（2）水道事業の経営基盤強化の推進

（3）下水道の整備・普及

第３節　資源循環型社会の構築

（1）資源循環型社会の構築
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第�節	 ࣗવڥのอશͱܗ؍ܠのଅਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●市民の生活様ࣜの多様化や農業生産方ࣜの変化、農ྛ業ैࣄ者の減少・高齢化、༗害ௗ्の

増加等により、手入れの行きಧかないྛ・ཬ山が増加しています。多໘的機能を༗するྛ・ཬ

山を維持していくためには、దな理を継続していくことがඞ要です。

●自然環境の保全には、自然保護思のීٴと自ओ的・ੵۃ的に自然保護活動を担うリーμーの

育成が重要です。

●館山市では、公害発生防ࢭのため、定期的な視や指ಋ、公害防ࢭ協定のక結などに取り組

んでいます。また、ෆ法غについても、८ճによる視等を実施し、ෆ法غのࢭにめて

います。しかし、公害やෆ法غに関する૬ஊ・ۤ情は後をઈちません。これらの問題をະ然に

防ࢭするためには、地域の環境保全に対する市民一人ひとりの意識の向上がෆՄܽです。

●景観形成については、「館山市街並み景観形成指ಋ要綱」

に基づき、ྑな景観の形成にめてきました。平成 27年

度には要綱をվਖ਼し、「重点地۠」を設けることで、౷一ײ

のある景観形成に取り組んでいます。今後は、自然景観や

歴史的・文化的景観などの視点も加え、計画的な取組がඞ

要です。

˙ 基本ํ

˔ ࣗ વอࢥޢ想ͷීٴڥอશҙࣝͷ্ʹΊΔ΄͔ɺެɾෆ๏غͷࢭ
ʹΊ·͢ɻ

ʹऔΓΈ·͢ɻܗ؍ܠͳఆྫͷ੍ఆʹΑΓɺྑࡦΔ計画ͷؔ͢ʹ؍ܠ ˔

ܥͷମࡦࢪ ˙

ࣗવڥͷอશͱܗ؍ܠͷଅਐ 　 　 ࣗવڥͷอશ　
　
　 　ͷਪਐࡦରࢭެ
　
　 　ͷଅਐܗ؍ܠ

基
本
目
標
�

環
境
共
生

前
期
基
本
計
画

基本目標 5　第 1節　自然環境の保全と景観形成の促進
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）自然環境の保全

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

ྛ・ཬ山保全整備ࣄ業

　দくいのまんԆを防ࢭするため、保安ྛなどのদྛを
重点的・計画的に防আし、ྛ機能の保全をਤります。
　また、ཬ山の保全整備として、چ館山工業団地用地の利
活用を検౼します。

農水産課

自然環境保全活動団体支援
業ࣄ

　自然環境の保全活動に取り組む団体を支援します。 環境課

自然環境保全対策ࣄ業
　自然環境をकるための指ಋ・ن制や緑化の推進にめま
す。

環境課

ຒཱࣄ業者の指ಋ・ಜ強化

　『館山市খنຒཱて等による土のԚછٴび災害の発
生の防ࢭに関する条例』の的確な運用とࣄ業者の指ಋ・
ಜ強化により、土Ԛછや災害発生のະ然防ࢭにめ
ます。

環境課

（2）公害防ࢭ対策の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

公害防ࢭ対策ࣄ業
　工設置ࣄ業者等と公害防ࢭ協定をక結するなど、公
害の発生防ࢭにめます。

環境課

水࣭・土・大気視ࣄ業
　公害発生防ࢭのための水࣭調査や土調査などを行い
ます。

環境課

ෆ法غ防ࢭ対策ࣄ業
　防犯Χメラの設置や८ճによるෆ法غの視強化等に
より、ෆ法غをࢭします。

環境課

（3）景観形成の促進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

景観計画の策定
　自然景観や歴史的・文化的景観などの視点も加えたྑ
な景観の形成を目指し、「景観計画」の策定と「景観条例」
の制定を行います。

都市計画課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

ෆ法غ報݅ࠂ 74݅ 50 ݅
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第�節	ڥɾӴੜରࡦの充実

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●安房܊市広域市ொଜࣄݍ組合において、ごみॲ理の効化と構成市ொにおけるごみॲ理施

設のٺ化等に対応するため、新たな広域ごみॲ理施設の整備が進められています。現ࡏ、館山

市のごみॲ理は、館山市ਗ਼センターで行っていますが、広域ごみॲ理施設の移行までの間、

施設のదਖ਼な維持理や環境ෛՙܰ減の対応がٻめられています。また、࠷ऴॲについては、

༨༰ྔがわずかとなっていることから、ম٫փのॲ理については全ྔを֎෦委ୗとし、ΨϨΩ

ྨのみのड入としています。

●館山市のしॲ理施設である衛生センターでは、ॲ理にい発生するԚటを全ྔංྉとして࠶

利用することで、資源の༗効活用にݙߩしています。施設や設備のෆ۩合等が増加向にありま

すが、దな維持理によるԆ໋化にめています。

●水道ࣄ業の経営基盤強化のため、ೆ房総地域・ेཬ地域の水道用水ࣄڅڙ業体とݝ営水

道との౷合に向けた取組が進んでおり、ઍ༿ٴݝび関係市ொとのີな協力のもと、推進してい

くことが重要です。

●館山市では、Լ水道整備ࣄ業により、河川や海の水

࣭は֨ஈにվળされてきました。しかし、Լ水道続

に課題があり、続向上の取組を強化するඞ要があり

ます。また、施設のٺ化も進んでおり、全体計画を見

ਾえた中で、「長ण໋化計画」に基づくదな維持理

を行い、Լ水道ࣄ業の健全な運営をਤることが重要です。

さらに、Լ水道ະ整備地۠については、合ซॲ理ড়化

૧のීٴにめ、水࣭Ԛછを防ࢭすることがඞ要です。

˙ 基本ํ

˔ దਖ਼ͳҡ࣋ཧʹΑΔഇغॲཧࢪઃͷԆ໋ԽΛਤΓɺ৽ͨͳҬ͝Έॲཧମ੍
ͷ҆ఆతͳҠߦʹΊ·͢ɻ

˔ ઍ༿ٴݝͼؔࢢொͱ͠ྗڠɺೆ૯ҬɾेཬҬͷਫಓ༻ਫۀࣄڅڙମ
ͱݝӦਫಓͱͷ౷߹Λਪਐ͠·͢ɻ

˔ ՏɾւҬͷެڞ༻ਫҬͷਫ࣭Ԛࢭɺࣗવڥอશٴͼշదͳॅͮ͘ڥ
ΓͷͨΊɺެڞԼਫಓͷඋ߹ซॲཧড়Խ૧ͷීٴʹΊ·͢ɻ

ケӜクリーンセンターڸ

基
本
目
標
�

環
境
共
生

前
期
基
本
計
画

基本目標 5　第 2節　環境・衛生対策の充実
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ܥͷମࡦࢪ ˙

ͷॆ࣮ࡦɾӴੜରڥ 　 　 ഇغॲཧମ੍ͷॆ࣮　
　
　 ਫಓۀࣄͷܦӦ基൫ڧԽͷਪਐ　
　
　 Լਫಓͷඋɾීٴ　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）ഇغॲ理体制の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

広域ごみॲ理施設の整備促進

　ごみॲ理の効化ٴび安房地域のごみॲ理施設のٺ
化に対応するため、安房܊市広域市ொଜࣄݍ組合ٴび
構成市ொと協力し、環境にྀした広域的なごみॲ理施
設のݐ設を促進します。

環境課

ૈ大ごみॲ理施設運営ࣄ業
　施設のదਖ਼な維持理により、ૈ大ごみの効的なॲ
理や資源リαΠクルの推進にめます。

環境
センター

業ࣄऴॲ運営࠷
　ΨϨΩྨ等の安定した࠷ऴॲをਤるとともに、प辺
環境の保全のため、దਖ਼なਁ出水ॲ理と施設の機能確保
にめます。

環境
センター

ਗ਼センター運営ࣄ業

　ごみの効的、効果的なॲ理を行うため、ਗ਼センター
の設備・機ثの定期点検やิमを実施し、దਖ਼な維持
理と施設のԆ໋化にめます。
　また、ম٫փのॲ理を市֎業者に委ୗし、࠷ऴॲ
のԆ໋化、機能確保をਤります。

環境
センター

衛生センター運営ࣄ業

　しの効的、効果的なॲ理を行うため、衛生センター
の設備・機ثの定期点検やิमを実施し、దਖ਼な維持
理と施設のԆ໋化にめます。
　また、ॲ理Ԛటをංྉとして༗効活用し、環境ෛՙܰ
減にめます。

環境
センター

（2）水道ࣄ業の経営基盤強化の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

水道の౷合・広域化の促進ݝ
　ઍ༿ٴݝび関係市ொと協力し、ೆ房総地域・ेཬ地
域の水道用水ࣄڅڙ業体とݝ営水道との౷合を促進します。

環境課
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（3）Լ水道の整備・ීٴ

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

合ซॲ理ড়化૧ීࣄٴ業
　生活ഉ水による公共用水域の水࣭Ԛを防ࢭするため、
合ซॲ理ড়化૧の転換を支援します。

Լ水道課

公共Լ水道館山ॲ理۠第２期
整備ࣄ業

　河川・海域等の公共用水域の水࣭Ԛ防ࢭ、自然環境
保全ٴびշదな住環境づくりのため、現ࡏのऴॲ理
のॲ理能力を踏まえた公共Լ水道の整備を行います。

Լ水道課

公共Լ水道の続向上
　公共Լ水道ڙ用۠域のप知と水ચ便所のվに対する
ॿ成により、続の向上をਤります。

Լ水道課

公共Լ水道ऴॲ理維持
理ࣄ業

　แׅ的民間委ୗにより、ڸケӜクリーンセンターの効
的な維持理をਤります。
　また、「長ण໋化計画」に基づき、దな維持理対策
を行います。

Լ水道課

Լ水道ࣄ業特ผ会計の܁
出ࣄ

　Լ水道ࣄ業の安定した運営をਤるため、一ൠ会計からԼ
水道ࣄ業特ผ会計費用の一෦を܁り出します。

Լ水道課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

合ซॲ理ড়化૧の転換ิॿ基 26 基
５Χ年ྦྷ計
150 基

公共Լ水道の続 67�0ˋ 75�

　　ケӜクリーンセンターڸ
Նٳみ子見学会

基
本
目
標
�

環
境
共
生

前
期
基
本
計
画

基本目標 5　第 2節　環境・衛生対策の充実



124

第3節	ݯࢿ॥ࣾܕձのߏங

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市の人口一人あたりのごみഉ出ྔは、ࣄ業所からഉ出されるごみのྔが多いこと、海؛ඬ

着ごみが多いことなどから、ݝでも上位となっています。ࣄ業系ごみのผ促進をはじめとした

ごみの減ྔ化・࠶資源化の取組強化がඞ要です。また、市一੪ਗ਼など、市民ぐるみの環境

美化運動が実施されていますが、ごみの減ྔ化や࠶資源化を推進するためには、市民やࣄ業者の

高い意識と自ओ的な取組がඞ要ෆՄܽであり、環境美化意識の向上がٻめられています。

●ごみのผについては、広域的なごみॲ理体制の移行を見ਾえ、近ྡ市ொとのผ۠の平

४化をਤるඞ要があります。

●地ٿԹஆ化対策については、『館山市地ٿԹஆ化対策実行計画』に基づき、市がઌして̘̤２

業者の自ओ的な活動を促しています。また、公共施設ࣄ・減目標をཱてて取り組むことで、市民

のଠཅ光発ిγステϜ等のಋ入や、住用লΤωルΪーิॿ金制度により、新ΤωルΪーγステ

Ϝのීٴ促進にめています。

˙ 基本ํ

Խݯ資࠶Խ͝Έͷదਖ਼ॲཧɺྔݮԽ͠ɺ͝ΈͷڧΛൃܒඒԽʹؔ͢Δҙࣝڥ ˔
Λਪਐ͠·͢ɻ

ઌ͕ͯ͠ࢢ ˔ ɺٿԹஆԽࢭରࡦʹऔΓΉ͜ͱͰɺࢢຽɾऀۀࣄͷࣗओతͳऔ
Λଅਐ͠·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

資ݯ॥ࣾܕձͷ構ங 　 　 資ݯ॥ࣾܕձͷ構ங　
　

戦࡞ϲӜクリーンڸ
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）資源循環型社会の構築

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

ごみ減ྔ化・࠶資源化ࣄ業
業系ごみのผ促進や、集団ճऩの促進をਤり、さらࣄ　
なるごみの減ྔ化・࠶資源化に取り組みます。

環境課

環境美化推進ࣄ業
　ごみの発生制、減ྔ化などに対するܒ発活動や環境
教育を実施し、環境美化意識の向上にめます。

環境課

地ٿԹஆ化対策ࣄ業

　公共施設のଠཅ光発ిγステϜ等のಋ入や住用লΤ
ωルΪーγステϜ設置に対する支援により、新ΤωルΪー
γステϜのීٴ促進をਤります。
　また、市がઌして地ٿԹஆ化対策に取り組むことで、
市民・ࣄ業者の自ओ的な活動を促進します。

環境課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

１人１あたりごみഉ出ྔ 1201̶／人・ 1090̶／人・

業ごみഉ出ྔࣄ 6322̓ 5319̓

観光ごみഉ出ྔ 40̓ 30̓

資源ごみ࠶資源化ྔ 3144̓ 3613̓

̘ ２̤ഉ出ྔ 52967742ᶵ 50398228ᶵ

ごみθϩि間参加団体 139 団体 150 団体

1000

1200

1400

12011187

12381242
12631269

1318
136113661370

１人１あたりのごみഉ出ྔ

0

300

平成17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

（̶ʗ人・）

基
本
目
標
�

環
境
共
生

前
期
基
本
計
画

基本目標 5　第 3節　資源循環型社会の構築
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「
地
産
地
消
」

　

館
山
に
は
、
こ
の
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
合
い
ま
す
。

海
と
山
に
囲
ま
れ
、
自
然
が
豊
か
で
空
気
も
キ
レ
イ
。

見
方
に
よ
っ
て
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
田
舎
町
だ
け
ど
、

美
味
し
い
食
べ
物
が
一
年
中
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
の
オ
ス
ス
メ
は
海
の
幸
。

　

魚
の
他
に
、
エ
ビ
・
タ
コ
・
貝
類
、
そ
し
て
海
藻

と
数
え
き
れ
な
い
程
、
豊
か
な
食
材
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
鯵
を
使
っ
た
「
サ
ン
ガ
焼
き
」
は
た

く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
学
校

の
調
理
実
習
で
も
作
り
ま
し
た
が
、
魅
力
的
な
の
は
、

さ
ば
い
て
残
っ
た
骨
を
、油
で
揚
げ
て
「
骨
せ
ん
べ
い
」

に
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
捨
て
る
と
こ
ろ
が
無
い
く

ら
い
、
キ
レ
イ
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
天
草
」

と
い
う
海
藻
か
ら
作
る
「
寒
天
」
も
磯
の
香
が
プ
ン

プ
ン
し
て
、
と
て
も
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　

第
二
の
オ
ス
ス
メ
食
材
は
山
の
幸
で
す
。

　

主
に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
採
れ
る
物
が
多
い
で
す

第
三
中
学
校…

二
年　

小こ
ば
や
し林　

美み
さ
と聖

一
度
は
お
い
で
よ
！
我
が
町
館
山

＜中学生の部＞

が
、
そ
の
中
で
「
枇
杷
」
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

房
州
枇
杷
は
、
瑞
々
し
く
て
他
の
果
物
よ
り
も

上
品
な
甘
み
が
特
徴
で
す
。
産
地
は
館
山
よ
り
も

近
隣
地
域
が
有
名
で
す
が
、
館
山
で
も
数
多
く
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
給
食
に
出
た
時
に
、
皮
の

む
き
方
を
知
ら
な
い
友
達
が
い
た
の
で
、
も
っ
と

知
名
度
が
上
が
っ
て
ほ
し
い
果
物
で
す
。

　

他
に
も
、
し
の
べ
筍
や
自
然
薯
も
白
い
ご
飯
に

バ
ッ
チ
リ
合
う
食
材
で
す
。
主
食
の
お
米
も
沢
山
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
他
県
ほ
ど
、ブ
ラ
ン
ド
米
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
温
暖
な
館
山
の
陽
と
風
を
沢
山
浴

び
て
い
る
の
で
、
と
て
も
甘
み
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
物
は
、
食
材
の
宝
庫
・
館
山
に

あ
る
物
の
一
部
で
す
。
美
味
し
い
物
が
た
く
さ
ん
あ

る
地
に
生
ま
れ
、
食
べ
て
育
っ
て
き
た
こ
と
は
幸
せ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
「
食
」
に
関
す
る
職
業
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
夢
が
叶
っ
た
時
は
、
沢
山
の

人
に
館
山
の
美
味
し
い
料
理
を
紹
介
し
「
美
味
し
い

町
館
山
」
へ
来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘࡞จίϯΫʔϧೖબ࡞

最優秀賞

˞学年は平成 26 年度時点
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防災・安全
市民の安全が確保され
地域ぐるみで支え合う
安心してらせるまち

館山খ学校２年　加
ㆉㆨ ㆄ

ݰ　౻
㆒㇓ ㆌ

基　「えがおあふれるやさしいொ。」

いじめや交つうじこなどなく、みんながやさしくていわなொ

˞学年は平成 27年度時点

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘ֆ画ίϯΫʔϧ　༏ल࡞



第１節　防災体制の強化

（1）防災力の強化

（2）津波対策の推進

第２節　消防・救急の充実

（1）消防環境の充実

（2）消防団活動の充実

（3）消防・救急体制の充実

第３節　交通安全・防犯体制の強化

（1）交通安全・防犯体制の強化

第４節　消費者保護対策の推進

（1）消費者保護対策の推進
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第�節	 ࡂମ੍のڧԽ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●近年、地・・土࠭災害等の自然災害により、全国各地でਙ大なඃ害が発生しており、市

民の防災に対する意識も高まっています。長い海؛ઢを༗する館山市では、特にの対策が

重要です。

●自然災害からのඃ害を࠷খݶにとどめるためには、ࠒの災害༧防の取組と災害発生後のద

な応急対策が重要です。これらの実ફには、自ॿ（市民一人ひとり）・近ॿ（ྡ近所）・共ॿ（自ओ

防災組৫、ொ会等）・公ॿ（防災関係機関）の防災力のさらなる強化がඞ要ෆՄܽです。特に

災害発生時のॳ期対応には、自ॿ・近ॿ・共ॿによる自ओ防災が大きな力を発شするため、平ৗ

時から、市民一人ひとりが防災܇࿅や防災࠲ߨなどにより防災意識を高め、ආ経路や情報達

手ஈの確ೝ、৯ྐ備などの備えを進めるとともに、コミュニティ活動などを通じて、ࠒから

地域の結ଋ力を強化しておくことがٻめられます。

●災害発生時のۓ急情報達手ஈの要である防災行政ແઢは、設備のٺ化やௌ地۠解消

の対策を着実に進めていくඞ要がありますが、今後は、ଞのഔ体の利用促進をؚめ、確実に情報

がわる手ஈの検౼がඞ要です。

●大ن災害が発生した合、市は災害応急対応と並

行し、通ৗ業も継続することがඞ要です。災害対応と

通ৗ業をཱ྆させるためには、平ৗ時から、災害に備

えた各種備や資機ࡐの整備、災害発生時の運営体制

や支援等ड入体制の確ཱなど、災害対応力の強化を進

めるとともに、通ৗ業の継続Ϛニュアルを確ཱしてお

くඞ要があります。

˙ 基本ํ

˔ େنࡂʹඋ͑ɺରࡦࡂݮରࡦΛ計画తʹਐΊ·͢ɻ

˔ ࣗ ॿɾۙ ॿɾڞॿɾެ ॿͷࡂҙࣝΛߴΊΔͱͱʹɺࡂରԠྗͷڧԽʹΊ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ࡂମ੍ͷڧԽ 　 　 ྗࡂͷڧԽ　
　 　

　 ରࡦͷਪਐ　
　

備の確ೝ

基
本
目
標
�

防
災
・
安
全

前
期
基
本
計
画

基本目標 6　第 1節　防災体制の強化
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）防災力の強化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

地域防災力強化ࣄ業
　防災܇࿅や防災࠲ߨ、各種広報活動を通じ、防災知識
のීٴٴび防災意識の向上をਤり、自ओ防災組৫の機能
強化に取り組みます。

社会安全課

災害対応力強化ࣄ業

　災害発生時に備え、『館山市地域防災計画』を見し、
備৯ྐや各種資機ࡐの整備֦充をਤるとともに、災害
時の応援協定の充実により、災害対応力の強化に取り組
みます。
　また、ආ生活におけるྑな生活環境を確保するた
め、ආ所運営Ϛニュアルを策定します。
　さらに、災害時の行政機能低Լ時でも市民生活を維持
するため、「業継続計画」を策定します。

社会安全課
総課

災害情報達手ஈの整備

　ٺ化した防災行政ແઢ֎֦子ہのσδタル化や
防災行政ແઢをิするための安全・安心メール、防災ラ
δオ、ށผड信機等のීٴ促進により、災害発生時の情
報達手ஈを確保します。

社会安全課

（2）対策の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

防災まちづくりࣄ業

　ೆ海トラϑ地や元地などの࠷大نのを
定した「ආ計画」を策定し、ඞ要に応じたආ༠
ಋ標識の設置やආ施設の整備を検౼します。
　また、館山市の海؛における防護、利用ٴび環境をߟ
ྀした・高潮対策についての協議を進め、ઍ༿ݝが
実施する対策（護؛整備）ࣄ業に対するಇきかけを
行います。

社会安全課
設課ݐ
みなと課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

自ओ防災܇࿅実施 37ˋ 50ˋ

備৯ྐ （ྔアルϑΝถ） 1�2 ສ৯ 3ສ৯

防災行政ແઢσδタル化 70ˋ 100ˋ
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第�節	ফɾٸٹの充実

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●近年、ҟৗ気等による自然災害が多く発生し、消防ध要はՐ災出動のみならず、年々増加

。められていますٻ向にあり、消防力の増強が強く

●館山市のৗ備消防は、安房܊市広域市ொଜࣄݍ組合により、

広域的に対応していますが、災害発生時のॳ動対応には、地域の

情にਫ਼通し、機動力の高い消防団の活動が重要であり、拠点とࣄ

なる٧所や消防ポンプ自動ंのٺ化の対応など、計画的なߋ

新がඞ要です。また、人口減少・少子高齢化が進む中、地域の安全・

安心を確保するためには、消防団の活躍がますます重要となってき

ます。しかし、近年は、地域活動に対する意識のرബ化、消防団

のඞ要性・活動༰に対する理解の低Լ、価観の多様化等により、

消防団の加入者が年々減少しています。現ࡏ、館山市の消防団に

は、女性消防団員はࡏ団していませんが、消防団の活動には、応

急手、Ր災༧防のීܒٴ発活動、地域の高齢者のঢ়گѲなど、

女性の視点・活躍が期される༰も増えてきており、多様な人ࡐの加入が望まれています。

●高齢化の進展にい、救急ൖૹが増加向にあり、計画的なۓ急ं྆の整備や地域医療との

ີな࿈ܞにより、దな救急ൖૹ体制の構築がඞ要です。

˙ 基本ํ

˔ ଟ༷Խ͢Δ֤छࡂʹਝʹରԠ͢ΔͨΊɺফڥͷॆ࣮Λ計画తʹਐΊ·͢ɻ

˔ ফஂ׆ಈͷपͱ۰վળʹΑΓɺফஂһΛ֬อ͠·͢ɻ

˔ ̓ ࢢ܊Ҭࢢொଜࣄݍ߹ͱ࿈͠ܞɺফɾٸٹମ੍ͷॆ࣮ΛਤΓ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ফɾٸٹͷॆ࣮ 　 　 ফڥͷॆ࣮　
　

ফஂ׆ಈͷॆ࣮

ফɾٸٹମ੍ͷॆ࣮

消防出ॳࣜ

基
本
目
標
�

防
災
・
安
全

前
期
基
本
計
画

基本目標 6　第 2節　消防・救急の充実
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）消防環境の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

消防団拠点施設の整備
　ٺ化した٧所やਁ水༧地۠にݐ設されている
٧所などについて、安全性を確保した拠点施設とするた
め、計画的なݐてସえを進めます。

社会安全課

消防ポンプ自動ं整備ࣄ業
　消防団のਝな災害対応活動を確保するため、ٺ化
した消防ポンプ自動ंを計画的にߋ新します。

社会安全課

消防水利の整備
　ਝな消Ր活動を確保するため、防Ր水૧や消Րખを
整備します。

社会安全課

（2）消防団活動の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

消防団員の確保と۰վળ

　消防団のඞ要性や活動༰を広く1̧するとともに、
消防団員の۰・福利厚生の充実をਤり、加入者の増員
にめます。
　また、女性も地域の消防団員の一員として、ੵۃ的に
活躍できる環境づくりを進めます。

社会安全課

消防団員の育成ٴび市民の防Ր
意識の高༲

　消防団員の消防・防災に関する知識やٕज़の向上をਤ
るとともに、備のߋ新にめます。
　また、Ր災༧防運動の実施等により、市民の防Ր意識
の高༲をਤります。

社会安全課

（3）消防・救急体制の充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

消防・救急体制の充実
　安房܊市広域市ொଜࣄݍ組合に対し、ৗ備消防に関
する費用をෛ担するとともに、構成市ொと࿈ܞし、消防
業や救急業の充実・強化をਤります。

社会安全課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

防Ր水૧化 9ˋ 14ˋ

消防団員の充 88ˋ 100ˋ

女性消防団員 0人 18人



133

第3節	ަ௨҆શɾ൜ମ੍のڧԽ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●౦関౦自動ं道館山ઢをはじめとするװઢ道路

の整備により、װઢ道路だけでなく、生活道路の交

通ྔも増加しており、新たに交通ނࣄの多発がݒ念さ

れるようなݥةՕ所等のނࣄ防ࢭ対策が急となっ

ています。また、交通ऑ者である高齢者・ࣇಐ・༮ࣇ

の交通安全教育の強化はඞ要ෆՄܽです。一方、

Χーブミラーや標識、道路র໌、そのଞの安全施設

の多くにٺ化がみられ、新たな整備やमસの対応がඞ要です。

●全国的にڟѱ犯ࡑやए年層の犯ࡑが増える中、ৗ生活における安全性の確保は大きな問題

です。特に、ࣇಐ生ెに関する犯ࡑについては、市・学校・ܯのみならず、保護者や地域など

が࿈ܞした地域ぐるみの見कり、防犯体制がඞ要です。

しかし、社会の変化や価観の多様化により、地域

社会における࿈ଳ意識がബれており、犯ࡑ防ࢭ機能

の低Լがݒ念されています。館山市では、館山市防

犯協力会を中心とした自ओ防犯活動が行われており、

防犯パトϩールや、ொ会による防犯౮の設置等を支

援しています。市民一人ひとりの防犯意識と地域の防

犯力を高め、「犯ࡑが発生しにくい環境」をつくること

で、犯ࡑをະ然に防ࢭすることが重要です。

˙ 基本ํ

˔ ަ ௨҆શࢪઃͷඋͱަ௨҆શϧʔϧͷపఈʹΑΓɺަ௨ނࣄͷࢭΛਤΓ·͢ɻ

˔ ࣗ ओ൜׆ಈͷڧԽࢧԉٴͼؔؔػͱͷ࿈ܞʹΑΓɺҬͷ൜ྗΛߴΊΔͱ
ͱʹɺ൜ࡑͷະવࢭʹΊ·͢ɻ

通学路での見कり

防犯パトϩールΧー（通শɿ青パト）
基
本
目
標
�

防
災
・
安
全

前
期
基
本
計
画

基本目標 6　第 3節　交通安全・防犯体制の強化
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ܥͷମࡦࢪ ˙

ަ௨҆શɾ൜ମ੍ͷڧԽ 　 　 ަ௨҆શɾ൜ମ੍ͷڧԽ　
　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）交通安全・防犯体制の強化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

交通安全対策の推進
　交通ݥةՕ所等の点検を行い、ඞ要な安全施設の整備・
मસを進めるとともに、交通安全教育による交通ルール
のపఈにめます。

社会安全課

自転ंறं維持ࣄ業

　Ӻप辺の自転ंறंの整理を行うとともに、自転ं
利用Ϛφーについての意識ܒ発をਤり、歩行者・自転ं
利用者・υラΠόーそれͧれの安全とྑな通行環境の
確保にめます。

社会安全課

防犯環境整備ࣄ業

　館山市防犯協力会を通じ、防犯パトϩールやொ会の
防犯౮の設置ٴび Ｅ̡̙化等の支援を行います。
　また、関係機関と࿈ܞして、防犯活動を行うとともに、
犯ࡑの発生しやすい所の防犯Χメラの設置等により、
犯ࡑのະ然防ࢭにめます。

社会安全課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

交通ނࣄ発生݅ 211݅ 160 ݅

犯ࡑ発生݅ 384݅ 270 ݅
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第�節	ফඅ者อޢରࡦのਪਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●情報通信ٕज़（̞̘ ̩）の飛躍的な進歩や消費にかかわる価観の多様化等にい、消費者問
題もෳࡶ多様化しています。消費生活に関する૬ஊ݅は年々増加しており、消費者トラブルを
ະ然に防ࢭするためには、消費者の意識のܒ発がඞ要ෆՄܽです。また、一人らしの高齢者
をૂったٗなど、ѱ࣭・ົ化した犯ࡑඃ害が増加しています。犯ࡑの手口は急に変化して
いくため、ඞ要な情報をすばやく効的に、प知పఈすることがٻめられています。
●৯の安全性や環境問題など、消費者の関心は多ذにわたっており、きめࡉかい対応がٻめられ
ています。
　

˙ 基本ํ

˔ ফඅऀੜ׆૬ஊͷॆ࣮ΛਤΔͱͱʹɺτϥϒϧΛະવʹ͢ࢭΔͨΊͷফඅऀڭ
ҭใͷपపఈʹΊ·͢ɻ

˔ ཱ ೖࠪݕʹΑΔੜ׆༻ͷ҆શੑͷ֬อදࣔͷదਖ਼ԽʹΊ·͢ɻ

　

ܥͷମࡦࢪ ˙

ফඅऀอޢରࡦͷਪਐ 　 　 ফඅऀอޢରࡦͷਪਐ　
　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）消費者保護対策の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

安全・安心な消費生活の確保

　消費生活૬ஊ員を置し、関係機関と࿈ܞして消費者ト
ラブルの解ܾをਤるとともに、消費者教育や情報のप知ప
ఈにより、トラブルのະ然防ࢭにめます。
　また、ཱ入検査による生活用の安全性の確保や商
දࣔのదਖ਼化にめます。

社会安全課

　
　˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

消費者問題にかかるܒ発活動の実施ճ 13 ճ 18 ճ

基
本
目
標
�

防
災
・
安
全

前
期
基
本
計
画

基本目標 6　第 4節　消費者保護対策の推進
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二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
都
心
に
近
い
館
山
市
に
も
外
国
人
観
光
客
が
増

え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
僕
は
外
国
人
観
光
客
に
優
し

い
観
光
地
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
て
館
山
市
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
世
界
中
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
を
望
む
。

　

具
体
的
に
は
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
展
示
パ
ネ

ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
外
国
語
表
記
を
加
え
る
こ
と

や
、
館
山
市
の
歴
史
や
自
然
を
破
壊
し
な
い
程
度
で

外
国
人
の
文
化
や
習
慣
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る

人
に
対
し
て
、
礼
拝
が
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す

る
こ
と
や
背
の
高
い
外
国
人
に
対
し
て
快
適
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
整
備
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
館
山
市
を
世
界
中
に
発
信
す
る
と
い
う
の

は
具
体
的
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
々
な
国
の
言

語
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
写
真
や

第
三
中
学
校…

二
年　

髙た
か
は
し橋　

優ゆ
う
た太

国
際
化
と
館
山
市

＜中学生の部＞

動
画
を
海
外
向
け
に
発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
外
国
人
に
館
山
を
注
目

し
て
も
ら
え
る
と
思
う
。
そ
し
て
訪
れ
た
人
々
が

館
山
市
の
こ
と
を
発
信
し
て
く
れ
れ
ば
、
宣
伝
の
輪

が
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

け
れ
ど
も
、前
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、テ
ー
マ
パ
ー

ク
等
の
娯
楽
施
設
の
建
設
な
ど
、
館
山
市
の
歴
史
や

自
然
を
破
壊
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
あ
っ
て
は

い
け
な
い
と
思
う
。
こ
の
市
に
は
、
館
山
城
や
沖
ノ
島

な
ど
、
言
葉
や
文
化
の
違
う
外
国
人
で
も
感
動
で
き
る

場
所
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
大
切
な
の
は
、
そ
う
い
っ
た

場
所
を
、
い
か
に
世
界
に
発
信
で
き
る
か
だ
と
思
う
。

　

僕
は
、
こ
れ
か
ら
数
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
館
山
市
が
他
の
観
光
地
に
負
け
ず
に
、
た
く
さ

ん
の
外
国
人
を
お
も
て
な
し
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
館
山
市
民
の
一
員
と
し

て
ゴ
ミ
拾
い
や
市
民
の
団
体
に
募
金
す
る
こ
と
な
ど
、

今
か
ら
で
も
で
き
る
よ
う
な
活
動
か
ら
始
め
て
い
っ

て
、
観
光
地
で
あ
る
館
山
市
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘࡞จίϯΫʔϧೖબ࡞

優秀賞

˞学年は平成 26 年度時点
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市民参画・行政運営
市民と行政が協力し
ともにߟえ…ともに築く
持続Մ能なまち

館山のΠメーδϑラϫーがひまわりとࡊのՖなので、たくさんふえたら
いいなと思いました。

˞学年は平成 27年度時点

ਆށখ学校４年　খ
ㆈㆯ㇉

༏　ݪ
㇆ㆄ ㆯ

༿　「笑顔いっͺい　にじいΖ館山」

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘ֆ画ίϯΫʔϧ　༏ल࡞



第１節　市民参画の促進

（1）市民と行政の協力体制づくり

第２節　地域コミュニティ活動の推進

（1）地域コミュニティ活動の推進

（2）多様な主体との連携

第３節　男女共同参画の推進

（1）男女共同参画の推進

第４節　情報発信力の強化

（1）情報発信の強化・充実

（2）情報化の推進

第５節　戦略的な行財政運営

（1）財政の安定と健全化

（2）行政組織力の充実・強化

第６節　広域行政の推進

（1）広域行政の推進
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第�節	 ըのଅਐࢀຽࢢ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●急な人口減少・少子高齢社会の౸来、ݶられた行財政資源、地方ݖの進展、ෳࡶ多様化

する市民ニーズ等、館山市を取り巻く環境はݫしさを増しています。そのような中で、信པされる

࣭の高い行政αーϏスを提ڙしていくため、市民と行政が対等なパートφーとして課題や情報を共

༗し、ともにߟえ、ともに取り組む、「参画と協ಇ」のまちづくりがٻめられています。

●市民のまちづくりの参画意識の向上をਤるためには、地域にかかわる行政情報をੵۃ的に提

し、共༗することで、行政運営のಁ໌性を高め、理解と信པをڙ

得るとともに、市民のを市政にөする機会の充実が望まれま

す。しかし、ै来のパブリックコメントや「市長の手ࢴ」、市民

との市政࠙ஊ会等の手法については、利用者や参加者がݶられて

いることが課題となっています。

●観光を中心として、市民・̣ ̥̤等と行政の協ಇ活動が行わ

れていますが、今後の人口減少・少子高齢化の進行を見ਾえ、さら

なる多様な࿈ܞ・協ಇ体制の構築が望まれています。

˙ 基本ํ

ΈΛॆ࣮ͤ͞·͢ɻʹөͤ͞ΔࢢຽͷΛௌ͖ɺࢢ͘ ˔

ຽࢢ ˔ ŋ̣̥̤ͱߦͷଟ༷ͳ࿈ܞɾڠಇͷͱػձΛग़͠ɺຽҰମͱͳͬͨ
ͮͪ·ಇͷڠ Γ͘Λਪਐ͠·͢ɻ

皆さんから寄せられたご意見やご提案は，できるだけ市政に反映させていきます。

「市長の手ࢴ」

基
本
目
標
�

市
民
参
画
・
行
政
運
営

前
期
基
本
計
画

基本目標 7　第 1節　市民参画の促進
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ܥͷମࡦࢪ ˙

画ͷଅਐࢀຽࢢ 　 　 　ମ੍ͮ͘Γྗڠͷߦຽͱࢢ
　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）市民と行政の協力体制づくり

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

広ௌ体制の充実

　パブリックコメントや「市長の手ࢴ」、市民との市政
࠙ஊ会等、市民のを市政にөさせるطଘの組みを
֦充させながら、ੈ代や組৫・団体等にとらわれない、
෯広い多様な意見を取り入れることができる広ௌ手法を
検౼します。

画課ا

まちづくりϞニター制度
　新たな施策の実施あるいは検౼にあたり、より効的・
効果的な手法・手ஈがߨじられるよう、対者となる市
民等から、意見をฉくための組みづくりを行います。

画課ا

市民と行政による協ಇࣄ業の
充実

　まちづくりの担い手である市民団体や̣̥̤等との࿈ܞ
を強化するとともに、各団体૬ޓの交流をਤり、市民協
ಇの取組を推進します。
　また、市民と行政の協ಇ意識の向上をਤり、「市民との
協ಇを推進する条例」の制定に向けた検౼を行います。

社会安全課

市民と議会との情報交流の強
化

　議会からのੵۃ的な情報発信と、議会報ࠂ会等による
市民との情報交流強化により、市民の市政の関心を高
め、市民参画を促進します。

議会ࣄہ

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

市民との市政࠙ஊ会等（出前࠲ߨなどをؚむ） 2ճ 10 ճ
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第�節	ҬίϛϡχςΟ׆ಈのਪਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●防犯や防災対策、子育て支援、地域福祉の充実など、

多くの地域課題に対し、地域の支え合い・ॿけ合いの力

が重要になってきています。市民ニーズがෳࡶ多様化する

中、地域が๊えるさま͟まな課題を解ܾするためには、こ

れまでの行政ओ体ではなく、地域の現ঢ়や特性をよりೝ

識している市民や地域団体、̣̥̤等、地域で活動する

多様なओ体との࿈ܞ強化がඞ要ෆՄܽとなっています。

●館山市では、10 地۠のコミュニティ組৫が、それͧれಠ自に自ओ的活動を行っています。また、

各地۠で、ொ会組৫による自࣏活動が展開されるとともに、ொ会࿈合協議会における૬ޓの

࿈ܞ調整もਤられています。しかし、人口減少・少子高齢化が進む中で、加入対者は減少し、

組৫そのものの高齢化も進んでいます。加えて、社会の変化と価観の多様化をഎ景に、地域社

会に対する࿈ଳ意識のرബ化も進んでおり、ொ会組৫のະ加入ੈଳが増加するなど、地域コ

ミュニティのਰୀがݒ念されています。地域に住む一人ひとりが地域の一員として、生きがいを持っ

て、安心してらすことができるように、地域コミュニティ活動の活性化がٻめられています。

˙ 基本ํ

˔ Ҭʹ͓͚Δ͑ࢧ߹͍࿈ଳײͷৢɺҬ՝ͷղܾʹ͚ͨίϛϡχςΟ׆ಈ
ͷੑ׆ԽΛࢧԉ͠·͢ɻ

˔ ଟ༷ͳओମͱͷ࿈ܞʹΑΓɺҬͷੑ׆ԽʹΊ·͢ɻ

ܥͷମࡦࢪ ˙

ҬίϛϡχςΟ׆ಈͷਪਐ 　 　 ҬίϛϡχςΟ׆ಈͷਪਐ　
　

ଟ༷ͳओମͱͷ࿈ܞ

基
本
目
標
�

市
民
参
画
・
行
政
運
営

前
期
基
本
計
画

基本目標 7　第 2節　地域コミュニティ活動の推進
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ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）地域コミュニティ活動の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

コミュニティࣄ業の推進

　各地۠のコミュニティ活動団体を支援し、地۠のॿけ
合いや地域活性化の活動を促進します。
　また、ए者ੈ代を中心とした新たなコミュニティ組৫
の創設を促す組みづくりを検౼します。

社会安全課

ொ会活動の促進
　館山市ொ会࿈合協議会の活動を支援するとともに、
ொ会活動の重要性のप知と加入促進により、自࣏活
動の活性化にめます。

社会安全課

（2）多様なओ体との࿈ܞ

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

地域や̣̥̤等による地域活
性化活動の支援

　地域や̣̥̤等のओ体的な活動としての「館山市のҒ
人」にスポットをてた地域活性化の取組に対し、支援
を検౼します。

画課ا

多様なओ体との࿈ܞによるコ
ミュニティの活性化

　市֎に所ࡏする国・ݝ等の機関や学校、ا業、金
༥機関、̣̥̤等、多様なओ体と࿈ܞし、Πϕントの
参加・協力によるに͗わいの創出や、防災・防犯活動、
地域の支え合い活動等を通じた市民の安全・安心の確保
や地域の活性化に取り組みます。

画課ا
社会安全課
Πϕント関係課

ふるさとೲ੫（ふるさと寄附
金）制度の推進

　ೲ付方法やお礼のの充実、13強化により、ふるさ
とೲ੫の֦充をਤり、市の魅力発信や地域活性化の推
進につなげていきます。

画課ا

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

ொ会加入ੈଳ
　（参ߟ）
　平成 27年 4月1時点ொ会加入…89�26ˋ
　˞ொ会加入ʹ
　　ொ会加入ੈଳʸ住民基本ாੈଳʷ100

20213 ੈଳ 20300 ੈଳ

ふるさとೲ੫寄附݅ 198 ݅ 1000 ݅
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第3節	உঁڞಉࢀըのਪਐ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●ै来、防災においては、女性の参画が少ないとݴわれてきましたが、౦本大災をܖ機

として、男女共同参画の重要性が強くೝ識され、全国的に女性の参画を促す取組が進んでいます。

また、国による男女共同参画の視点にཱった法や制度の整備が進み、共ಇきੈଳや女性の就

業の増加など、女性の社会進出は着実に進んでいます。しかし、Ոఉ・地域・৬等において、

性ผによるݻ定的役割担意識は、ґ然として強くっているのが現ঢ়です。

●館山市では、平成 25 年３月に『第３期館山市男女共同参画推進プラン』を策定し、「女
ㆲㆨ

と男
ㆲㆨ

が

共に支えあい、共に輝く社会の実現」を目指した取組を進めています。

●男女共同参画社会の実現のためには、社会のあらゆるにおいて、男女が対等なཱで参画

していくことが重要です。また、人口減少・少子高齢化が進む中で、地域の活力を維持・発展さ

せていくためには、性ผにかかわらず、多様なݸ性と能力がेに発شされる社会の実現がඞ要

ෆՄܽです。男女ともにࣄと生活の調（ϫーク・ラΠϑ・όランス）をਤり、ޓいの能力を活

かして協力し、Ոఉ・地域・৬等、それͧれの໘でいきいきと活躍できる環境づくりがٻめら

れています。

˙ 基本ํ

˔ ଟ༷ͳੑݸͱྗΛ͔͜͢׆ͱ͕Ͱ͖Δɺ๛͔Ͱྗ׆ͷ͋Δஉঁڞಉࢀ画ࣾձͷ
Ί·͢ɻʹൃܒຽͷҙࣝࢢɺ͚ʹݱ࣮

ܥͷମࡦࢪ ˙

உঁڞಉࢀ画ͷਪਐ 　 　 உঁڞಉࢀ画ͷਪਐ　
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標
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基本目標 7　第 3節　男女共同参画の推進
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（1）男女共同参画の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

男女共同参画社会の実現に
向けた取組

　「男女共同参画推進プラン」の策定・推進により、男女
共同参画意識のීٴにめ、性ผにかかわらず、Ոࣄ・
育ࣇ・հ護等のՈఉ生活のੵۃ的参加や、市政・地域
活動などのまちづくりの参画を促し、豊かで調のとれ
た地域活性化の取組を進めます。
　また、市の女性理৬のൺを１割Ҏ上とし、女性の
視点を活かした市政運営にめます。

画課ا
総課

女性活躍支援ࣄ業

　結ࠗ・出産・育ࣇ等の理༝で৬した女性を対に、
業ࣄ、就৬に向けた環境づくりの支援を行うとともに࠶
者に対し、男女共同参画意識のৢ成をਤり、女性のੵۃ
的活用を促します。

画課ا

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

市の審議会等における女性委員割合
28�02ˋ

（平成27年4月1現ࡏ）
30�00ˋ

市৬員の女性理৬ൺ 6�3ˋ 10�0ˋ

25�76…

26�53…
25�93…

23�51…
24�29…

27�17…

26�22…

26�83…
27�29…

29�79…

28�02…

20

25

30

…平成17年度… 18年度… 19年度… 20年度… 21年度… 22年度… 23年度… 24年度… 25年度… 26年度… 27年度

（ˋ）

˞各年度４月１現ࡏ（館山市において委されていた審議会等すべてを対）

審議会等における女性委員割合の推移
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第�節	ใൃ৴ྗのڧԽ

ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●市の全ੈଳに行きる広報「だんஆたてやま」は、館山市の市政情報等を等しく確実にえ
ることができる情報発信手ஈの中核的な役割を果たすもので、市民と市政をつなぐՍけڮとして
ඞ要ෆՄܽです。一方、情報通信ٕज़（̞̘ ̩）の進展にい、ଈ時性・༰ྔ等に༏れたΠンター
ωットഔ体（ϗーϜϖーδや4/4等）による情報発信は、近年、ए者ੈ代を中心に、大きな役割
を果たすようになっています。また、ࡢ今では、報道機関にニュースとして取りѻわれるようಇき
かける「パブリγティ」をੵۃ的に行うことで、それͧれの情報ഔ体の૬効果による情報発信
力の強化・充実がٻめられています。市֎に、より効果的に情報発信を行っていくためには、“৬
員一人ひとりがγティセールスを担う広報担である”という「広報ϚΠンυ」を持ち、各情報ഔ体
の役割や特性をेにೝ識して、ଈ時性・ద時性のある新で活きた情報を発信していくことが
。も重要です࠷
●人口減少・少子高齢化が進む中、全国の多くの自࣏体で、地方創生に向けたγティセールス・
γティプϩϞーγϣン活動に力を入れています。そのような中で、館山市として、どのように特・
ಠ自性を発信できるかが課題となっています。
●̞ ̘̩ の発展は情報のグϩーόル化を促し、֎国人観光客の増加にもつながっています。「2020
年౦ژオリンϐック・パラリンϐックٕڝ大会」の開࠵に向け、֎国人観光客はますます増加する
ものと見ࠐまれ、観光情報を中心とした市政情報の発信についても、グϩーόルな対応が望まれ
ます。
●行政運営における̞ ̘̩活用は、市政情報の発信のみならず、各種申や༧手続き、地域課
題解ܾのためのσータ利活用など、市民の利便性向上と行政の効化にも役ཱっています。しか
し、高度化する情報社会において、αΠόーܸ߈による行政情報・ݸ人情報の流出や݅ࣄٗなど、
新たなڴҖも生じています。̞̘ の̩進展は目まぐるしいものがあります。今後も、市民生活やا
業活動の利便性向上のため、さらなる環境整備とి子自࣏体の推進が望まれるとともに、情報セ
Ωュリティ強化による安全性の確保がٻめられています。

˙ 基本ํ

˔ ଟ༷ͳഔମΛ׆༻͠ɺੵۃతͳใൃ৴ʹΊ·͢ɻ

˔ ̞ ̘̩ͷ͞ΒͳΔڥඋͱར׆༻Λଅਐ͢Δͱͱʹɺߦใɾݸਓใͷอ
Ί·͢ɻʹޢ
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基本目標 7　第 4節　情報発信力の強化
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ܥͷମࡦࢪ ˙

ใൃ৴ྗͷڧԽ 　 　 ใൃ৴ͷڧԽɾॆ࣮　
　

ใԽͷਪਐ

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）情報発信の強化・充実

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

情報発信の強化・充実

　よりわかりやすく、しみやすい広報ࢴの発行により、
市政情報等を的確かつੵۃ的に発信します。
　また、Πンターωットഔ体やパブリγティによる情報発信
を強化し、市政情報等を市֎に広く発信します。
　さらに、市の公ࣜϗーϜϖーδの情報発信力（情報ߋ
新等）を高めるとともに、多ݴ語化を検౼します。

ൿॻ広報課
情報課

　
（2）情報化の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

ి子自࣏体推進ࣄ業
　重要情報のクラウυ化の推進や各種σδタル機ثのߋ
新をਤり、情報安全性の確保にめます。

情報課

地域情報化推進ࣄ業
　Ｗ̸ɻ ̸̛ 環境の整備促進をਤる΄か、̞̩ ϔルプσス
クの運営支援や各種࠲ߨの実施等により、市民の̞̘ ̩
活用を促進します。

情報課

情報セΩュリティの強化
　αΠόーܸ߈など、々ܹ化する情報セΩュリティに対
するڴҖから、行政・ݸ人情報をकるため、情報セΩュリ
ティ対策を強化します。

情報課

σータ利活用の推進

　市が保༗する公共σータについて、市民等が活用しや
すい形ࣜによるオープンσータ化を検౼します。
　また、国や民間ا業等が提ڙするϏッグσータについ
て、まちづくりの活用をڀݚします。

画課ا
情報課

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

市の公ࣜϗーϜϖーδのӾཡճ 258ສճ 420ສճ

民間॓ധ施設のＷ̸ ʵ̸̛ 整備支援Օ所 ʵ 50Χ所

ϑΣΠスブック“いいͶ”݅ 746 ݅ 3600 ݅
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ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●館山市では、「行財政վֵ方針」に基づき、市੫ऩ対策強化によるऩの向上やふるさと
ೲ੫制度の֦充等による新たな財源確保の取組、人݅費の減や各種施設の運営方法の見し
等によるࡀ出減に取り組んできました。しかし、人口減少・少子高齢化にう生産年齢人口の
減少や地域経済の低等により、市੫ऩ入は৳びみ、高齢化にう社会保障関࿈経費の増大
や౦本大災をܖ機とした公共施設のվमࣄ業にىҼする公࠴費の増加等により、財政ঢ়
しさを増しています。さらなる人口減少・少子高齢化の進行により、市੫ऩ入の৳びみとݫはگ
社会保障関࿈経費の増大は今後も続くものと༧され、さらにݫしい財政運営がഭられています。
●ٺ化する公共施設については、将来の人口نを見ਾえた施設のߋ新・౷ഇ合・長ण໋化など、
計画的な対応がٻめられています。また、学校地や市༗地は、地域活性化のためにも、効果的
な利活用がඞ要です。
●財源確保のためのࠜ本的な対策として、新たな産業振興や
移住・定住の促進など、地域経済の活性化や人口減少対策が
められる一方で、中・長期的な視点にཱち、効的・効果ٻ
的な行財政運営を進めるとともに、市民αーϏスの向上をਤ
るため、ݶられた経営資源を࠷大ݶに活かす行政組৫力の
充実・強化がٻめられています。

˙ 基本ํ

˔ தɾ期తͳࡒ༧ଌͱকདྷͷਓنޱΛݟਾ͑ͨࡒߦվֵͷਪਐʹΑΓɺࡒ
ͷ҆ఆͱ݈શԽʹΊ·͢ɻ

Ί·͢ɻʹ্ຽαʔϏεͷ͞ΒͳΔࢢԽʹΑΓɺڧ৫ྗͷॆ࣮ɾߦ ˔

　

ܥͷମࡦࢪ ˙

ઓུతͳࡒߦӡӦ 　 　 　ͷ҆ఆͱ݈શԽࡒ
　
　 　Խڧ৫ྗͷॆ࣮ɾߦ
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基本目標 7　第 5節　戦略的な行財政運営
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（1）財政の安定と健全化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

行財政վֵの推進
　「行財政վֵ方針」等に基づくࡀ入確保やࡀ出減の
取組の着実な実行により、財政の力性を高め、健全で
自ओ性の高い行財政運営をਤります。

行ֵ財政課

公共施設等総合理計画の
策定ٴび実施

　将来の人口نを見ਾえ、長期的な視点による施設の
。新・౷ഇ合・長ण໋化などを計画的に実施しますߋ

行ֵ財政課

地方公会計の整備ٴび活用
　公会計制度のಋ入により、中・長期的な財政見通しを
Ѳし、ࣄ業実施の時期や市࠴発行ֹの調整など、健
全な財政運営をਤります。

行ֵ財政課

市੫等のऩ向上による自
ओ財源の安定確保

　自ओ財源の安定的な確保のため、市੫等のऩの
向上・安定化をਤります。
　また、ೲ੫૬ஊ等により、ೲ੫者の実情にԊったద
なऩにめます。

ೲ੫課

　
（2）行政組৫力の充実・強化

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

৬員のదਖ਼置による市民
αーϏスの向上

　時代や社会の要に力的に対応し、より的確なαー
Ϗスを提ڙするための組৫のฤ成と৬員のదਖ਼置に
めます。

総課

時代のニーズに対応できる৬
員の確保・育成

　多様な৬員࠾用方法の検౼、人ࣄ評価制度の確ཱ、
৬員ݚमの充実などにより、時代のニーズに対応できる、
視の広い৬員の確保・育成にめます。

総課

૭口αーϏスの充実
　来ி者のスϜーズな応対や利便性向上にめるとと
もに、各種証໌ॻのコンϏニ交付や自動交付機のಋ入等、
ニーズに合ったαーϏスの提ڙを検౼します。

市民課

市民૬ஊࣄ業
　市民の近な૬ஊ૭口として、市民૬ஊࣨにおいて、
市民૬ஊୗ員による૬ஊ༰に対するॿݴやઐ機関
のհを行います。

市民課

ೲ付者ニーズに応じたೲ付環
境の整備

　多様化する生活スタΠルやೲ付者ニーズに柔軟に対応
したೲ付環境の整備・促進により、市民の利便性の向上
をਤります。

ೲ੫課

保健・医療・福祉に関する総
合૬ஊ体制の整備

　ෳࡶ多様化する保健、医療、福祉に関する૬ஊ༰に
対し、各෦ॺ・各機関での情報共༗と࿈ܞ体制を強化し、
利用者の視点にཱったϫンストップ総合૬ஊ体制の整備
を行います。

健康課
（健康福祉෦）
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˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

財政調整基金ֹ 14�8 ԯԁ 20�4 ԯԁ

一ൠ市੫ऩ 97�52ˋ 98�00ˋ

国保੫ऩೲ 94�01̀ 95�00ˋ

市੫（国保੫をআく）のऩ推移

95�99ņ 96�02ņ
96�21ņ

96�97ņ

97�46ņ

98�03ņ

97�52

12�95ņ
14�14ņ

16�08ņ
16�94ņ

22�13ņ

18�82ņ

22�34

0�00

5�00

10�00

15�00

20�00

25�00

94�50

95�00

95�50

96�00

96�50

97�00

97�50

98�00

98�50

平成20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

現年度課੫ ೲ܁ӽ（ˋ） （ˋ）

国保੫のऩೲ推移

85�57ņ
84�96ņ

86�31ņ

88�94ņ

91�04ņ

92�40ņ

94�01ņ

13�88ņ 13�49ņ 13�67ņ

16�00ņ

19�14ņ

15�08ņ

11�52ņ
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15�00

20�00

25�00

80�00

82�00

84�00

86�00

88�00

90�00

92�00

94�00

96�00

平成20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

現年度課੫ ೲ܁ӽ（ˋ） （ˋ）
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基本目標 7　第 5節　戦略的な行財政運営
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ঢ়ͱ՝ݱ ˙

●ౡ性という地理的特性を༗する安房地域は、豊かな自然環境にܙまれる一方で、急な少子高
齢化と人口減少、特に地域経済のࠜװにかかわるए年層の流出といった共通の課題を༗しています。
また、防災・安全対策、医療・福祉体制の充実、環境対策、公共交通の維持など、現代を取り巻
く多くの課題は、行政۠域をӽえた広域的な問題となっています。
●国・ݝからのݶݖ移ৡが進む中、財政ঢ়گのݫしいݸ々の自࣏体において、多様化・高度化す
る行政課題や市民ニーズに対し、持続Մ能な方法で、すべてに的確にこたえていくことは、ۃめ
てࠔです。そのため、෯広いで、近ྡ自࣏体等と࿈ܞした施策の展開をਤり、市民の利便
性やαーϏスの向上、行政コストの減がٻめられています。
●観光においては特に、広域的な視点にཱった施策の推進により、地域全体としての魅力向
上と施策効果の増大が期されています。

˙ 基本ํ

˔ ΑΓޮతɾޮՌతͳࡦࢪͷల։Λ目͠ࢦɺ෯͍ͰɺҬతͳ࿈ܞΛݕ౼
͠·͢ɻ

˔ ۙ Ռͷ૿େΛਤΓ·͢ɻޮࡦࢪͱ্ΑΓɺҬͷັྗʹܞମͱͷ࿈࣏ࣗྡ
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実   推 計 

【出య】
総ল「国勢調査」
国ཱ社会保障・人口問題ڀݚ所「本の地域ผ将来推計人口」
【ه】
2010年までは「国勢調査」のσータに基づく実
2015年Ҏ߱は「国ཱ社会保障・人口問題ڀݚ所」のσータに基づく推計



151

ܥͷମࡦࢪ ˙

ͷਪਐߦҬ 　 　 　ͷਪਐߦҬ
　

ͷల։ࡦࢪ ˙

（1）広域行政の推進

計画ࣄ業名 業༰ࣄ 担課

γϏックコアの検౼

　中心市街地の活性化と、生活にඞ要なॾ機能が近し
た効的で利便性の高いまちづくりを目指すため、市
にある国・ݝ・市・一෦ࣄ組合等の公ி施設を集
するための調査・ڀݚを進めます。

画課ا

広域࿈ܞの充実

　人口減少問題や地方創生など、地域に共通する課題に
対し、「定住自ཱݍ構」や新たな広域的࿈ܞを検౼する
とともに、将来的な市ொଜ合ซのՄ能性についてもڀݚ
します。
　また、関係市ொ等で構成する各種協議会等を通じ、自
を強化し、地域の魅力向上と施策効果の増ܞ体間の࿈࣏
大をਤります。

画課ا

˙ Ռࢦඪɾ目ඪ

指標名 現ঢ় 目標

新たな広域的࿈ࣄܞ業 ʵ 3݅

安房３市１ொ…

…ೆொڒ …川市י

ೆ房総市館山市…

基
本
目
標
�

市
民
参
画
・
行
政
運
営

前
期
基
本
計
画

基本目標 7　第 6節　広域行政の推進
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館
山
市
は
、
気
候
が
温
暖
で
暮
ら
し
や
す
い
し
、

海
が
あ
り
、
食
べ
る
も
の
も
お
い
し
い
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
で
き
れ
ば
ず
っ
と
館
山
市
に

暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
作
文
を
書
く
の
に
僕
は
、
館
山
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
ま
し
た
。

　

館
山
市
は
、
僕
の
生
ま
れ
た
平
成
十
二
年
か
ら
今

年
ま
で
で
、
定
住
人
口
が
四
千
人
近
く
減
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
な
の
に
住
む

人
が
減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
考
え
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
働
く
と
こ
ろ
が
少
な
い
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
企
業
が
な
い
の
で
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
自
力
で
頑
張
っ
て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
働
け
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
定
住
人
口
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
働
け
て
、
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
な
っ
て
、
害
も
少
な
く
安
全
で
と
考
え
る
と
、
や
は

り
医
療
の
充
実
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
中
学
校…

二
年　

伊い
と
う東　

励れ
い

こ
ん
な
街
に
な
っ
た
ら
い
い
な
館
山
市

＜中学生の部＞

　

医
療
に
は
各
年
齢
層
の
人
が
か
か
わ
る
し
、
住
ん

で
い
る
人
に
は
大
き
な
安
心
で
す
。
大
き
な
病
院
で

働
く
人
た
ち
が
定
住
し
て
く
れ
れ
ば
人
口
が
増
え
、

市
の
財
政
も
潤
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
北
へ
の
通
勤
・
通
学
を
考
え
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
み
ん
な
が
自
宅
か
ら
通
え
る
よ

う
に
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
っ
と
工
夫
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。
一
つ
の
例
と
し
て
、
せ
っ
か
く
鉄
道

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
バ
ス
よ

り
短
時
間
で
蘇
我
や
東
京
に
つ
け
る
よ
う
な
列
車
を

運
行
し
て
ほ
し
い
で
す
。
駅
近
隣
に
大
き
な
駐
車
場

を
整
備
す
れ
ば
利
用
者
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
工
夫
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
お
金
の
か
か
る
こ
と
な
の
で
、
館
山
市
だ
け
で

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
近
隣
の
市

町
と
協
力
し
て
、
県
政
を
巻
き
込
ん
だ
構
想
が
必
要

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
が
生
活
の
た
め
に
館
山
を
離
れ
な
く
て
済

む
よ
う
に
、
生
活
基
盤
と
利
便
性
が
充
実
し
た
街
に

な
っ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

ͮͪ·ͷࢁؗ Γ͘࡞จίϯΫʔϧೖબ࡞

優秀賞

˞学年は平成 26 年度時点
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˔前期基本計画ͷମܥ

　基本目標ー基本施策（節）ー施策ー計画ࣄ業　֘ϖーδ（˗は重点プランࣄ業です。）

基本目標１　ʦ子育て・福祉・医療ʧޓいにॿけ合い…୭もが健康で…いきいきとらせるまち

第１節　子育て環境の充実

（１）安心して৷・出産できる環境づくり ৷・出産に関するਖ਼しい知識のීܒ・ٴ発 ̥54

代同居・近居の推進ੈࡾ ̥54

（２）৷・出産・子育ての一؏した支援 ˗ 子保健ࣄ業 ̥54

（３）子育てしやすい環境づくりの推進 子育て支援ࣄ業 ̥55

˗ 保育園・こども園における保育αーϏスの充実 ̥55

༮ࣇ教育の充実 ̥55

˗ 「元気な広」運営ࣄ業 ̥55

学ಐクラブ運営ࣄ業 ̥55

（４）子育てՈఉの支援の充実 ˗ 子ども医療費څ付ࣄ業 ̥55

ひとりՈఉ支援ࣄ業 ̥55

業ࣄωットϫークࢭ防ٮಐࣇ ̥55

（５）子育て環境の整備 ˗ 保育園・༮ஓ園・こども園の整備充実 ̥56

˗ 保育園・༮ஓ園・こども園における安全対策の充実 ̥56

第２節　高齢者福祉の充実

（１）高齢者を支える地域づくり ˗ 「地域แׅケアγステϜ」の構築 ̥58

地域で高齢者を支える体制づくりࣄ業 ̥58

˗
地域で高齢者を支える体制づくりࣄ業…
（地域แׅ支援センターࣄ業）

̥58

社会参画・生きがい活動の促進ࣄ業 ̥58

高齢者見कりࣄ業 ̥58

「本൛̧̘̘̘」のಋ入に向けた検౼ ̥58

（２）高齢者の生活支援 館山市高齢者保健福祉計画の推進 ̥59

高齢者のݖ利༴護ࣄ業 ̥59

安定したհ護保ݥ制度の運営 ̥59

հ護保ݥ特ผ会計の܁出ࣄ ̥59

հ護૬ஊ員ݣ等ࣄ業 ̥59

人ϗーϜ入所ા置ࣄ業 ̥59

業ࣄ福祉αーϏスࡏ ̥59

第３節　障害者福祉の充実

（１）障害福祉αーϏスの充実 館山市障害者計画の推進 ̥61

障害者支援に関するࣄ業 ̥61

障害ࣇ支援に関するࣄ業 ̥61

（２）障害者の社会参加促進 地域生活のための支援ࣄ業 ̥61

第４節　低所得者福祉の充実

（１）低所得者福祉の充実 生活ځࠔ者自ཱ支援ࣄ業 ̥62

生活保護ࣄ業 ̥62

第５節　地域福祉の推進

（１）地域福祉の推進 地域福祉に関するࣄ業 ̥63

館山市地域福祉計画の策定 ̥63
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第６節　保健・医療体制の充実

（１）医療体制の充実 ˗ 救急医療体制確保ࣄ業 ̥65

護ࢣ等म学資金ି付制度 ̥65

かかりつけ医のීٴ・定着 ̥65

（２）医療保ݥ制度の健全な運営 国民健康保ݥ運営ࣄ業 ̥65

国民健康保ݥ特ผ会計の܁出ࣄ ̥65

後期高齢者医療運営ࣄ業 ̥65

後期高齢者医療特ผ会計の܁出ࣄ ̥65

期人間υックॿ成ࣄ業 ̥65

第７節　健康づくりの推進

（１）コミュニティ医療の充実 ˗ コミュニティ医療推進ࣄ業 ̥67

（２）保健活動の推進 健康増進ࣄ業 ̥67

地域ぐるみ健康づくり支援ࣄ業 ̥67

（３）༧防活動の充実 生活習׳ප対策 ̥67

༧防種ࣄ業 ̥67

છ༧防対策ײ ̥67

基本目標２　ʦ教育・文化ʧ地域のތりとѪ着をもち　心豊かな人ࡐが育つまち

第１節　学校教育の充実

（１）「生きる力」を育成する教育の推進 ˗ 「生きる力」を育成する教育の推進 ̥72

福祉・環境・Ωϟリア教育の推進 ̥72

国際理解教育の推進 ̥72

情報（Ϟラル）教育の推進 ̥72

学校における৯育の推進 ̥72

খ・中学校体育振興の推進 ̥72

生活習׳ප༧防検ࣄ業 ̥72

特ผ支援教育体制の推進 ̥72

教育૬ஊ体制の充実 ̥72

安全対策の充実 ̥72

教৬員ݚमの充実 ̥72

（２）教育活動の充実 特৭ある学校づくり ̥72

ܳज़・文化による豊かな心の育成 ̥72

（３）就学・通学の支援 就学費援ॿࣄ業 ̥73

ふるさと創生学資金ି付ࣄ業 ̥73

˗ ԕڑ通学支援ࣄ業（スクールόス運行ࣄ業・通学費ิॿࣄ業） ̥73

（４）教育環境の整備・充実 ˗ 学校施設の整備充実 ̥73

˗ 学校څ৯センターの整備・運営 ̥73

学校用教ࡐ備の整備 ̥73

少子化に対応した教育環境の向上 ̥73

学校۠コミュニティの形成 ̥73

情報教育環境の整備 ̥73
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第２節　青少年の健全育成強化

（１）青少年の健全育成強化 青少年健全育成体制の充実 ̥75

์課後子ڙ教ࣨの推進 ̥75

ふるさと体ݧ活動の推進 ̥75

第３節　生涯学習の推進

（１）学習機会の提ڙ 生涯学習࠲ߨ・教ࣨの開࠵ ̥77

Ոఉ教育ࣄ業の推進 ̥77

ಐαーϏスの充実ࣇ ̥77

ਤॻ館機能の充実 ̥77

（２）学習活動の支援 αークル活動の支援 ̥77

生涯学習Ϙランティア制度の充実 ̥77

第４節　歴史の継承と文化の振興

（１）歴史・文化の保ଘ・継承 等の充実࠲ߨ・土に関する展ཡ会ڷ ̥79

ڙ土資ྉのऩ集・保ଘと提ڷ ̥79

ത館機能の充実 ̥79

文化財の保ଘ・活用 ̥79

観光スポットとしての歴史文化Ҩ産の活用 ̥79

民ଏܳ能承者の育成 ̥79

国史「ཬ見ࢯ　Ҵଜ」の保ଘ・整備 ̥79

ふるさと情報の発信強化 ̥79

（２）文化の振興 ܳज़文化活動の充実 ̥80

全国大学ϑラメンコϑΣスティόルの開࠵ ̥80

第５節　スポーツの振興によるまちづくり

（１）市民スポーツの振興 生涯スポーツの機会提ڙ ̥82

社会体育団体の育成支援 ̥82

社会体育施設の整備充実 ̥82

学校体育施設開์ ̥82

（２）スポーツ観光の推進 ˗
オリンϐック・パラリンϐックのϨΨγー（Ҩ産）を
　　　　　　　　　　　　　　　　　見ਾえたまちづくり

̥82

˗ 館山ए潮Ϛラιン大会の魅力向上 ̥82

スポーツΠϕントの開࠵ ̥82

第６節　国際交流・地域間交流の促進

（１）国際交流・地域間交流の促進 国際交流の推進 ̥84

֎国語දهによる情報発信 ̥84

地域間交流の推進 ̥84
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基本目標３　ʦ産業・経済ʧ地域にࠜ͟した産業で　に͗わいと豊かさあふれるまち

第１節　観光の振興

（１）海の魅力を活かした観光振興 『館山振興Ϗδϣン』の推進 ̥89

海路の充実 ̥89

海辺のまちづくり推進ࣄ業 ̥89

˗ 海・ۭ間利用者のϚφー向上 ̥89

˗ 海水ཋの開設 ̥89

海؛利活用ࣄ業 ̥89

特定地域振興重要ߓ館山ߓの整備・利用の促進 ̥89

（２）観光の魅力を高める資源の活用 新観光ཱ市たてやま行動計画の策定 ̥90

観光産業活性化支援ࣄ業 ̥90

観光広域࿈ܞ ̥90

֎国人観光客डけ入れଶ勢等の整備 ̥90

体ݧ型ツーリズϜの促進 ̥90

グリーン・ブルーツーリズϜの推進 ̥90

観光施設理ࣄ業 ̥90

（３）ブランυ化の推進 観光産ブランυ化の推進 ̥91

観光資源の組み合わせによる館山ブランυの向上 ̥91

「館山ふるさと大」・「館山ふるさと特」制度による…
館山市の̧̥ٴび域活動の活性化

̥91

（４）観光̧̥の強化 観光Πϕントࣄ業 ̥91

観光情報の発信・̧̥ ̥91

ϚスコットΩϟラクター活用によるプϩϞーγϣン ̥91

館山の魅力発信ࣄ業 ̥91

第２節　農水産業の振興

（１）農水産業の活性化 農産のブランυ化推進等による農業経営安定化支援ࣄ業 ̥94

農水産の６次産業化の推進 ̥94

地産地消の推進 ̥94

ધ形ߓړप辺の活性化 ̥94

（２）農水産業の担い手育成支援 新たな農業の担い手の育成・確保 ̥95

農業の担い手育成・確保と組৫的な営農スタΠルの後ԡし ̥95

地域農業活動支援ࣄ業 ̥95

水産振興支援ࣄ業 ̥95

（３）農業基盤の整備 環境と調した農業の推進 ̥95

ச産振興支援ࣄ業 ̥95

˗ ༗害ௗ्対策ࣄ業 ̥95

農業生産基盤の整備 ̥95

˗ 農地の保全と༗効活用 ̥95

農業経営安定対策の推進 ̥95

中山間地域の活力維持 ̥95

（４）水産業の基盤整備 業ࣄ業経営支援ړ ̥96

業ࣄ業支援ړഓ ̥96

業ࣄ利活用ߓړ ̥96
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第３節　商工業の振興

（１）商工業の振興 地域商業活性化支援ࣄ業（中心市街地の活性化） ̥98

中খا業༥資ࣄ業 ̥98

౷的工ܳ活性化ࣄ業 ̥98

商工関係団体支援ࣄ業 ̥98

ౡ振興法によるॾ制度の利活用の検౼ ̥98

第４節　新たな雇用の創出と就業支援の強化

（１）新たな雇用の創出 ˗ 新たな雇用の創出 ̥100

˗ 業ࣄ業༠க推進ا ̥100

˗ 創業促進支援ࣄ業 ̥100

（２）就業支援の強化 ˗ 地域のニーズをとらえた就業支援強化 ̥100

հ護・福祉人ࡐの確保に向けた支援 ̥100

第５節　移住・定住の促進

（１）移住・定住の促進 ˗ 移住・定住促進ࣄ業 ̥102

αテラΠトΩϟンパス༠கࣄ業 ̥102

市高校ブランυ化支援ࣄ業 ̥102

同૭会支援ࣄ業 ̥102

出会い・ࠗ活支援ࣄ業 ̥102

第６節　交流拠点施設を核とした地域活性化

（１）交流拠点施設を核とした地域活性化 交流拠点「“ॷのӺ”たてやま」機能強化ࣄ業 ̥104

˗ 「৯のまちづくり」の推進による地域産業の活性化 ̥104

基本目標４　ʦ基盤整備ʧ生活基盤が充実し　շదでらしやすいまち

第１節　住環境の充実と市街地の利便性向上

（１）住環境の充実 住環境向上のための支援 ̥108

築の化の促進ݐ ̥108

˗ ۭきՈ対策 ̥108

市営住のదな理 ̥108

（２）市街地の利便性向上 館山Ӻ౦口Ӻ前広の整備 ̥108

第２節　公園の機能充実と緑化の推進

（１）公園の機能充実と緑化の推進 都市公園の整備 ̥110

Ֆのまちづくりの推進 ̥110

第３節　道路環境の充実と河川整備の促進

ઢ道路の整備װ（１） 国道・ݝ道の整備促進 ̥113

˗ ౦関౦自動ं道館山ઢ等の整備促進 ̥113

地域高֨ن道路の整備促進 ̥113

˗ 都市計画道路ધ形館山ઢ（ધ形όΠパス）の整備 ̥113

都市計画道路青༄大լઢの整備 ̥113

（２）市道の整備 道路վྑࣄ業 ̥113

業ࣄધ踏վྑؿ ̥113

道路ഉ水整備ࣄ業 ̥113

歩道整備ࣄ業 ̥113
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（３）市道の維持理 道路維持ิमࣄ業 ̥114

トンωル長ण໋化मસࣄ業 ̥114

道路法໘長ण໋化मસࣄ業 ̥114

道路ฮิमࣄ業 ̥114

業ࣄྊ整備ڮ ̥114

（４）河川の安全確保 河川整備維持ิमࣄ業 ̥114

二ڃ河川の整備促進 ̥114

Ӎ水ഉ水路等の整備 ̥114

第４節　交通体系の充実

（１）地域交通の確保・維持 ˗ 域公共交通の確保・維持 ̥116

自転ं利用促進ࣄ業 ̥116

（２）広域交通の充実 高όスωットϫークの整備促進 ̥116

高道路等通行ྉ金割Ҿ制度の֦大 ̥116

మ道の維持と利便性の向上 ̥116

基本目標５　ʦ環境共生ʧ人と自然が共生する　環境にやさしいまち

第１節　自然環境の保全と景観形成の促進

（１）自然環境の保全 ྛ・ཬ山保全整備ࣄ業 ̥120

自然環境保全活動団体支援ࣄ業 ̥120

自然環境保全対策ࣄ業 ̥120

ຒཱࣄ業者の指ಋ・ಜ強化 ̥120

（２）公害防ࢭ対策の推進 公害防ࢭ対策ࣄ業 ̥120

水࣭・土・大気視ࣄ業 ̥120

ෆ法غ防ࢭ対策ࣄ業 ̥120

（３）景観形成の促進 景観計画の策定 ̥120

第２節　環境・衛生対策の充実

（１）ഇغॲ理体制の充実 ˗ 広域ごみॲ理施設の整備促進 ̥122

ૈ大ごみॲ理施設運営ࣄ業 ̥122

業ࣄऴॲ運営࠷ ̥122

ਗ਼センター運営ࣄ業 ̥122

衛生センター運営ࣄ業 ̥122

（２）水道ࣄ業の経営基盤強化の推進 水道の౷合・広域化の促進ݝ ̥122

（３）Լ水道の整備・ීٴ 合ซॲ理ড়化૧ීࣄٴ業 ̥123

公共Լ水道館山ॲ理۠第２期整備ࣄ業 ̥123

公共Լ水道の続向上 ̥123

公共Լ水道ऴॲ理維持理ࣄ業 ̥123

Լ水道ࣄ業特ผ会計の܁出ࣄ ̥123

第３節　資源循環型社会の構築

（１）資源循環型社会の構築 ごみ減ྔ化・࠶資源化ࣄ業 ̥125

環境美化推進ࣄ業 ̥125

地ٿԹஆ化対策ࣄ業 ̥125
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基本目標６　ʦ防災・安全ʧ市民の安全が確保され…地域ぐるみで支え合う…安心してらせるまち

第１節　防災体制の強化

（１）防災力の強化 地域防災力強化ࣄ業 ̥130

災害対応力強化ࣄ業 ̥130

災害情報達手ஈの整備 ̥130

（２）対策の推進 ˗ 防災まちづくりࣄ業 ̥130

第２節　消防・救急の充実

（１）消防環境の充実 消防団拠点施設の整備 ̥132

消防ポンプ自動ं整備ࣄ業 ̥132

消防水利の整備 ̥132

（２）消防団活動の充実 消防団員の確保と۰վળ ̥132

消防団員の育成ٴび市民の防Ր意識の高༲ ̥132

（３）消防・救急体制の充実 消防・救急体制の充実 ̥132

第３節　交通安全・防犯体制の強化

（１）交通安全・防犯体制の強化 交通安全対策の推進 ̥134

自転ंறं維持ࣄ業 ̥134

防犯環境整備ࣄ業 ̥134

第４節　消費者保護対策の推進

（１）消費者保護対策の推進 安全・安心な消費生活の確保 ̥135

基本目標 7　ʦ市民参画・行政運営ʧ市民と行政が協力し…ともにߟえ…ともに築く…持続Մ能なまち

第１節　市民参画の促進

（１）市民と行政の協力体制づくり 広ௌ体制の充実 ̥140

まちづくりϞニター制度 ̥140

市民と行政による協ಇࣄ業の充実 ̥140

市民と議会との情報交流の強化 ̥140

第２節　地域コミュニティ活動の推進

（１）地域コミュニティ活動の推進 コミュニティࣄ業の推進 ̥142

ொ会活動の促進 ̥142

（２）多様なओ体との࿈ܞ 地域や̣̥̤等による地域活性化活動の支援 ̥142

多様なओ体との࿈ܞによるコミュニティの活性化 ̥142

ふるさとೲ੫（ふるさと寄附金）制度の推進 ̥142

第３節　男女共同参画の推進

（１）男女共同参画の推進 男女共同参画社会の実現に向けた取組 ̥144

女性活躍支援ࣄ業 ̥144

第４節　情報発信力の強化

（１）情報発信の強化・充実 情報発信の強化・充実 ̥146

（２）情報化の推進 ి子自࣏体推進ࣄ業 ̥146

地域情報化推進ࣄ業 ̥146

情報セΩュリティの強化 ̥146

σータ利活用の推進 ̥146
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第５節　戦略的な行財政運営

（１）財政の安定と健全化 ˗ 行財政վֵの推進 ̥148

˗ 公共施設等総合理計画の策定ٴび実施 ̥148

˗ 地方公会計の整備ٴび活用 ̥148

˗ 市੫等のऩ向上による自ओ財源の安定確保 ̥148

（２）行政組৫力の充実・強化 ৬員のదਖ਼置による市民αーϏスの向上 ̥148

時代のニーズに対応できる৬員の確保・育成 ̥148

૭口αーϏスの充実 ̥148

市民૬ஊࣄ業 ̥148

ೲ付者ニーズに応じたೲ付環境の整備 ̥148

˗ 保健・医療・福祉に関する総合૬ஊ体制の整備 ̥148

第６節　広域行政の推進

（１）広域行政の推進 γϏックコアの検౼ ̥151

広域࿈ܞの充実 ̥151
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˔第̐次ؗࢢࢁ૯߹計画ࡦఆํ

ࢫఆͷझࡦ　�１

　本市では、平成13年度からの15年間を計画期間とする『第３次館山市総合計画』に基づき、「輝

く人・美しい自然　元気なまち館山」を将来像としたまちづくりを進めてきました。

　その間、地方ݖの進展や急な少子・高齢化と人口減少、グϩーόル経済Լでの景気低、ま

た、平成23年３月の౦本大災発生による安全・安心の関心の高まりなど、社会経済情勢は大

きく変化しました。

　こうしたঢ়گの中、さま͟まな課題をりӽえ、本市が将来にわたって持続Մ能なまちづくりを

行っていくためには、長期的な視点にཱち、これまでҎ上に重点的・効的な行政運営がඞ要とさ

れます。

　そこで、平成27年度をもってऴྃする現総合計画に代わり、平成28年度から平成37年度までの10

年間を展望した新たな『第４次館山市総合計画』（ҎԼ、「新総合計画」という。）を策定します。

２�　基本構想ͷҐஔ͚

　新総合計画を構成することとなる「基本構」については、平成23年の地方自࣏法のվਖ਼によ

り、策定をٛ付けるن定がഇࢭされ、法的位置付けがなくなりましたが、市民とともに、どのよう

なまちづくりを進めていくのか、市の目指すべき将来像をࣔす「まちづくりの指針」として、また、一

体性をもった計画的な市政の運営ٴび推進のための重要な指針として、これまで同様、市の࠷上位

の方針として位置付けるものです。

ࢹఆͷࡦ　��

　新総合計画は、次の基本的な視点に基づき策定します。

（１）社会経済情勢にଈした計画づくり

　社会・経済・財政ঢ়گ等、本市を取り巻く環境をेにੳ・検౼し、課題をదにೝ識した

上で、今後の動向にもྀߟした計画を策定します。

（２）現総合計画の評価・総ׅを踏まえた計画づくり

　現総合計画についてेな検証を行い、市の施策の現ঢ়・達成度・課題を໌確化するととも

に、その評価・総ׅ結果を新総合計画づくりにもөします。

（３）広ൣな市民の意見をөさせた計画づくり

　策定にあたっては、策定過ఔのಁ໌性を確保するとともに、総合計画審議会の公ื委員の

ื集や、市民意識調査、各種࠙ஊ会など、さま͟まな形で市民の意見・意向をѲし、計画に取り

入れます。

（４）市の特性を活かした計画づくり

　美しい自然、ڷ土の文化・歴史をはじめとした地域の資源や特性を多֯的にੳし、本市のՄ

能性を࠷大ݶに活かした戦略的な計画を策定します。
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（５）実効性を重視した計画づくり

、むべき施策については、બと集中をਤるとともにࠐを踏まえ、計画にりگしい財政ঢ়ݫ　

༧ࢉ・行政評価と࿈動した実効性の高い計画とします。また、をまたがる政策課題について

は、ԣஅ的な࿈ܞのもと実施し、૬効果を高めるなど、効的・効果的な計画とします。

（６）市民が共༗できる計画づくり

…「まちづくりの指針」として、市民・団体・ا業・行政等が共༗し、共に実ફしていけるような、わ

かりやすく、しみやすい計画を策定します。

�� 構ٴͼ期ؒ

（１）構成

　新総合計画は、平成37年度を目標年度とする「基本構」ٴび「基本計画」から構成するもの

とします。

　ᶃ基本構

　長期的な視点にཱち、本市のまちづくりの基本理念や、目指すべき将来像など、市政の長期

的Ϗδϣンをࣔすものです。

　ᶄ基本計画

　基本構を実現するための各政策の۩体的な施策・ࣄ業を໌ࣔし、総合的・体系的にま

とめたものです。

（２）期間

　ᶃ基本構

　　　　10年間（平成28年度ʙ平成37年度）

　ᶄ基本計画

　　　　前期　５年間（平成28年度ʙ平成32年度）

　　　　後期　５年間（平成33年度ʙ平成37年度）

ఆମ੍ࡦ　��

　新総合計画は、次の体制により策定します。

（１）総合計画審議会

　さま͟まな行政における༗識者等で構成する「館山市総合計画審議会」を設置し、市長か

らの諮問による新総合計画策定にかかる重要߲ࣄ等に関して、総合的かつઐ的なཱから、審

議いただきます。

（２）市議会

　総合計画の策定過ఔにおいて、దٓ情報提ڙを行うとともに、市議会の議ܾを経て策定します。

（３）ி体制

ᶃا画審議委員会

…「館山市ا画審議委員会نఔ」に基づき、総合計画を策定する上での重要߲ࣄを審議し、総合

的な調整をਤるため、෭市長を委員長、教育長ٴび෦長ڃの৬員を委員として構成します。
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ᶄ策定委員会

　各෦ٴび教育委員会ごとに、施策༰のཱ案ٴび調整を行うため、෦課長ڃの৬員で構成し、

担෦長等が委員長となります。

ᶅ策定൝

　策定委員会の施策༰にかかる資ྉのऩ集、ੳٴびૉ案の࡞成を行うため、ݪଇとして、課

等ごとに෭課長、係長ٴびこれらの૬৬などで構成します。

　ただし、策定委員長がෆ要とஅした合は、このݶりではありません。

ᶆࣄہ

　総合計画審議会ٴびا画審議委員会のࣄہは、市長公ࣨا画課に設置します。

（４）市民参画

　計画策定にあたっては、広く市民からのニーズをѲし、意見をөさせます。

　・市民意識調査　　・各種࠙ஊ会　　・パブリックコメント　　・そのଞ

˙策定体制Πメーδ

総合計画審議会

市民意識調査

【市民参画】

市民ニーズの
Ѳ

参加機会の提ڙ
情報提ڙ

市民の

答申 議ܾ

説໌・提案諮問

報ࠂ

協議

【ி体制】

画課اɿ市長公ࣨہࣄ˞

画審議委員会ا

各 種 ࠙ ஊ 会

策 定 委 員 会

パブリックコメント

策　 定　 ൝
そ　 の　 ଞ

市　　　長 市　議　会
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ఆεέδϡʔϧࡦ 　��

　新総合計画は平成26年度・平成27年度の２Χ年かけて策定します。

ʻओな༧定ʼ

【平成26年度】

（１）基礎調査の実施

（２）市長ΠンタϏューの実施

（３）現行総合計画の検証・総ׅ

（４）市民意識調査の実施

（５）8ＥＢアンケートの実施

（６）৬員意識調査の実施

（７）総合計画審議会の開࠵

（８）ி検౼会議（ا画審議委員会等）の開࠵

（̕）基本構ࠎ子（ૉ案）の検౼

（10）基本計画ૉ案の検౼

【平成27年度】

（１）各種࠙ஊ会の開࠵

（２）総合計画審議会の開࠵

（３）ி検౼会議（ا画審議委員会等）の開࠵

（４）基本計画ݪ案の検౼

（５）パブリックコメント（基本構・基本計画）の実施

（６）新総合計画の策定（市議会議ܾ）

【平成28年度】

新総合計画スタート
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ઃஔྫʢൈਮʣؔػෟଐࢢࢁؗ˔
	 昭和42年3月23日　条例第13号
	 平成27年3月23日　条例第11号（改正時点）
（目的）
第１条　この条例は，法令に特別の定めあるものを除き，市長の権限に属する事務を処理するための
組織について必要な事項を定めることを目的とする。
（附属機関の定義）
第２条　附属機関とは地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第138条の４第３項の
規定により設置され市長の諮問に応じて審査又は調査をするための機関をいう。
（設置）
第３条　本市に別表に掲げる附属機関を置き，当該附属機関において担任する事務，組織，委員の構
成，定数及び任期は，同表右欄に掲げるとおりとする。
（会長及び副会長）
第４条　会長又は委員長（以下「会長」という。）及び副会長又は副委員長（以下「副会長」という。）
は，委員の互選によってこれを定める。
２　会長は，当該附属機関の事務を総理し，当該附属機関を代表する。
３　副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは，その職務を代理する。
４　副会長が置かれていない附属機関にあっては，会長に事故のあるとき又は会長が欠けたときは，
会長があらかじめ指定する者が会長の職務を代理する。
（委員の任命等）
第５条　委員は市長が任命又は委嘱する。
２　委員に欠員を生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。
（会議）
第６条　附属機関の会議は，市長の諮問に応じて会長が招集し，会長が会議の議長となる。
２　会議は，委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。
３　会議の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
（会議の運営等）
第７条　この条例で定めるもののほか，附属機関の議事及び運営に関し必要な事項は会長が定める。
（特例）
第８条　この条例の規定にかかわらず法第138条の４第３項の規定に基づき設置された館山市特別
職報酬等審議会，館山市農業協力員並びに館山市情報公開・個人情報保護審査会及び館山市情報公
開・個人情報保護審議会の設置，組織及び運営については，それぞれ館山市特別職報酬等審議会条例
（昭和39年条例第49号），館山市農業協力員設置条例（昭和31年条例第27号），館山市情報公開条例
（平成16年条例第１号）及び館山市個人情報保護条例（平成16年条例第８号）に定めるところによる。
（市長への委任）
第９条　この条例に定めるもののほか必要な事項は，市長が定める。
～以下略～
　
別表（第３条）　～抜粋～
附属機関名 担任する事務 組織 委員の構成 定数 任期

館山市総合
計画審議会

館山市総合計画を審議し，その実施に関
し必要な調査を行い市長に答申し，又は
建議すること。

会長

委員

市議会議員
教育関係者
産業関係者
知識経験者

４人
２人
８人
６人

２年
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【任期】平成２６年７月２５日～平成２８年７月２４日
※順不同，敬称略

委員構成 氏　　　名 備　　　　　考 委嘱替え
任期

市議会議員

　石　井　敏　宏

　三　澤　　　智 H26.7.25～
　　H27.2.17

　石　井　信　重 H27.2.18～
　　H28.7.24

　望　月　　　昇

　森　　　正　一

教育関係者

○半　澤　美緒子 館山市教育委員会　推薦

　石　井　　　誠 国立館山海上技術学校　推薦	 H26.7.25～
　　H27.3.31

　澤　田　茂　一 国立館山海上技術学校　推薦	 H27.4.1～
　　H28.7.24

産業関係者

◎杉　井　繁　樹 館山商工会議所　推薦

　髙　橋　　　實 安房農業協同組合　推薦

　鈴　木　久　雄 館山市漁業協同組合連合協議会　推薦

　小　金　晴　男 一般社団法人館山市観光協会　推薦

　原　　　　　徹 公益社団法人安房医師会　推薦

　須　田　敏　男 館山市地域公共交通会議　推薦

　吉　田　南　子 館山市地域包括支援センターなのはな　推薦

　安　田　憲　史 一般社団法人館山青年会議所　推薦	 H26.7.25～
　　H27.1.25

　池　田　太　一 一般社団法人館山青年会議所　推薦	 H27.1.26～
　　H28.7.24

知識経験者

　石　井　久　治 館山市町内会連合協議会　推薦

　鈴　木　正　弘 社会福祉法人館山市社会福祉協議会　推薦

　三　浦　英　喜 館山市体育協会　推薦	 H26.7.25～
　　		H27.6.1

　忍　足　伸　一 館山市体育協会　推薦	 H27.6.2～
　　H28.7.24

　古　橋　博　子 館山市子ども・子育て会議　推薦

　田　中　真　由 公募委員

　溝　口　かおり 公募委員

（◎は会長，○は職務代理者）
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	 館　企　第	 	 ２１	 	 号
	 平成２６年７月２５日

　館山市総合計画審議会　
　会	長　　杉	井	繁	樹　様

館山市長　　金	丸　謙	一

第４次館山市総合計画の策定について（諮問）
		第４次館山市総合計画を策定するに当たり，貴審議会のご意見をいただきたく，諮問い
たします。
																							
[諮問理由]
　本市では，平成１３年度から平成２７年度までを計画期間とする「第３次館山市総合
計画」に基づき，『輝く人・美しい自然　元気なまち館山』を将来像としたまちづくり
を進めてきました。
　その間，地方分権の進展や急速な少子高齢化と人口減少，グローバル経済下での景気
低迷，また，平成２３年３月の東日本大震災発生による安全・安心への関心の高まりな
ど，社会経済情勢は大きく変化しました。
　こうした状況の中，さまざまな課題を乗り越え，本市が将来にわたって持続可能なま
ちづくりを行っていくためには，長期的な視点に立ち，これまで以上に重点的・効率的
な行政運営が必要とされます。
　そこで，平成２７年度をもって終了する現総合計画に代わり，平成２８年度から平成
３７年度までの１０年間を展望した新たな「第４次館山市総合計画」を策定するため，
貴審議会委員の皆様の多角的・専門的なご意見をいただきたく，諮問いたします。
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平成２７年１１月１８日

　館山市長　金丸　謙一　様

館山市総合計画審議会
会　長　　杉井　繁樹

第４次館山市総合計画について（答申）

　平成２６年７月２５日付け館企第２１号をもって諮問のあった第４次館山市総合計画
の策定について，次のとおり答申します。

答　申
　現在，我が国は，急激な人口減少・少子高齢社会を迎えています。人口減少は，産
業・経済・生活基盤等，社会のあらゆる場面での活力低下につながる深刻な問題であ
り，国を挙げて，人口減少問題の克服と地域の活性化を図る「地方創生」に取り組んで
います。
　そのような中，本審議会では，各種アンケートやタウンミーティング，パブリックコ
メントなどを通じ，広く市民の意見を取り入れ，地方創生施策の検討と，総合計画に係
る審議を慎重に重ねてきました。
　その結果，館山の特性・強みを活かし，市内外から選ばれるまちを目指す“まちづく
りの指針”として，本総合計画案を取りまとめました。
　計画の推進にあたっては，市民や「産官学金労言」の各種業界等と行政とが一丸と
なって，将来都市像「笑顔あふれる	自然豊かな“あったか	ふるさと”館山」の実現に向
け，下記事項に留意しながら，弾力的で柔軟な施策展開が図られることを要望します。

記
１．地域資源に磨きをかけ，市の新たな魅力を創出するとともに，市内外への情報発信
を強化することで，定住人口・交流人口，インバウンド等の増加を図り，南房総の中
心都市として，地域経済の振興を強力に推進されたい。

２．市民とともに進める計画として，市民にわかりやすく伝え，共通認識を図りなが
ら，多様な主体との協働のもと，必要に応じた分野横断的な施策展開に努められた
い。

　　また，広域的な課題については，関係する市町や関係機関等と連携し，より効果的
な取組を進められたい。

３．限られた資源を有効に活用するため，ビッグデータ等の客観的データの分析や「成
果指標」に基づくＰＤＣＡ（計画－実行－評価－改善）の徹底により，時代の要請に
応じた事業推進を図られたい。

　　また，将来の人口規模を見据え，長期的な視点に立った持続可能な行財政運営に努
められたい。
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月　　 会　議　名　等 会　議　　༰　等
7月3 第１ճ館山市ا画審議委員会 ・第１ճ館山市総合計画審議会の議ࣄ༰検౼

7月25 第１ճ館山市総合計画審議会
・諮問
・第４次館山市総合計画策定方針について
・館山市市民意識調査（案）について

7月Լ०ʙ9月19 館山のまちづくり࡞文コンクール 応ื࡞ 203点
入࡞６点（খ学生の෦・中学生の෦…各࠷༏ल1点、༏ल２点）

8月11ʙ9月1 市民意識調査
（市民まちづくりアンケート）

【対者】ຬ16 000Ҏ上の市民……3ࡀ人）層化ແ࡞ҝந出（
【༗効ճ答】1324人（༗効ճ答 44�1̀ ）

9月2 館山市に所ࡏする学校との意見交換会

【市の５高等学校】
国ཱ館山海上ٕज़学校、安房特ผ支援学校、安房高等学校、
館山総合高等学校、安房高等学校
・人口減少問題等について

10月8 第２ճ館山市ا画審議委員会 ・第２ճ館山市総合計画審議会の議ࣄ༰検౼

10月23 第２ճ館山市総合計画審議会
・総合計画の策定Πメーδについて
・計画策定に係る検౼資ྉ等について
・ＷＥＢアンケート、高校生アンケート等の実施について　

11月4ʙ12月5 高校生アンケート調査 【対者】安房地域の８高等学校の２年生
【ճ答】885 ݅

11月20ʙ11月23 8Ｅ#アンケート調査
（ट都ݍの都市෦住民対）

【対者】
ᶃݝ（市川市・Ӝ安市・দށ市・ദ市・流山市）ɿ計1000人
ᶄݝ֎（౦ژ都・ਆಸ川ݝۄ࡛・ݝ・ҵݝ）ɿ計1000人

ฏ��ʢ����ʣ
月　　 会　議　名　等 会　議　　༰　等

1月14 第３ճ館山市ا画審議委員会 ・第３ճ館山市総合計画審議会の議ࣄ༰検౼

1月26 第３ճ館山市総合計画審議会
・地方人口Ϗδϣンٴび地方൛総合戦略の策定について
・各種アンケート調査の結果概要について
・基本構のૉ案について

2月12 ओ要ࣄ業等現地視

【ओな視ࣄ業】
・新څ৯センター・条༮ஓ園整備ࣄ業
・都市計画道路「ધ形館山ઢ （˻Ծশ）ધ形όΠパス˼」ࣄ業
・房ೆ地۠খ中一؏校整備ࣄ業
・地域農業・農ଜ活性化対策ࣄ業

2月27 第４ճ館山市ا画審議委員会 ・第４ճ館山市総合計画審議会の議ࣄ༰検౼

3月24 第４ճ館山市総合計画審議会
・地方人口Ϗδϣンٴび地方൛総合戦略の策定について
・基本構案について
・テーϚผ意見交換

3月26 第１ճ館山市政策評価委員会 ・第３期基本計画に係る３次評価のܾ定

4月15ʙ5月14 基本構（案）に係るパブリックコメント
ื集 意見提出６݅

4月16ʙ4月28 団体ώアリング（12団体）

【対団体】
生活協同組合コープみらい（館山市元気な広指定理者）、
館山市社会福祉協議会、館山市γルόー人ࡐセンター、
安房医療福祉ઐ学校、館山商工会議所、
安房農業協同組合、館山市ړ業協同組合࿈合協議会、
館山市観光協会、海辺のまちづくりڀݚ会、
/10法人…おせっ会、/10法人…たてやま・海辺のؑ定団、
/10法人…安房文化Ҩ産ϑΥーラϜ

5月1 館山市まち・ひと・しごと創生本෦の
設置
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5月20
第１ճ館山市まち・ひと・しごと創生
本෦会議
（第５ճ館山市ا画審議委員会）

・第５ճ館山市総合計画審議会の議ࣄ༰検౼

5月28 第１ճ「地方創生」の取組についての
意見交換会 市のۜ行系金༥機関（６行）ٴび館山商工会議所

6月1 第５ճ館山市総合計画審議会

・基本構案に係るパブリックコメント実施結果
・団体ώアリング実施結果
・館山市人口Ϗδϣンについて
・テーϚผ意見交換

7月7 ઍ༿ݝと安房３市１ொ　地方創生に係る
意見交換会

・ઍ༿ݝ「人口Ϗδϣン」「総合戦略について」
・安房３市１ொの「人口Ϗδϣン」「総合戦略」策定ঢ়گと地方
創生ઌ行型「上せ交付金」の活用について

7月9
第２ճ館山市まち・ひと・しごと創生
本෦会議
（第６ճ館山市ا画審議委員会）

第６ճ館山市総合計画審議会の議ࣄ༰検౼

7月23 第６ճ館山市総合計画審議会

・「館山市人口Ϗδϣン」ૉ案について
・「館山市まち・ひと・しごと創生　総合戦略」ࠎ子案について
・第４次館山市総合計画「前期基本計画」ࠎ子案（計画ࣄ業リスト）
………について

7月Լ०ʙ9月11 館山のまちづくりֆ画コンクール 応ื࡞ 31点
入࡞８点（࠷༏ल１点ɼ༏ल７点）

8月4 第２ճ館山市政策評価委員会 ・第３期基本計画に係る４次評価のܾ定

8月18 第２ճ「地方創生」の取組について
の意見交換会 市のۜ行系金༥機関（６行）ٴび館山商工会議所

8月18 社会保ݥ࿑࢜との意見交換会 ઍ༿ݝ社会保ݥ࿑࢜会ߋ支෦３名

8月22ʙ30 まちづくりタウンミーティング
全８ճ開࠵（中学校۠ごとに２ճずつ）
・「第４次館山市総合計画」・「館山市人口Ϗδϣン」・「館山市
……まち・ひと・しごと創生……総合戦略」（案）について

8月26 館山市ه者クラブとの意見交換会 ５社参加

9月15
第３ճ館山市まち・ひと・しごと創生
本෦会議
（第７ճ館山市ا画審議委員会）

・第７ճ館山市総合計画審議会の議ࣄ༰検౼

9月29 第７ճ館山市総合計画審議会
・「館山市まち・ひと・しごと創生　総合戦略」ૉ案について
・第４次館山市総合計画「前期基本計画」ૉ案について
・タウンミーティング実施結果について

9月30ʙ10月13

第４次館山市総合計画「前期基本計画」
（案）・館山市人口Ϗδϣンٴび館山市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」（案）
に係るパブリックコメントื集

意見提出 69 ݅

10月15
第４ճ館山市まち・ひと・しごと創生
本෦会議
（第８ճ館山市ا画審議委員会）

・第８ճ館山市総合計画審議会の議ࣄ༰検౼

10月29 第８ճ館山市総合計画審議会 ・「館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」ݪ案の࠷ऴ確ೝ
・「第４次館山市総合計画」ݪ案の࠷ऴ確ೝ

11月18 第̕ճ館山市総合計画審議会 ・答申
11月19 館山市議会全員協議会 ・答申༰についての説໌
12月 基本構案市議会提出 12月18議ܾ

˞…平成27年度より、地方創生にかかる「館山市人口Ϗδϣン」・「館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定につい
て、同時に検౼を進めました。
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（１）総人口

ᶃ長期的な人口推移（総ল「国勢調査」より）

　館山市の人口を長期的にみると、ত25年の59424人をϐークに減少基調をたどった

後、ত50年こΖに一時的に持ちしの動きがありましたが、ত55年（56257人）Ҏ߱࠶

び減少に転じ、近年ではその向が強まっています。

ᶄ期的な人口推移（ઍ༿ݝ「ৗ住人口調査」より）

。向にあります近の期的な動きをみても、館山市の人口は減少࠷　

59424
59416
57643
55866
55236
56139
56257
56035
54575
52880
51412
50527
49290

0… 10000… 20000… 30000… 40000… 50000… 60000… 70000

ত25年
30年
35年
40年
45年
50年
55年
60年
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12年
17年
22年

（人）
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49067

49034
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48692

48200

48016

47656

47596
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平成22年10月

23年……4月

23年10月

24年……4月

24年10月

25年……4月

25年10月

26年……4月

26年10月

（人）
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（２）年齢֊層ผ人口（総ল「国勢調査」より）

　年少人口（15ࡀະຬ）と生産年齢人口（15ʙ64ࡀ）は、ত50年Ҏ߱減少基調を続けて

います。特に年少人口は、ত50年から平成22年までの35年間でҎԼに減少しています

（ত50年ɿ12683人…˰…平成22年ɿ5862人、53�8ˋ減少）。

　一方、年人口（65ࡀҎ上）は、一؏して増加しており、同じ35年の間に２ഒҎ上となってい

ます（ত50年ɿ6521人…˰…平成22年ɿ15478人、2�4ഒ）。

　こうした動きをडけて、人口全体にめる年少人口と生産年齢人口のൺが低Լするのに対

し、年人口ൺは上ঢしており、年齢構成における高齢化の向が強まっていることがわか

ります（年人口ൺʹ高齢化　ত50年ɿ11�6ˋ…˰…平成22年ɿ31�4ˋ）。

…

（）年齢֊層ผ人口においては総人口における「年齢ෆৄ」を、年齢֊層３۠に҈した上で計ࢉして
います。（年齢֊層ผ人口の合計と総人口は、一கしない合があります。）

12683

12470

11695

9488

7774

6824

6263

5862

36935

36168

35574

34836

33342

31474

30092

27949

6521

7619

8766

10250

11764

13114

14172

15478

0… 10000… 20000… 30000… 40000… 50000… 60000

ত50年

55年

60年

平成 …2年

7年

12年

17年

22年

年少人口 生産年齢人口 年人口

（人）

年齢֊層ผ人口

22�6

22�2

20�9

17�4

14�7

13�3

12�4

11�9

65�8

64�3

63�5

63�8

63�1

61�2

59�6

56�7

11�6

13�5

15�6

18�8

22�2

25�5

28�0

31�4

100（ˋ）7550250

ত50年

55年

60年

平成 …2年

7年

12年

17年

22年

年少人口ൺ 生産年齢人口ൺ 年人口ൺ

年齢֊層構成ൺ
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２ɽੈ ଳͷਪҠʢ૯লʮࠃௐࠪʯΑΓʣ

（１）ੈଳ、１ੈ ଳあたり人員の推移

　館山市の人口が減少基調にある中で、ੈ ଳはٯに増加向にあります。人口の減少෯とൺ

ֱして１ੈ ଳあたり人員の減少෯の΄うが大きいことが、その要Ҽといえます。

ʪ人口ʫ… ত55年ɿ56257人… ˰…平成22年ɿ49290人……（12�4ˋ減少）

ʪੈଳʫ… ত55年ɿ16753ੈଳ… ˰…平成22年ɿ20232ੈଳ（20�8ˋ増加）

ʪ１ੈ ଳあたり人員ʫ… ত55年ɿ　3�36人… ˰…平成22年ɿ　…2�44人……（27�5ˋ減少）

（2）ੈଳྨ型ผੈଳの推移

　１ੈ ଳあたりの人員減少のഎ景には、ੈ ଳྨ型ผの増減動向がӨڹしています。すなわち、１

ੈଳあたり人員が少ない「୯ಠੈଳ」・「්のみੈଳ」が増加している一方で、「්と子ども

ੈଳ」や３ੈ代同居が多くؚまれる「そのଞ」が減少しています。特に「୯ಠੈଳ」は、平成７年

の4193ੈଳから平成22年には6123ੈଳと、15年間で５割ऑ増加していますが、そのओҼは

高齢化の進行による高齢者の一人らしが増えているためとߟえられます。

3�36ņ

56ɼ25756ɼ257
49ɼ2903�23ņ

2�83ņ 2�68ņ 2�54ņ 2�44ņ

16753
20232

0�0

0�5

1�0

1�5

2�0

2�5

3�0

3�5

4�0

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

ত55年… 60年… 平成2年… 7年… 12年… 17年… 22年

人口、ੈଳ、１ੈଳあたり人員の推移

1ੈଳあたり人員（ӈ目）ੈଳ（ࠨ目）人口（ࠨ目）

（人、ੈଳ） （人）

3�02ņ

2�44ņ

4275

4623

4863

4961

4722

4512

4381

4206

1506

1597

1808

1912

4193

4842

5502

6123

3945

3596

3269

2965

0… 5000… 10000… 15000… 20000

平成…7年

12年

17年

22年

ੈଳྨ型ผੈଳの推移（一ൠੈଳのみ）

්のみੈଳ ්と子どもੈଳ ひとりと子どもੈଳ ୯ಠੈଳ そのଞ

（人）
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３ɽबۀਓޱ˞ʢ૯লʮࠃௐࠪʯΑΓʣ…˞館山市民で就業している人。就業地のԿは問わない。

（1）就業人口の推移

　館山市の就業人口は、生産年齢人口の減少をഎ景として減少を続けており、ত55年の

27177人から近の平成22年には22968人と、30年間で4209人減少（15�5ˋ減少）しま

した。

　この間の産業ผの就業人口をみると、第１次、第２次産業が大きく減少している一方で、第３

次産業は΄΅ԣばいで推移しています。

　この結果、就業人口構成ൺでは、第３次産業の割合が上ঢし（ত55年ɿ62�6ˋ…˰…平成22

年ɿ75�7ˋ）、第１次、第２次産業、とりわけ第１次産業の割合が大きく低Լしています（ত

55年…18�4ˋ…˰…平成22年…7�8ˋ）。

　　　　　（）構成ൺのൺは、ྨෆ能をআいてࢉ出しています。

5010

4415

3613

3175

2730

2372

1777

5164

5353

5612

5395

4992

4307

3733

17001

17050

17536

17924

17420

17284

17193

0… 5000… 10000… 15000… 20000… 25000… 30000

ত55年

60年

平成……2年

7年

12年

17年

22年

第1次産業 第2次産業 第3次産業 ྨෆ能

（人）

（総）27177

26828

26773

26506

25214

24175

2296822968

就業人口の推移

18�4

16�5

13�5

12�0

10�9

9�9

7�8

19�0

20�0

21�0

20�4

19�9

18�0

16�4

62�6

63�6

65�5

67�7

69�3

72�1

75�7

0… 25… 50… 75… ……………100（ˋ）

ত55年

60年

平成…2年

7年

12年

17年

22年

第1次産業 第2次産業 第3次産業

就業人口構成ൺの推移
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ᶅओな業種ผ就業人口の推移

　ओな業種ผ就業人口の推移をみると、全体的な減少向の中で、第3次産業における「αー

Ϗス業」の就業者が大きく増加しています（ত55年ɿ5790人…˰…平成22年ɿ9233人、

59�5ˋ増加）。さらにࡉかい۠でみると、「医療・福祉」などでの増加が目ཱっています。

　社会全体のαーϏスニーズの多様化と、高齢化の進展にう「医療・福祉αーϏス」ध要の

高まりなどをडけ、૬対的にαーϏス業のγϑトが進んでいるとߟえられます。

【ओな業種ผ就業人口の推移】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（୯位ɿ人）
ত55年 60年 平成2年 7年 12年 17年 22年

総　 27177 26828 26773 26506 25214 24175 22968

第1次産業 5010 4415 3613 3175 2730 2372 1777

第 2 次産業 5164 5353 5612 5395 4992 4307 3733

　うちݐ設業 2170 255 2373 2545 2346 1973 1792

　うち業 2930 3253 3208 2808 2624 2321 1928

第 3 次産業 17001 17050 17536 17924 17420 17284 17193

　うち運༌・通信業 2208 2015 1767 1595 1374 1104 1201

　うちԷ・খച業 6304 6109 6182 6250 5985 4443 4116

　うち金༥・保ݥ業 666 742 783 673 640 522 504

　うちෆ動産業 118 147 238 193 170 217 293

　うちαーϏス業 5790 6100 6655 7211 7195 8903 9233

　うち公 1730 1787 1754 1845 1906 1977 1723

ྨෆ能 2 10 12 12 72 212 265

　（）各産業の業種༁は、ओな業種のみをࡌهしています。

（２）近ྡ自࣏体との産業ผ就業人口構成ൺのൺֱ

　館山市の産業ผ就業人口のൺを近ྡの４市とൺֱしてみると、第１次、第２次産業の割合

が低い一方で、第３次産業の割合は高くなっています。

7�7

21�1

10�8

8�1

9�9

11�5

2�9

16�3

16�8

14�0

27�7

17�2

18�9

19�2

74�9

61�8

74�0

61�8

71�1

68�2

71�6

0… 25… 50… 75… 100（ˋ）
近ྡ自࣏体との産業ผ就業人口構成ൺのൺֱ（平成22年）

第1次産業 第2次産業 第3次産業 ྨෆ能

館 山 市

ೆ房総市

י 川 市

  市

উ Ӝ 市

５市合計

ઍ ༿ ݝ
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̐ɽۀࣄॴ　ʢฏ��ࡁܦηϯαεΑΓʣ

　平成24年経済センαスによると、館山市のࣄ業所は2924Χ所で、うち第3次産業が2484

Χ所と、全体の85�0ˋをめています。第３次産業の༁をみると、Էച・খച業が26�6ˋ、॓ ധ

業・ҿ৯αーϏス業が20�3ˋと多くなっています。

　産業ผのࣄ業所構成ൺを近ྡ自࣏体とൺֱしてみると、第３次産業の割合が高く、第２次産

業の割合が低いことがわかります。第３次産業の༁では、ࡌهしたすべての業種で近ྡ５市合

計のൺより高くなっています。

（୯位ɿΧ所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【業所ࣄ】
館山市 ೆ房総市 川市י 市 উӜ市 ５市合計 ઍ༿ݝ

全産業 	公をআく
 2924 2276 2011 2023 1239 10473 190239

第1次産業 17 34 17 19 11 98 929

第 2 次産業 423 481 319 492 227 1942 33243

第 3 次産業 2484 1760 1675 1510 1001 8430 156033

　うちԷച・খച業 777 570 567 510 294 2718 48023

　うち॓ധ業・ҿ৯αーϏス業 593 396 414 248 222 1873 25374

　うち生活関࿈αーϏス・ָޘ業 301 222 195 237 114 1069 19576

　うち医療・福祉 174 139 83 120 44 560 13727

【産業ผࣄ業所構成ൺ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（୯位ɿ̀ ）

館山市 ೆ房総市 川市י 市 উӜ市 ５市合計 ઍ༿ݝ

全産業 	公をআく
 100�0 100�0 100�0 100�0 100�0 100�0 100�0

第1次産業 0�6 1�5 0�8 0�9 0�9 0�9 0�5

第 2 次産業 14�4 21�1 15�9 24�3 18�3 18�5 17�5

第 3 次産業 85�0 77�3 83�3 74�6 80�8 80�5 82�0

　うちԷച・খച業 26�6 25�0 28�2 25�2 23�7 26�0 25�2

　うち॓ധ業・ҿ৯αーϏス業 20�3 17�4 20�6 12�3 17�9 17�9 13�3

　うち生活関࿈αーϏス・ָޘ業 10�3 9�8 9�7 11�7 9�2 10�2 10�3

　うち医療・福祉 6�0 6�1 4�1 5�9 3�6 5�3 7�2

　（1）第１次産業におけるࣄ業所は、「農業・ړ業・ྛ 業ྨෆ能」をআいています。
　　　……（産業ผࣄ業所の合計と全産業（公をআく）は一கしない合があります。）

　（2）第３次産業の༁は、ओな業種のみをࡌهしています。
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ຽҙࣝௐࠪͷ݁Ռ֓ཁࢢ˔

１ɽࢢຽҙࣝௐࠪ

˙ௐࠪ֓ཁ

　市民意識調査は、第４次館山市総合計画の策定にあたり、現行の総合計画やまちづくりに対

する市民の皆さんの評価や今後の課題、市政に対する期や発展の方向性を໌らかにして、そ

の結果を計画策定の参ߟ資ྉとさせていただくことを目的として実施しました。

調査対ɿຬ16ࡀҎ上の市民の皆さん　3000人

　　　　（性ผ・年齢・地域をྀߟした上で、ແ࡞ҝにந出）

調査方法ɿ༣ૹによる発ૹ・ճऩ（ແه名）

調査時期ɿ平成26年８月11ʙ̕月１

ճऩঢ়گɿ༗効ճ答ɿ1324人　༗効ճ答ɿ44�1̀

˙ௐࠪ݁Ռ

ʢ１ʣճऀͷଐੑ

… 性ผ… 年代

… Ո構成… ৬業

男
39�1�

女
54�6�

ແճ答
6�3�

代ࡀ10
2�5�

代ࡀ20
5�3�

代ࡀ30
10�1�

代ࡀ40
11�7�

代ࡀ50
代ࡀ15�3�60

29�5�

代Ҏ上ࡀ70
24�4�

ແճ答
1�1�

ひとりらし
10�1�

්のみ
31�0�

と子（二ੈ代）
38�8�

とと子
（代ੈࡾ）
11�4�

そのଞ
6�3�

ແճ答
2�3�

自営の商工
αーϏス業
8�1�

農ྛ水産業
4�1�

会社員
（ਖ਼社員）
13�6�

公員、
団体৬員
8�7�

パート・アルόΠト・
ݣ社員
13�3�学生

2�8�

ઐ業ओ්
（ओ）
8�9�

年金生活
21�5�

ແ৬
10�1�

そのଞ
3�2�

ແճ答
5�7�

男
39�1�

女
54�6�

ແճ答
6�3�

代ࡀ10
2�5�

代ࡀ20
5�3�

代ࡀ30
10�1�

代ࡀ40
11�7�

代ࡀ50
代ࡀ15�3�60

29�5�

代Ҏ上ࡀ70
24�4�

ແճ答
1�1�

ひとりらし
10�1�

්のみ
31�0�

と子（二ੈ代）
38�8�

とと子
（代ੈࡾ）
11�4�

そのଞ
6�3�

ແճ答
2�3�

自営の商工
αーϏス業
8�1�

農ྛ水産業
4�1�

会社員
（ਖ਼社員）
13�6�

公員、
団体৬員
8�7�

パート・アルόΠト・
ݣ社員
13�3�学生

2�8�

ઐ業ओ්
（ओ）
8�9�

年金生活
21�5�

ແ৬
10�1�

そのଞ
3�2�

ແճ答
5�7�

男
39�1�

女
54�6�

ແճ答
6�3�

代ࡀ10
2�5�

代ࡀ20
5�3�

代ࡀ30
10�1�

代ࡀ40
11�7�

代ࡀ50
代ࡀ15�3�60

29�5�

代Ҏ上ࡀ70
24�4�

ແճ答
1�1�

ひとりらし
10�1�

්のみ
31�0�

と子（二ੈ代）
38�8�

とと子
（代ੈࡾ）
11�4�

そのଞ
6�3�

ແճ答
2�3�

自営の商工
αーϏス業
8�1�

農ྛ水産業
4�1�

会社員
（ਖ਼社員）
13�6�

公員、
団体৬員
8�7�

パート・アルόΠト・
ݣ社員
13�3�学生

2�8�

ઐ業ओ්
（ओ）
8�9�

年金生活
21�5�

ແ৬
10�1�

そのଞ
3�2�

ແճ答
5�7�

男
39�1�

女
54�6�

ແճ答
6�3�

代ࡀ10
2�5�

代ࡀ20
5�3�

代ࡀ30
10�1�

代ࡀ40
11�7�

代ࡀ50
代ࡀ15�3�60

29�5�

代Ҏ上ࡀ70
24�4�

ແճ答
1�1�

ひとりらし
10�1�

්のみ
31�0�

と子（二ੈ代）
38�8�

とと子
（代ੈࡾ）
11�4�

そのଞ
6�3�

ແճ答
2�3�

自営の商工
αーϏス業
8�1�

農ྛ水産業
4�1�

会社員
（ਖ਼社員）
13�6�

公員、
団体৬員
8�7�

パート・アルόΠト・
ݣ社員
13�3�学生

2�8�

ઐ業ओ්
（ओ）
8�9�

年金生活
21�5�

ແ৬
10�1�

そのଞ
3�2�

ແճ答
5�7�
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ʢ２ʣؗࢢࢁͷఆॅҙࣝʹ͍ͭͯ

ᶃ ؗࢢࢁͷѪண

　館山市のѪ着の༗ແについてฉいたとこΖ、「Ѫ着がある」は41�1̀ 、「どちらかというと

Ѫ着がある」は35�0ˋとなり、྆ 者を合わせた“Ѫ着がある”は76�1̀ と、全体の7割をえま

した。
… 館山市のѪ着

ᶄ ॅΈ͜͝ ɾͪॅډҙ

　館山市の住みごこちについてฉいたとこΖ、「住みよい」とճ答した方は全体の14�5ˋ、「ま

あ住みよい」は67�4ˋとなり、྆ 者を合わせた“住みよい”は8割をえました。前ճの調査結

果（平成21年12月に実施した市民意識調査結果をいう。ҎԼ同じ）とൺֱしてみると、“住み

よい”は増加（66�0ˋˠ81�9ˋ）し、“住みにくい”は減少（22�8ˋ 1ɣ6�2�）しています。

　居住意向では、「住み続けたい」（44�9ˋ）と「できれば住み続けたい」（43�6ˋ）を合わせる

と、“住み続けたい”は̕割となっています。

… 館山市の住みごこち… 館山市での居住意向

住み続けたい
44�9�

できれば
住み続けたい
43�6�

できればଞ市
۠ொଜ
転出したい
6�9�

ଞ市۠ொଜ
転出する༧定
2�0�

ແճ答
2�6�住みよい

14�5�

まあ住みよい
67�4�

やや
住みにくい
12�2�

住みにくい
4�0� ແճ答

1�9�

Ѫ着がある
41�1�

どちらかというと
Ѫ着がある
35�0�

さ΄ど
Ѫ着はない
11�9�

Ѫ着はない
4�2�

わからない
5�1�

ແճ答
2�9�

住み続けたい
44�9�

できれば
住み続けたい
43�6�

できればଞ市
۠ொଜ
転出したい
6�9�

ଞ市۠ொଜ
転出する༧定
2�0�

ແճ答
2�6�住みよい

14�5�

まあ住みよい
67�4�

やや
住みにくい
12�2�

住みにくい
4�0� ແճ答

1�9�

Ѫ着がある
41�1�

どちらかというと
Ѫ着がある
35�0�

さ΄ど
Ѫ着はない
11�9�

Ѫ着はない
4�2�

わからない
5�1�

ແճ答
2�9�

住み続けたい
44�9�

できれば
住み続けたい
43�6�

できればଞ市
۠ொଜ
転出したい
6�9�

ଞ市۠ொଜ
転出する༧定
2�0�

ແճ答
2�6�住みよい

14�5�

まあ住みよい
67�4�

やや
住みにくい
12�2�

住みにくい
4�0� ແճ答

1�9�

Ѫ着がある
41�1�

どちらかというと
Ѫ着がある
35�0�

さ΄ど
Ѫ着はない
11�9�

Ѫ着はない
4�2�

わからない
5�1�

ແճ答
2�9�
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ᶅ ॅΈ͍͢

　館山市の住みやすい点としては、「自然にܙまれている」（69�9ˋ）の割合が࠷も高く、次い

で「長年住み׳れている」（46�5ˋ）、「৯ࡐが豊、৯べがおいしい」（42�5ˋ）のॱとなっ

ています。

… 住みやすい点

ᶆ ॅΈʹ͘ ͍

　館山市の住みにくい点では、「ྑいࣄઌがない」（53�6ˋ）の割合が࠷も高く、次いで「ָޘ

施設（ө画館など）がෆしている」（49�5ˋ）と、この2つはଞとൺべて特に割合が高くなって

います。
… 住みにくい点

69�9
46�5
42�5

21�2
19�7

6�3
5�8
5�4
2�6
2�5
1�8
0�3
4�9
4�5

0… 20… 40… 60… 80

自然にܙまれている
長年住み׳れている

৯ࡐが豊、৯べがおいしい
ങいなどのৗ生活が便利
人々がで人情に厚い

医療や福祉制度が充実している
今のࣄにຬしている


近い	ઌ・学校までの交通の便がྑいۈ
道路・ഉ水路などのΠンϑラが整っている
文化施設・スポーツ施設などが充実している

子どものための教育環境がྑい

ө画館など	施設ָޘが充実している

そのଞ
ແճ答

（ˋ）

（ෳճ答形ࣜ）

53�6
49�5

25�9
23�5

18�1
15�8
13�7

10�2
8�6

1�8
1�6
1�4

8�5
6�3

0… 20… 40… 60

ྑいࣄઌがない
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近い	ઌ・学校までの交通の便がྑいۈ
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ө画館など	施設ָޘが充実している

そのଞ
ແճ答

（ˋ）

（ෳճ答形ࣜ）

53�6
49�5

25�9
23�5

18�1
15�8
13�7

10�2
8�6

1�8
1�6
1�4

8�5
6�3

0… 20… 40… 60

ྑいࣄઌがない

ө画館など	施設ָޘがෆしている

道路・ഉ水路などのΠンϑラが整っていない
医療・福祉制度が整っていない
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人間関係がด的・わずらわしい
ઌ・学校までの交通の便がѱいۈ
子どものための教育環境がѱい
住み࢝めたばかりでなじみがない
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ʢ３ʣࢢຽͷੜ׆ʹର͢Δݱঢ়ධՁ

ᶃ ຬͱॏཁͷ͔ؔΒΈͨධՁ

　経済振興、医療、公共交通など、42߲目について、ຬ度と重要度の評価を指化˞してൺֱ

したとこΖ、「高道路・όス」や「消防体制」、「保健」、「救急救໋体制」は重要度もຬ

度も高く、現ঢ়を維持・継続していくことがඞ要とされます。

　一方、重要度が高くຬ度の低い施策は「雇用」、「生活交通路ઢ」、「商業」などで、これ

らの施策については、今後のվળが望まれます。

　
˞　　　…ɿຬ度、重要度のճ答をຬ�重要ʹ２点、ややຬ�やや重要 １́点、ややෆຬ�あまり重

要ではないʹ １ɻ点、ෆຬ�重要でないʹ ２ɻ点と点化し、合計をճ答者で割って、平ۉ

をࢉ出したもの。

… ຬ度と重要度
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…
…
…
…
…
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…
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……

医療
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要
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通ۈ等の交通

市の̧̥
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利活用ߓ
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農ྛ業
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緑地・緑化
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Τω対策࠶

教育環境
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子育て支援
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ᶄ ຬͷ前ճௐࠪͱͷൺֱ

　42の施策のຬ度を、前ճ調査（平成21年度実施）とൺֱすると、２施策をআくすべての߲

目において指が上ঢしており、ຬ度が高くなっています。また、指がϚΠφスからプラス

になった施策も̕施策みられました。

　一方、指が低Լした「ごみやしのऩ集のվળ」、「మ道や生活όス路ઢの維持」の２施策

については、今後のվળがඞ要です。

　
… ຬ度（平成21年度調査とのൺֱ）

　˞平成26年度調査におけるຬ度の高いॱ

施策名 平成21年度 平成26年度 ൺֱ
（26年度ʵ21年度）

1 高道路や高όスの整備 0�43 0�62 0�19
2 消防体制の充実 0�18 0�40 0�22
3 検や༧防等の保健活動の充実 0�03 0�28 0�25
4 救急救໋体制の充実 �0�03 0�27 0�30
5 市からの情報提ڙ �0�06 0�14 0�21
6 防災対策 �0�27 0�09 0�36
7 地域（コミュニティ）活動の支援 �0�13 0�08 0�21
8 安や防犯対策࣏ �0�19 0�07 0�26
9 生涯学習や体ݧ活動の推進 �0�04 0�04 0�08
10 文化・ܳ能の継承と振興 �0�06 0�04 0�10
11 交通安全対策 �0�50 0�03 0�53
12 ごみやしのऩ集のվળ 0�12 0�02 ˛…0�10
13 緑地の保全や緑化の推進 �0�16 0�01 0�17
14 海؛（Ϗーν）の保全・利用 �0�22 0�01 0�22
15 ༮ஓ園、খ・中・高校の教育環境 �0�02 0�00 0�02
16 リαΠクル推進等、ごみの減ྔ化 �0�21 �0�02 0�19
17 ਤॻ館・公民館・ത館等の整備 �0�08 �0�05 0�03
18 街並みの美しさや景観の形成 �0�25 �0�05 0�21
19 消費者問題の対応 �0�22 �0�07 0�15
20 館山市の̧̥の強化 �0�16 �0�10 0�06
21 多様な情報発信手ஈの利活用 �0�24 �0�10 0�14
22 スポーツ施設の整備やスポーツ・ϨクリΤーγϣン活動の振興 �0�13 �0�10 0�03
23 館山ߓ・館山の利活用 �0�32 �0�13 0�19
24 観光の振興（体ݧ観光・スポーツ観光など） �0�43 �0�13 0�30
25 医療の充実 �0�41 �0�14 0�27
26 障害者の福祉施策 �0�26 �0�14 0�12
27 子育て支援施策 �0�21 �0�16 0�06
28 高齢者の福祉施策 �0�32 �0�17 0�15
29 海上交通の開設など多様な交通 �0�35 �0�17 0�18
30 ଠཅ光発ి等ΤωルΪー対策 �0�35 �0�18 0�17
31 市民と行政の協ಇの推進 �0�32 �0�20 0�12
32 市民のの市政のө �0�36 �0�24 0�13
33 行財政վֵ �0�38 �0�29 0�09
34 河川や海域等のড়化 �0�42 �0�29 0�13
35 水産・水産加工業の振興 �0�52 �0�34 0�18
36 通ۈや通学、通Ӄ等の交通環境 �0�37 �0�36 0�01
37 प辺の道路やഉ水路等の整備 �0�45 �0�37 0�07
38 農ྛ業の振興 �0�61 �0�45 0�16
39 మ道や生活όス路ઢの維持 �0�48 �0�60 ˛…0�12
40 工業の振興 �0�88 �0�66 0�23
41 商業の振興 �0�81 �0�66 0�15
42 雇用の創出 �1�19 �0�96 0�23

　　　…平成21年度と平成26年度をൺֱして、指がϚΠφスからプラスになった߲目
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ʢ̐ʣؗࢢࢁͷকདྷʹ͍ͭͯ

ᶃ ؗࢢࢁͷকདྷΛΠϝʔδ͢Δݴ༿

　館山市の将来をΠメーδするݴ༿では、「自然豊かな」が࠷も割合が高く53�5ˋ、次いで「の

どかな」が33�9ˋ、「ஆかい」が29�8ˋとなっています。

… 将来をΠメーδするݴ༿

　

ᶄ ए͍ੈͷఆॅʹඞཁͳ͜ͱ

　एいੈ代の定住にඞ要なことでは、「ا業༠க等によりಇくを増やす」が࠷も割合が高く

73�2ˋと、ճ答が集中しています。

　次いで「子育て支援や学校教育環境を充実させる」が38�5ˋ、「農ྛ水産業の後継者育成

を支援する」が30�1̀ となっています。

… एいੈ代の定住にඞ要なこと

73�2
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医療機関を充実させる

ઢ道路や公共交通の整備を進め都市෦のアクセス向上をਤるװ

入・ିしやすい住や住地を整えるߪ

商工業やϨクリΤーγϣン施設を充実させる

ࠗ活支援を行う

市の自然環境のૉらしさを全国に̧̥する

そのଞ
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ɽߴ２ ੜΞϯέʔτௐࠪߍ

˙ௐࠪ֓ཁ

　高校生アンケート調査は、第４次館山市総合計画の策定にあたり、次代を担うए者の皆さん

の将来に対する意向をѲし、市の課題解ܾにつながる取組（特にए者の定住促進）の参ߟと

するために実施しました。

　
調査対ɿ安房地域にあるԼهの８高等学校の２年生の皆さん… …

　　　　　……・国ཱ館山海上ٕज़学校　・安房特ผ支援学校

　　　　　……・安房高等学校　　　　　・館山総合高等学校

　　　　…　…・安房高等学校　　　　・長ڱ高等学校

　　　　……　・安房心高等学校　　　・文理開成高等学校

調査方法ɿ学校を通して調査ථを付・ճऩ（ແه名）

調査時期ɿ平成26年11月４ʙ12月５

ճऩঢ়گɿ885݅

˙ௐࠪ݁Ռ

ʢ１ʣఆॅҙ

　地元（現ࡏ住んでいる地域）での定住意向についてฉいたとこΖ、「一度は֎出てみたい

が、いずれは地元にってきたい」とこたえた割合が࠷も高く、40�8ˋとなりました。「どこか

移り住みたい」は34�3ˋと、２൪目に高い割合となっています。「できれば、ずっと住み続けた

い」は11�0ˋと、１割にとどまっています。

… 定住意向

できれば、
ずっと住み
…続けたい
……11�0�

一度は֎
出てみたいが、
いずれは地元に
ってきたい
　40�8�

どこか移り
　住みたい
　……34�3�

そのଞ
1�0�

わからない
12�2�

ແճ答
0�7�

ʪճ答者の居住地域ʫ…
館山市… 40�8ˋ
館山市֎の安房地域… 52�9ˋ
安房地域Ҏ֎… 5�2ˋ
ແճ答… 1�1ˋ

できれば、
ずっと住み
…続けたい
……11�0�

一度は֎
出てみたいが、
いずれは地元に
ってきたい
　40�8�

どこか移り
　住みたい
　……34�3�

そのଞ
1�0�

わからない
12�2�

ແճ答
0�7�

ʪճ答者の居住地域ʫ…
館山市… 40�8ˋ
館山市֎の安房地域… 52�9ˋ
安房地域Ҏ֎… 5�2ˋ
ແճ答… 1�1ˋ
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ʢ２ʣݩͰͷब৬ҙ

　地元（現ࡏ住んでいる地域）での就৬意向については、「地元で就৬したい」は43�6ˋ、「地

元で就৬したいと思わない」は18�8ˋとなりました。また、「わからない」とճ答した方が、３割

をえていました。

… 地元での就৬意向

ʢ３ʣকདྷब͖͍ͨࣄ

　将来就きたいࣄでは、「医療関係」の割合が࠷も高く20�7ˋ、次いで「公員・団体

৬員」が16�0ˋ、「教育・保育関係」が15�1̀ となっています。また、「ҿ৯業・ൢച業関係」

（11�3ˋ）、「理༰・美༰・ϑΝッγϣン関係」（10�6ˋ）も１割ఔ度みられました。

… 将来就きたいࣄ…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
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ச
産
業
関
係

報
道・ܳ
能・
広
ࠂ
関
係

営
業
৬
系

金
༥・
証
・݊保
ݥ
関
係

ى
業
Ո・
自営
業
者

ઐ

৬
系
そ
の
ଞ

わか
らな
い
ແ
ճ
答

6�3
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３ɽ̬ ̗̚ Ξϯέʔτௐࠪ

˙ௐࠪ֓ཁ

　ＷＥＢアンケート調査は、第４次館山市総合計画の策定にあたり、ट都ݍの都市෦住民から見

た館山市、観光客から見た館山市のΠメーδ・位置付けをѲするために実施しました。

　
調査対ɿઍ༿ݝのӈه地域ࡏ住者（市川市・Ӝ安市・দށ市・ദ市・流山市）…1000人

　　　　……ઍ༿ݝ֎のट都ࡏݍ住者　（౦ژ都・ਆಸ川ݝ・࡛ 0001………　（ݝҵ・ݝۄ人

調査方法ɿΠンターωット調査会社にϞニターとしてొしている会員に対してアンケートを

　　　　……ґཔ。…男女ൺは々となるようにճऩ。

調査時期ɿ平成26年11月20ʙ11月23

˙ௐࠪ݁Ռ

ʢ１ʣࢢ֎ʹॅΉํ͔Βࢢࢁؗͨݟ

ᶃ ؗࢢࢁͷೝ

　ճ答者全体では、館山市のೝ知度は、“知っている”が̕割をえ、ඇৗに高くなっています。

ઍ༿ݝ֎をൺֱすると、ઍ༿ݝ֎のट都ࡏݍ住者の“知っている”の割合は85�3ˋと、ઍ༿

。住者の95�5ˋより低くなっていますࡏݝ

　“知っている”の༁では、ઍ༿ݝࡏ住者では「観光で訪れたことがある」がをえ、

ઍ༿ݝ֎のट都ࡏݍ住者では「知っているが訪問したことはない」の割合が࠷も高く、４割を

めました。

… 館山市のೝ知度

1�1

0�9

1�2

45�7

36�1

55�2

6�3

5�9

6�7

37�4

42�4

32�4

9�6

14�7

4�5

…0… 20… 40… 60… 80… 　　100（�）

全体
	O�2000


ઍ༿ݝ֎
ट都ݍ

	O�1000


ઍ༿ݝ
	O�1000


知っている（住んでいたことがある）

知っている（観光で訪れたことがある）

知っている（観光Ҏ֎の目的で訪れた
ことがある）

知っている（訪問したことはない）

知らない
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ᶄ ޫ؍資ݯͷೝ

　ೝ知度が高い観光資源は「海水ཋ」、「ण࢘」、「さんがমき・なめΖう」、「房総ϑラϫーラ

Πン」、「観光いちごङり」、「Ֆఠみ」、「ೆ総ཬ見ീݘ」、「ऱ࡛౮」などで、これらが館

山市の代ද的な観光資源としてೝ知されています。一方、ೝ知度が低いものとしては、Πϕント

関࿈が多く、今後、Πϕントೝ知度のさらなる向上の取組がඞ要です。

… 観光資源のೝ知度

…0… 20… 40… 60… 80… …………100（�）

海水ཋ
ण࢘

さんがমき・なめΖう
房総ϑラϫーラΠン（平࠭Ӝ）

観光いちごङり
Ֆఠみ

『ݘೆ総ཬ見ീ』ۏഅۂ
ऱ࡛౮
Թઘ

Ϛリンスポーツ（μΠϏング・αーϑィン等）
館山ϑΝミリーパーク

ご地グルメ（館山ᖰり海က・館山०なീ৭က等）
山公園

アϩϋΨーσンたてやま（چೆ房パラμΠス）
館山（館山市ཱത館）

ウミϗタル観
ϲӜڸ
ԭϊౡ

館山ՖՐ大会
房भうちわ

֑観Ի（大福ࣉ）
安房ਆ社

ೆ総ཬ見まつり
館山ۭߤ基地

条海؛の༦景
高δΣットધ

館山༦ڮࢅ（館山ߓ多目的観光ڮࢅ）
ಹࣉݹ

ॷのӺたてやま（چ安房ത館）
農ړ業体ݧ

青ൟ『海の』（ֆ画・ه念ൾ・খ୩Ո住）
ᤈಙࣉ（Ψンμーラ様ࣜのऍՠᔷᒒ）

館山わかしおトラΠアスϩン大会
館山ए潮Ϛラιン大会

山地Լߺ
たてやま海まちϑΣスタ

μッϖΤ（館山市ϚスコットΩϟラクター）
館山オープンウΥータースΠϜϨース

やわたんまち（安房国ࡇ࢘・୩ീ഼ٶ例大ࡇ）
全国大学ϑラメンコϑΣスティόル

行った（見た・経ݧした・৯べた）ことがある 知っている・ฉいたことがある 知らない
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ʢ２ʣ๚ऀ͔Βࢢࢁؗͨݟ

ᶃ ಛʹྑ͔ͬͨͱ͜Ζɾѱ͔ͬͨͱ͜Ζ

　館山市を訪れたことのある方に、館山市を訪れたときのײをฉいたとこΖ、ྑ かったとこ

Ζとしては、「৯ࣄ」や「景観」、「海」などが上位にڍげられました。

　一方、ѱかったとこΖとしては、「ौ」、「交通」、「ԕい」などが上位となりました。そのଞ、

「魅力がない」、「さびれている」などのճ答もみられ、観光地として、今後のվળがඞ要です。

… 特にྑかったとこΖ・ѱかったとこΖ（ճ答݅５݅Ҏ上のみࡌه）

ᶄ ޫ؍ͷ期ͱຬ

　観光の期度とຬ度を指化してൺֱしたとこΖ、すべての߲目について、期度よりຬ

度が上ճっていました。

　ଞの߲目とൺべて期度の高い「৯ࣄ」と「景観・งғ気」は、期度とຬ度にあまりࠩが

ありませんでしたが、「体ݧ」と「Πϕント・行ࣄ」については、期度の低さに対しຬ度が高

く、期度とຬ度のࠩが大きくなっています。

… 観光の期度とຬ度（全体）

景観・งғ気
1�5

1�0

0�5

0�0

Ϩδϟー・スポーツ

観光施設

期度
ຬ度

Πϕント・行ࣄ

体ݧ

お土産・特産॓ധ施設

৯ࣄ

まちの
ϗスϐタリティ

交通アクセスのྑさ

【指化】ճ答߲目をҎԼのとおり点
化し、合計をճ答者（「どちらとも
いえない」のճ答者をআく）で割っ
て、平ۉをࢉ出したもの。…

期度指ɿ
　大いに期していた… ʹ　２点
　少し期していた… ʹ　１点
　あまり期していなかった…ʹʵ１点
　期していなかった… ʹʵ２点

ຬ度指ɿ
　大変ຬʹ……２点… まあຬʹ　１点
　ややෆຬʹʵ1点… 大変ෆຬʹʵ２点

景観・งғ気
1�5

1�0

0�5

0�0

Ϩδϟー・スポーツ

観光施設

期度
ຬ度

Πϕント・行ࣄ

体ݧ

お土産・特産॓ധ施設

৯ࣄ

まちの
ϗスϐタリティ

交通アクセスのྑさ

【指化】ճ答߲目をҎԼのとおり点
化し、合計をճ答者（「どちらとも
いえない」のճ答者をআく）で割っ
て、平ۉをࢉ出したもの。…

期度指ɿ
　大いに期していた… ʹ　２点
　少し期していた… ʹ　１点
　あまり期していなかった…ʹʵ１点
　期していなかった… ʹʵ２点

ຬ度指ɿ
　大変ຬʹ……２点… まあຬʹ　１点
　ややෆຬʹʵ1点… 大変ෆຬʹʵ２点

ॱ位 ྑかったとこΖ ݅
1 ৯ࣄ（新な海産など） 138
2 景観 102
3 海 78

4
Ֆ 26
気ީ 26

6 自然 24
7 ॓ധ 23
8 ゆっくり 13
9 ۭいていた 12

10
そのଞ 10
のどか 10

12 道路 8
13 人 7

14
いちご 6
近い 6
ۭ気 6

17

川γーϫールυי 5
子࿈れ 5
道のӺ 5
งғ気 5

ॱ位 ѱかったとこΖ ݅
1 ौ 61
2 交通（όス、ిंなど） 44
3 ԕい 28
4 ৯ࣄ 17
5 アクセス 13
6 道路（ڱい、わかりにくいなど） 12
7 ॓ധ施設 11
8 ໘നくない（魅力がない） 8

9
さびれている 7
観光地少ない 7

11
ళ少ない 6
ෆ便 6

13 ෩景ࡴ 5
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˔第３期基本計画ʹ͔͔ΔࡦධՁͷ֓ཁ

ʢ１ʣධՁͷͶΒ͍
　第４次館山市総合計画の策定にあたり、現行計画の課題や༏ઌ度を໌確化することで、ݶられ
た行政資源をదにし、より実効性の高い次期総合計画を策定することを目的とし、実施し
ました。
　

ʢ２ʣධՁͷࢹ
【評価全体の視点】
　市民の公දを前提に、ਖ਼確でわかりやすいࡌهにめること。
【政策・施策に対する視点】
　目的や目標に対する各ࣄ業のඞ要性・༗効性・効性などをצ案し、次期総合計画策定の
展開を検౼すること。
【業୯位での視点ࣄࣄ】
　評価に際しては、ࣄ業の̥̙̘ （̖計画ー実行ー評価ーվળ）を意識するとともに、担課৬員
全体で情報共༗し、৬員の意識վֵとࣄ業実施のվળをਤること。
　

ʢ３ʣධՁͷྲྀΕ
ᶃ…１次評価ɿ課長評価
ᶄ…２次評価ɿ෦長評価
　１次評価の結果に対する෦全体としての࠶評価・調整

ᶅ…３次評価ɿ政策評価委員会評価
　１・２次評価結果に対する総合的な評価

ᶆ…４次評価ɿ政策評価委員会評価
　平成26年度時点での࠷ऴ評価
　１次ʙ３次評価結果についての見しٴび市としての༏ઌ度のܾ定
　

ʢ̐ʣ１ʙ３次ධՁͷํ๏
ʤ達成度ʥ
　　　１　目標を上ճる… 　　　２　おおむͶ目標どおり
　　　３　目標をややԼճる…　　　４　目標をかなりԼճる
ʤ方向性ʥ
　　　ア　継続（֦充）　　Π　継続（現ঢ়維持）…　　　ウ　継続（ॖখ）
　　　Τ　ྃ… 　　　オ　ࢭٳ… 　　　Χ　ഇࢭ… 　　　Ω　ଞࣄ業に౷合
ʤ༏ઌ度ʥ
༏ઌ　　　̖　高い　　　Ｂ　それ΄ど高くない　　　̘　低い࠷　̨　　　
　
ʢ̑ʣ̐ 次ධՁͷํ๏
平成２６年度時点での࠷ऴ評価を行い、市としての༏ઌ度をܾ定

重点　　２　֦充　　　　　……３　現ঢ়維持…　　４　ॖখ࠷　１　　　
　　　５　౷合　　　６　ഇྃ　７　　　ࢭٳ・ࢭ
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ʢ̒ʣධՁ݁Ռ

　˗３次評価（達成度）の結果

　

上ஈɿࣄ業…
Լஈɿ割合

1 目標を 
   　　上回る

2 おおむね 
   目標どおり

3 目標を 
   やや下回る

4 目標を 
   かなり下回る 合計

【館山新世紀発展プラン】
2 98 27 14 141 

(1.4%) (69.5%) (19.1%) (9.9%) (100%)

首都圏を最南で支える交通拠点の確立 0 6 3 4 13 

情報都市館山への挑戦 0 17 2 0 19 

交流・交易のまちづくりと館山湾の活用 0 13 9 0 22 

賑わいと憩いと癒しの観光地づくり 0 14 1 0 15 

商業都市館山の再構築 1 8 3 2 14 

地域を育む産業の活性化 0 32 9 8 49 

『帰りたくなるまち、住みたくなるまち、 
　　　　子どもを育てたくなるまち』づくり 1 8 0 0 9 

【ふるさと館山の保全と育成】
13 187 20 2 222 

(5.9%) (84.2%) (9.0%) (0.9%) (100%)

ふるさとの環境づくり 0 31 2 0 33 

文武両道の人づくり 3 58 7 1 69 

『輝き・高齢社会』の実現 1 19 1 0 21 

元気で明るい『ふれあい社会』の継承 4 52 2 0 58 

安全・安心・快適なまちづくり 5 27 8 1 41 

【分権型社会のシステムづくり】
1 35 3 1 40 

(2.5%) (87.5%) (7.5%) (2.5%) (100%)

行政システムの改革 1 20 3 0 24 

市民のまちづくりへの参画 0 3 0 1 4 

行政サービスの高度化 0 7 0 0 7 

市町村合併に向けた基礎づくり 0 5 0 0 5 

合　　　　計
16 320 50 17 403 

(4.0%) (79.4%) (12.4%) (4.2%) (100%)

1 目標を
…上ճる
4�0�

2 おおむͶ
……目標どおり
……79�4�

4 目標を
…かなりԼճる
　4�2�

3 目標を
…ややԼճる
……12�4�

３次ධՁ
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　˗４次評価の結果

　
上ஈɿࣄ業…
Լஈɿ割合

1 最重点 2 拡充 3 現状
    維持 4 縮小 5 統合 6 廃止・

　 休止 7 完了 合計

【館山新世紀発展プラン】
14 19 84 7 3 3 11 141 

(9.9%) (13.5%) (59.6%) (5.0%) (2.1%) (2.1%) (7.8%) (100%)

首都圏を最南で支える交通拠点の確立 3 3 6 0 1 0 0 13 

情報都市館山への挑戦 1 2 10 3 0 0 3 19 

交流・交易のまちづくりと館山湾の活用 1 5 11 0 1 1 3 22 

賑わいと憩いと癒しの観光地づくり 2 1 11 0 0 0 1 15 

商業都市館山の再構築 0 3 7 2 1 0 1 14 

地域を育む産業の活性化 3 5 34 2 0 2 3 49 

『帰りたくなるまち、住みたくなるまち、 
　　  子どもを育てたくなるまち』づくり 4 0 5 0 0 0 0 9 

【ふるさと館山の保全と育成】
14 32 160 3 6 2 5 222 

(6.3%) (14.4%) (72.1%) (1.4%) (2.7%) (0.9%) (2.3%) (100%)

ふるさとの環境づくり 1 3 25 0 3 0 1 33 

文武両道の人づくり 6 7 53 2 0 1 0 69 

『輝き・高齢社会』の実現 1 4 16 0 0 0 0 21 

元気で明るい『ふれあい社会』の継承 4 10 40 0 3 0 1 58 

安全・安心・快適なまちづくり 2 8 26 1 0 1 3 41 

【分権型社会のシステムづくり】
2 7 22 2 6 0 1 40 

(5.0%) (17.5%) (55.0%) (5.0%) (15.0%) (0.0%) (2.5%) (100%)

行政システムの改革 2 3 13 1 5 0 0 24 

市民のまちづくりへの参画 0 1 1 1 1 0 0 4 

行政サービスの高度化 0 1 5 0 0 0 1 7 

市町村合併に向けた基礎づくり 0 2 3 0 0 0 0 5 

合　　　　計
30 58 266 12 15 5 17 403 

(7.4%) (14.4%) (66.0%) (3.0%) (3.7%) (1.2%) (4.2%) (100%)

1 重点࠷
7�4�

2 ֦充
14�4�

3 現ঢ়維持
66�0�

4 ॖখ
3�0�

5 ౷合
3�7�

6 ഇࢭٳ・ࢭ
1�2� 7 ྃ

4�2�

̐次ධՁ
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͍ͯͭʹࢢࢁؗ˔

（１）館山市のষ（ত14年12月設定）
　館山市のষは、ΧタΧφの「タ」と「テ」が
。の「山」をғむਤฑとなっていますࣈ

（２）館山市のݑষ
　
ᶃ館山市民ݑষ（ত44年11月３制定）
　青い海。
　　あ͟やかな緑。
　　　すなおな人がら。
　わたくしたちは、このܙまれたڷ土をѪし、ਗ਼新なر望とたくましい発展をٻめて、ここに、
市民ݑষを定めます。
　　　　わたくしたち館山市民は

… １　みんなで体力づくりにはげみましょう。
… １　なごやかで໌るいՈఉをつくりましょう。
… １　たがいにきまりをकりましょう。
… １　すすんでをつくしましょう。
… １　力をあわせて豊かなڷ土を築きましょう。
　

ᶄ館山市人ݑষ（ত47年̕月15制定）
　館山市のすべての人が長णを保ち人々からܟѪされ豊かでָしい生活が営まれるよう、
ここにݑষを定めます。
　　　　　長णをたたえ、みんなで
… １　人をܟいましょう。
… １　人にँײしましょう。
… １　人をいたわりましょう。
… 　わたしたちは、健康につとめ
… １　Ѫされる人になりましょう。
… １　社会に役ཱつ人になりましょう。

　
（３）館山市の都市એݴ
●公໌બڍ都市એݴ… （ত38年3月25એݴ）
●交通安全都市એݴ… （ত40年9月29એݴ）
●福祉都市એݴ… （ত49年6月19એݴ）
●青৭申ࠂ都市એݴ… （ত55年3月28એݴ）
●力์都市એݴ… （ত62年6月23એݴ）
●長ण健康都市એݴ… （平成元年9月29એݴ）
●平都市એݴ… （平成４年9月29એݴ）
●生涯学習のまちづくりએݴ…（平成11年3月19એݴ）
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（４）館山市の「௴」（ত46年１月指定）

　市に多く২され、୭からもしまれ、ৗ緑थでՖが࡙くという理

༝から、「௴」がબ定されました。

（５）館山市のΠメーδϑラϫー（平成24年２月બ定）

　「Ֆのまち館山」を代දし、ق࢛を࠼るものとして、公ืで支持の多かった中から、６つのՖが

બばれました。

　ʦポϐー・ࡊのՖ・ストック・ひまわり・ϋϚώルΨオ・コスϞスʧ

　
（６）館山市Վ「わがまち館山」　（ࢺ࡞　山口৾一　　ۂ࡞　໌本ژ੩）

（ত35年・市制施行20प年をه念して発ද）

１�… さやかにめる　ڸがӜの

… 潮の߳におう　わがまちよ

… かもめのうたに　ر望をのせて

… ࣣつの海を　とͿເの

… Ֆ࡙くみなと

… おうおうおう　館山市

２�… やまなみめぐる　ひΖのはみどり

… 豊かにそだつ　わがまちよ

… 海山こめて　あふれるに

… 人のそえて　たくましく

… のびゆくすがた

… おうおうおう　館山市

３�… ౙなきۭに　࢜のͶれて

… ৗय़うれし　わがまちよ

… 山͟くら　歴史をൿめて

… ゆかりの安房の　ࢻどこΖ

… ྷしその名

… おうおうおう　館山市

…ポϐー

…ひまわり

のՖࡊ…

…ϋϚώルΨオ

…ストック

…コスϞス
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Ҿࡧ 用　　　語 解　　　説

̖ ̡̖ ̩
　"TTJTUBOU…-BOHVBHF…5FBDIFSの略。֎国語指ಋॿ手。本
人の教員をิࠤし、ओに会の指ಋにあたる֎国人ิॿ教員。

̞ ̞̘ （̩情報通信ٕज़）
　*OGPSNBUJPO…BOE…$PNNVOJDBUJPO…5FDIOPMPHZの略。*5（ʹ
情報ٕज़）の概念をさらに一歩進め、*5に通信コミュニケーγϣ
ンの重要性を加ຯしたݴ༿。

̞̩ ϔルプσスク…
　Πンターωットのۦけࠐみࣉ的な役割を担い、パιコン૬ஊ等
の取組を行っている組৫。

̣ ̣̥̤
　/PO�1SPpU…0SHBOJ[BUJPOの略。民間ඇ営利団体。Ϙランティ
アをؚむ組৫構成員が、利५ٻを目的とすることなく、社会に
対するαーϏスを提ڙする組৫。

̨
̨̣ （̨ιーγϟル・ωット
ϫーΩング・αーϏス）

　4PDJBM…/FUXPSLJOH…4FSWJDFの略。会員制のαーϏスで、参加
するϢーβー（利用者）どうしがޓいに自の趣ຯ・み・༑人・
社会生活などのことを公開し合ったりしながら、෯広いコミュニ
ケーγϣンを取り合うことを目的としたコミュニティ型のウΣブα
ΠトαーϏス。

̪ ̪̟̞ ターン
　都市෦から地方に移住する動きの総শ。6ターンは出地に
る形ଶ、+ターンは出地の近くの地方都市に移住する形ଶ、*
ターンは出地Ҏ֎の地方移住する形ଶを指す。

Ｗ ＷJɻ̛J（ϫΠϑΝΠ）
　ແઢ通信を利用してσータのૹड信を行うためのコンϐュータ
ωットϫークγステϜの֨نの一つ。

あ ちΌんのӺ
　ೕ༮ࣇを࿈れた保護者が、֎出中に安心して自༝にतೕやおむ
つସえができる設備を備えた公共施設や民間施設等。

ۭきՈόンク
　 ・ିച٫をر望するۭきՈの݅情報をऩ集し、ϗーϜϖー
δや広報ࢴ等を通じて、利用ر望者に提ڙする制度。

アプϩーν 　対に近すること。ಇきかけること。

アルϑΝถ
　ਬいたご൧をס૩させたもの。長期間の保ଘがՄ能で、お౬や
水をぐだけで৯べられる。

安房グリーンラΠン
　ೆ房総市ࡾ๕地۠から国道128߸をԣஅし、館山市Ҵ地۠、ೆ
房総市ઍொ、館山市ാ地۠をॎஅし、ೆ 房総市നொに通じる
基װ農道。

安全・安心メール…
　あらかじめొしたܞଳిやパιコン等のアυϨス、防
災・防犯などのۓ急情報を信するి子メール。

い 域交通、域公共交通 　その地域の交通、公共交通。

үࠜړ
　海ఈがؠで、海がൟໜし、アϫϏ・αβΤなどの成育と
なっているړのこと。

一෦ࣄ組合
　一෦の行政αーϏスについて、ෳの市ொଜが࿈ܞ・共同して
行うために設置する組৫。館山市では、ごみॲ理や消防、水道等
のࣄにおいて一෦ࣄ組合による共同ॲ理を行っている。
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Ҿࡧ 用　　　語 解　　　説

い Ҳ水 　水があふれること。

一ൠ就࿑移行者
　就࿑をر望する65ࡀະຬの障害者で、就࿑にඞ要な知識ٴび
能力の向上のためにඞ要な܇࿅、ٻ৬活動に関する支援等	就࿑
支援）をडけ、一ൠا業に就࿑した方。

Πンターωットഔ体
　ϗーϜϖーδやϑΣΠスブック、ツΠッターなど、Πンターωット
をって情報をやり取りできるഔ体のこと。

Πンόウンυ 　֎国人観光客を༠கすること。

う 海・ルールブック
　館山の海・を利用するすべての方が安心・安全にָしめるよ
うに、海・におけるࢭې行ҝや意߲ࣄ等の共通ルールをまと
めたもの。現ࡏの対は「ڸϲӜΤリア」。

ウミϗタル
　節動、ྨ֪ߕ、ΧΠミδンコの間で、大きさは3ミリఔ
度。行性で、ܹによりൻする࣭により青く発光する。
本のଠ平༸؛に෯広く生ଉしている。

お オープンσータ
　行政機関等が保༗する公共σータを、二次利用Մ能なルール
のもと、市民やا業等が利活用しやすい形で公開されること。ま
た、そのように公開されたσータ。

Թࣨ効果Ψス 　二ࢎ化ૉをはじめとする地ٿԹஆ化をҾきおこすΨス。

か հ護څ付費దਖ਼化γステϜ
　հ護څ付等の審査支業を通して得られるڅ付実σータ
を活用、加工することにより、ෆదなٻをந出し、څ付費支
いのదਖ਼化をਤるγステϜ。

かかりつけ医

　۩合がѱくなったときのৗ的な療に利用し、ී ஈの健康ঢ়
ଶをख़知して、健康૬ஊ・健康理等を行ってくれる地域の近
な医ࢣのこと。ඞ要に応じて、ઐ医やઐ機関のհができる
総合的な能力を༗することが望まれる。

学ಐクラブ
　ओに、保護者が就࿑等により中Ոఉにいないখ学生ࣇಐ（ʹ
学ಐ）に対して、त業のऴྃ後に、దな༡びや生活のを༩
え、ࣇಐの健全な育成をਤるࣄ業。

合ซॲ理ড়化૧

　各Ոఉに取り付けるԚ水ॲ理置のことで、トΠϨのԚ水（し
）だけでなく、෩࿊や所のԚ水（生活ࡶഉ水）もড়化して、近
ྡの河川などに์流する。トΠϨのԚ水だけをॲ理するものは、
୯ಠॲ理ড়化૧という。

؆қϚβーズϗーϜ
　発達に心があり、ઐ的な援ॿがඞ要な༮ࣇに対し、集団や
࿅を行うとともに、保護者に対し܇や機能࡞ผで、ৗ生活動ݸ
て療育のॿݴや支援を行う施設。

き Ωϟリア教育
　৬業観・ۈ࿑観ٴび৬業に関する知識やٕ能をにつけさせ
ることで、学校教育と৬業生活とのԁな続をਤり、ओ体的に
進路をબする能力・ଶ度を育てる教育。

共ॿ
　（防災において）自ओ防災組৫やொ会等、地域の結ଋ力を
活かしたॿけ合いのこと。
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き 業継続計画
　ඇৗࣄଶ発生時、人員・資・ラΠϑラΠン等が大෯に制さ
れたঢ়گԼにおいても、ඞ要な業が継続して行えるように、༧
め計画として定めるもの。

近ॿ 　（防災において）ྡ 近所どうしでॿけ合うこと。

く クラウυ化

　σータを、自のパιコンやܞଳなどではなく、Πンター
ωット上に保ଘしてえるようにすること。自・会社・֎出ઌなど、
さま͟まな環境のパιコンやスϚートϑΥン等からσータをӾཡ、
ฤ集することができる΄か、人とσータを共༗することもできる。

グリーンツーリズϜ
　緑豊かな農ଜ地域において、自然・文化・人々との交流等をָし
むࡏ型の観光。

グϩーόル 　ੈ界的な、あるいは、地ٿ全体のൣғ、نにٴͿこと。

け 元気な広
　ೕ༮ࣇとその保護者が自༝に利用することができるࠜ付公
園として、平成21年４月に開館した子育て支援拠点施設。「ϑΝミ
リー・αポート・センター」をซ設している。

こ ࿀人の地

　̣̥̤法人…地域活性化支援センターがओ࠵する「࿀人の地
プϩδΣクト」により、プϩポーズにふさわしい所としてબ定さ
れたスポット。館山市は「࿀人の地ʗڸϲӜから࢜の見える
まち…館山」として、平成２７年７月１にೝ定されている。

公会計制度
　ै来のி会計のߟえ方（୯ࣜ簿ه・現金ओٛ会計）に、ෳࣜ
簿ه・発生ओٛ会計のߟえ方を取り入れた会計制度。資産やෛ࠴
のঢ়گなどをࣔすことがՄ能になる。

公共交通
　一ൠの人々が共同で利用する交通機関。మ道・路ઢόス・タク
γー・ۭߤ路ઢ・ધഫ等。

合計特घ出生
　出産Մ能年齢（15ʙ49ࡀ）の女性の年齢ผ出生を合計した
もの。一人の女性が一生の間に生む子どものをࣔす指標として
…。われる

公ॿ
　（防災において）市役所や消防・ܯ等、公的機関による救
援・෮چ活動などの支援。

交流人口
　さま͟まな目的をもって、市֎から訪れる人の人。市にࡏ住
する「定住人口」に対し、流動的に市に訪れる人口をࣔす概念。

コーσィωーター 　調整する役の人。

コーϗート要Ҽ法

　コーϗートとは、ある年（またはある期間）に出生した集団のこ
とをいい、コーϗート要Ҽ法とは、その集団のある期間の人口変化
（出生・ࢮ・移動）を観し、将来をԾ定することで、将来人
口を推計する方法。

コミュニティ
　地域の人々が共同意識をもっておޓいに交流し、共同生活を営
む一定の地域ٴびその人々の集団。「地域社会」、「近ྡ社会」と
もݺばれる。
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こ コミュニティ医療

　医療・հ護・福祉関係者と行政・市民が一体となり、近ྡ市ொ
等との࿈ܞをਂめながら、ともにߟえ、ともに実ફする共同体と
して、地域住民の健康ण໋のԆ৳を目的とした取組を一体的・総
合的に行うこと。

さ 災害時の応援協定
　災害発生時における各種応急෮چ活動に関する人的・的支
援について、ଞ自࣏体や民間ࣄ業者、関係機関との間にక結する
協定のこと。

財政調整基金
　年度によって生じる財源のෆߧۉを調整するため、財源に༨༟
がある年度にੵみཱて、ෆする年度に取り่す、計画的な財政
運営を行うための自࣏体のஷ金。

αΠόーܸ߈

　コンϐュータγステϜやΠンターωットなどを利用して、標的の
コンϐュータやωットϫークにෆਖ਼に৵入し、σータの取やഁ
յ、վ͟ん等を行ったり、標的のγステϜを機能ෆ全にؕらせるこ
と。

αテラΠトΩϟンパス
　大学や大学Ӄの本෦から地理的にれた所に設置された
Ωϟンパスのこと。一ൠ市民向けの公開࠲ߨや社会人向け教育
αーϏスの提ڙ等が行われる合がある。

ཬ見ࢯ　Ҵଜ

　館山市Ҵにあり、戦国時代からށߐ時代まで、房総ೆ෦を拠点
としたཬ見ࢯが本拠とした。Ҵଜは、16ੈل前、３代ٛ
通が居としたで、４代ٛ豊が５代ٛᴲに߈め໓΅された「ఱ
文のᨄ」のとなった。

ཬ山
　集མ、人ཬにした山、あるいはこうした地形において人間の
Өڹをडけた生ଶ系がଘࡏしているঢ়ଶを指す。

αポートγステϜ 　支援体制。

産学金࿑ݴ
　それͧれ、産業関係者・行政関係者・教育関係者・金༥関係
者・࿑ಇ関係者・報道関係者を指す。

し 自ॿ 　（防災において）自自で自のをकること。

γϏックコア
　関࿈性の高い施設を集中させ、利便性の向上をਤることを目的
とし、政施設・地方行政施設・民間施設の３者のཱ地を都市計
画にりࠐんで行う地域整備の概念。

ຓ都市࢞ 　市民の文化交流やળを目的とする都市間の結びつきのこと。

就業者 　ಇいている市民。市֎でಇいている人もؚむ。

ै業者 　市でಇいている人。市民Ҏ֎もؚむ。

住用লΤωルΪーγステϜ

　Թࣨ効果Ψスのഉ出制につながるੴ༉代ସΤωルΪー等
を利用した住用のΤωルΪーγステϜ。ここでは、住に設置
するଠཅ光発ిγステϜやՈఉ用೩ྉిγステϜ（ΤωϑΝー
Ϝ）、定置用リνウϜΠオン、ిγステϜ、ΤωルΪー理γス
テϜ、ి 気自動ं充ిڅ設備、ଠཅ利用γステϜを指す。

प༡性 　各地をཱྀ行してまわる性࣭。
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し 出ு子育てひΖば
　「元気な広」の出ு൛として、「元気な広」スタッϑが各地
（۠平成27年度現ࡏɿધ形・重の２Χ所）に出向き、子育て子
の交流や子育てに関する૬ஊのを提ڙするもの。

循環型社会
、資源化をਤり࠶、りある資源を効的に利用するとともにݶ　
持続Մ能な形で循環させながら利用していく社会。

商業・業機能
　商ళやࣄ所等がཱ地している地域がもつ機能のこと。この機
能が集ੵすると、ങいや就業の目的地として、に͗わいが生ま
れる。

ৗ備消防
　市ொଜに設置された消防本෦ٴび消防ॺのことで、ઐの৬員
がۈしている。これに対し、消防団はඇৗ備消防である。

情報セΩュリティ
　重要な情報の機ີをकり、情報のഁյやվ͟ん、消ڈを防ࢭ
し、ඞ要な情報を安全・確実に利用できるঢ়گを確保すること。

情報通信ٕज़（̞ ̘̩ ）

　情報ٕज़（̞ ̩）の概念をさらに一歩進め、情報ٕज़に通信コ
ミュニケーγϣンの重要性を加ຯしたݴ༿。*$5はΠンϑΥメー
γϣン・アンυ・コミュニケーγϣン・テクϊϩδー（*OGPSNBUJPO…
BOE…$PNNVOJDBUJPO…5FDIOPMPHZ）の略。

δϣブαポートࣄ業
　ઍ༿ݝやઍ༿࿑ಇہをはじめ、関係機関が࿈ܞし、࠶就৬の
૬ஊや就৬活動のϊウϋウ提ڙ等の支援を行うࣄ業。

γルόー人ࡐセンター
　高齢者（概Ͷ60ࡀҎ上）の就業ニーズに応じ、地域社会のৗ
生活にີ着した就業機会の提ڙを促進する公ӹ団体。

新ΤωルΪーγステϜ
　環境ෛՙの少ないੴ༉代ସΤωルΪー等を利用したΤωルΪー
γステϜ。ここでは、「住用লΤωルΪーγステϜ」と同ٛ。

す スポーツ観光

　スポーツのΠϕントやϨδϟーなど、スポーツそのものを「観
る」・「する」ことを目的としたཱྀ行に、प辺観光を༥合させたཱྀ
行形ଶ。また、スポーツを「支える」人々との交流やスポーツ環境
の整備、ٕڝ大会のটக・開࠵、スポーツ合॓༠க等、スポーツに
関࿈した交流人口の֦大ٴび観光༠க戦略の概念もؚまれる。

せ 生産年齢人口 。までの人口ࡀから64ࡀ15　

た 体ݧ型ツーリズϜ
　地域の歴史や文化、自然、産業などについて、ཱྀ 行者が実際に
手で৮れたり、体ݧしたりすることができるཱྀ行形ଶ。

たてやまϑィールυミューδア
Ϝ

　館山市ཱത館が30年来ऩ集しੵみ上げてきた、地域の歴史
情報をຬࡌしたウΣブαΠト。

館山ふるさと大
　館山市出または館山市にゆかりがあり、国・海֎において
活躍している方に、館山の魅力を広く̧̥してもらうことを目的と
して、本人の同意に基づき委するもの。

館山ふるさと特
　館山市にۈ経ݧ・居住歴等があり、館山の自然や文化等の魅
力をѪと自信をもって本人の活動の中で発信できる方に、本人の
同意に基づき委するもの。
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た 多໘的機能支制度

　農業・農ଜがもつ多໘的機能（国土の保全、水源のᔻཆ、自然
環境の保全、ྑ をਤるため、水شな景観の形成等）の維持・発
路や農道等の維持理や࣭的向上のための地域の共同活動に対
し、交付金を支い、支援する制度。

ち 地域おこし協力ୂ

　人口減少や高齢化等の進行がஶしい地方において、地域֎の
人ࡐをੵۃ的にडけ入れ、地域協力活動を行ってもらい、その定
住・定着をਤることで、意ཉある都市住民のニーズにこたえなが
ら、地域力の維持・強化をਤっていくことを目的とした制度。３大
都市ݍ、政ྩ指定市等から、過ૄ地などの移住・定住を促すた
め、総লが平成21年度に創設した制度。

地域ケア会議
　医療・հ護等にかかわる多৬種が協ಇして、高齢者のݸผ課題
の解ܾやそのੳ等をੵみ重Ͷることで、地域に共通した課題を
໌確化し、政策形成につなげていくことを目的とした会議。

地域高֨ن道路
　全国Ϩϕルの高װ֨نઢ道路と一体となり、地域૬ޓの交流
やۭߓ・ߓの࿈བྷ等を強化する道路であり、自動ंઐ用道路
またはこれと同ఔ度の機能を༗するもの。

地域生活移行者
　障害者支援施設等の入所者などに対し、住居の確保等の地域
生活に移行するための૬ஊやඞ要な支援を行い、地域生活移
行した方。

地域แׅケアγステϜ
　հ護がඞ要なঢ়ଶになっても住み׳れた地域で自らしい
らしを続けることができるように、医療・հ護・༧防・住まい・生
活支援が一体的に提ڙされる組み。

地域แׅ支援センター
　հ護保ݥ法に基づき、高齢者の保健・福祉・医療の向上やٮ
防ࢭ、հ護༧防Ϛωδメントなどを総合的に行う地域ケアの中核
拠点として各市ொଜが設ける機関。

地産地消 　地域で生産された生産や資源をその地域で消費すること。

地産地消推進ళ
　館山産の安全で新な農水産をੵۃ的に消費者に提ڙする
など、地産地消を推進しているച所やҿ৯ళ等を「館山市地産
地消推進ళ」としてొしたもの。

地方ݖ
　住民が真にඞ要としている行政αーϏスを行うことができるよ
う、政策ܾ定ݶݖと自༝な財源を、国から、より住民に近い地方
移すこと。

中山間地域 　平の֎ԑ෦から山間地を指す。ࣼ地が多い。

つ ツΠッター
ߘばれる文をݺ々の利用者が「ツΠート」（つͿやき）とݸ　
し、それに対し、ผの利用者がಡんだり、ฦ信したりすることでコ
ミュニケーγϣンが生まれるΠンターωット上のαーϏス。
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て 定住自ཱݍ構

　地方から౦ژなどの大都市ݍの人口流出を制するため、総
লが推進する施策。人口５ສ人ఔ度Ҏ上でன間人口が多い都
市が「中心市」となり、生活・経済໘で関わりのਂい「प辺市ொ
ଜ」と協定をక結して「定住自ཱݍ」を形成し、中心市が策定する
「定住自ཱݍ共生Ϗδϣン」にԊって、地域全体で、医療・福祉・
教育等の生活機能の強化、交通・̞ ̘ Π̩ンϑラの整備や地域
֎の住民の交流、人ࡐ育成等、人口定住にඞ要な生活機能の確
保に取り組むもの。

定住人口 　その地域に居住している人口。

出前࠲ߨ
　市ࡏ住・ࡏ学・ۈࡏの10人Ҏ上のグループを対に、市৬員
や市民Ϙランティアなどがࢣߨとしてر望の所に出向き、࠲ߨ
を開࠵するもの。

ి子自࣏体

　コンϐュータやωットϫークなどの情報通信ٕज़（̞ ̩）を行政
のあらゆるに活用することにより、市民やا業等のࣄෛ担
のܰ減や利便性の向上、行政ࣄの؆ૉ化・合理化などをਤり、
効的・効果的な自࣏体運営を実現しようとするもの。

౷的工ܳ
　『౷的工ܳ産業の振興に関する法』に基づく経済産業
大ਉの指定をडけた工ܳ。平成15年３月17に、「房भうち
わ」がઍ༿ݝॳとして指定されている。

と ౦ژ口道路

　౦ژ入口のӜլ水道をڮྊまたはトンωルでԣり、ਆಸ川
るԆ長10ʙ15LNを定したࢸ市にݝԣਢլ市からઍ༿ݝ
構中の地域高֨ن道路。౦ژアクアラΠン、第二౦ژ؛道
路などとともに、౦ژを８のࣈঢ়に結Ϳ౦ژ環ঢ়道路の一
෦としても位置付けられる。

ᑣ৫（とう͟んおり）
かいॎࣶを৫り出した。ᑣࡉで、ಠ特のࢳい໖ࡉ　 （ࣶと
う͟んじま）、ᑣཹ （ࣶさんとめじま）などともݺͿ。ઍ༿ݝ指定
౷的工ܳ。

都市計画道路
　都市計画法に基づいて計画された道路。まちづくりのࠜװとな
る道路。

都市公園
　都市計画法上の都市計画施設で、公ऺのܜいの、運動等の
֎ϨクリΤーγϣンのなどとして利用される公園・緑地・自
然の෩景地等。

トップセールス
　市長自らがએϚンとなって、市の特や༏位性、地域の産・
産業を、ଞ地域・ا業等にചりࠐむこと。

に ニーズ 　ඞ要性、要ٻ、ध要。

二ڃ河川

　河川の等ڃには、一ڃ河川と二ڃ河川があり、一ڃ河川とは、
らしをकり、産業を発展させる上で、特に重要なかかわりをもっ
ている水系のうち、国が理している河川をいう。二ڃ河川は、
一ڃ水系Ҏ֎のൺֱ的流域໘ੵがখさい水系の河川のうち、都
道ݝが理している河川をいう。
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に 二次救急
　入Ӄや手ज़をඞ要とするױ者を対とし、24時間体制で手ज़
ができる設備を備える。生໋にݥةがٴͿような重・重ಞױ者
の対応は、ࡾ次救急（救໋救急センター）が担う。

二地域居住
　都会にらす人が、िや一年のうちの一定期間について地方
でらすなど、二つの地域に生活拠点をもつ生活形ଶ。

本൛̧̘̘̘

　̧̘̘̘は、$POUJOVJOH…$BSF…3FUJSFNFOU…$PNNVOJUZ（継
続հ護付きリタΠアメント・コミュニティ）の略で、ถ国発であ
る。高齢者が健康な時からհ護がඞ要になった時まで、移転する
ことなく継続的なケアが保証されるコミュニティを意ຯする。
本൛̧̘̘̘は、౦ݍژをはじめとする高齢者が、自らのر望に
応じて地方に移り住み、地域社会において健康で活動的な生活
をૹるとともに、医療հ護がඞ要になった時も住みସえることな
く、継続してケアがडけることができる地域づくりを目指すもの
である。౦ݍژの高齢化問題を解消しつつ、地方の人の移動を
促進しようという意ٛもؚんでいる。

ೝ知αポーター

　ೝ知に関するਖ਼しい知識と理解をもち、地域や৬域で、ೝ知
の人やՈに対し、できるൣғでの手ॿけをする人。都道ݝ、
市ொଜ、৬域団体等が実施するೝ知αポーターཆ成࠲ߨをड
。した者を指すߨ

ೝ定こども園
　就学前の子どもに教育と保育を一体的に提ڙする΄か、地域
の子育てՈఉに対する支援を行う施設。༮ஓ園や保育所などの
うち一定の基४をຬたす施設を、都道ݝ知ࣄ等がೝ定する。

ೝ定新ن就農者
　新たに農業経営に取り組もうとする青年等で、「青年等就農計
画」を࡞成し、市からೝ定をडけた方。就農資金のແ利子༥資な
ど、重点的な支援ા置がडけられる。

ೝ定農業者

　農業経営基盤強化促進法に基づく「農業経営վળ計画」につ
いて、市ொଜのೝ定をडけた農業経営者のこと。ೝ定をडける
と、金༥ા置や੫制ા置などの支援をडけることができる。な
お、経営վળ計画は５年間の計画であり、ೝ定をडけてから５年
経過した合、࠶度計画を提出して࠶ೝ定をडけないとೝ定農業
者の資֨をࣦう。

Ͷ 年少人口 。までの人口ࡀから14ࡀ̌　

の 農業法人化
　農業をݸ人	Ո）経営から法人経営に移行すること。法人化
することにより、੫制໘の༏۰や経営の合理化などにおいてメ
リットがあるとされる。

農地中間理機構

　高齢化や後継者ෆ等で࡞ߞを続けることがしくなった農地
などの一定の要݅をຬたした農地をआりडけ、ೝ定農業者や集མ
営農組৫等の担い手にିし付ける公的機関。都道ݝに一つずつ
設置され、農地の集化やغ์࡞ߞ地の解消を推進する。

ϊウϋウ 　ものごとのやり方に関する知識。
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は パブリγティ
　プϨスリリース（報道機関の発ද）などにより、ࣄ業等に関す
る情報をੵۃ的に報道機関に提ڙし、ニュースやࣄهとして報道
されるようにಇきかける広報活動。

パブリックコメント

　行政が政策・制度等を制定、վ定しようとする際に、広く公に
意見・情報・վળ案等をٻめる手続き。ӨڹがٴͿ対者の意見
をࣄ前にௌ取することで、よりྑい行政を目指すことを目的とす
る。

ひ Ϗッグσータ

　ै来のσータϕース理γステϜなどではॲ理ࠔであったڊ
大でෳࡶなσータ܈のこと。୯に大༰ྔなだけでなく、ඇ定型的
でリアルタΠϜ性の高いσータが多い。近年、Ϗッグσータを解
ੳできるٕज़がొしたことで、さま͟まなでの活用や新た
な市の創出が期されている。

පࣇ・ප後ࣇ保育
　ೕ༮ࣇがප中またはප気のճ෮期にあり、集団保育がࠔな
合、医療機関等にซ設されたઐ用スϖース等において行う保育
αーϏス。

ふ
ϑΝミリー・αポート・セン
ター

　育ࣇの手ॿけをして΄しい人と育ࣇの手ॿけができる人が会員
となり、会員どうしでॿけ合う子育て支援活動。

ϑィルϜコミッγϣン
　ө画・テϨϏυラϚ・̘ ̢など、あらゆるδϟンルのϩケーγϣン
。ӨをスϜーズに進めるための支援をする機関ࡱ、Өを༠கしࡱ

ϑΣΠスブック（'BDFCPPL）
　ιーγϟル・ωットϫーΩング・αーϏス（̨̨̣）の１つで、実
名ొにより、༑達・同ڃ生・同྅・近所の人たちなどとΠンター
ωット上でつながり、交流できるαーϏス。

ϑΥϩーアップ
　進ちょくঢ়گや結果などを調査、検証し、さらなる強化・վળの
ためのमਖ਼等を行うこと。

福祉Χー
　ंいすにったまま߱できる自動ंで、館山市では、心障
害者ٴび高齢者等に対し、ແྉでି出している。

福祉タクγー
　高齢者や障害者の֎出を支援するタクγーٴびそのαーϏス。
館山市では、重度障害者が市指定ࣄ業所の福祉タクγーを利用
する合、利用ྉ金の一෦をॿ成している。

ブルーツーリズϜ
、を通じてݧや海辺での生活体ݧ業体ړ、しࡏଜ地域にړ　
地域との交流をਂめ、海の魅力をָしむ観光。

ふるさとೲ੫（ふるさと寄附
金）制度

　自࣏体の寄附金制度。過ૄなどによる地域間の੫ऩ֨ࠩの
ੋਖ਼を目的に創設された制度で、本来、住所地にೲめるݸ人住民
੫等を、代わりに「ふるさと」や応援したい自࣏体ೲめるΠメー
δから、「ふるさとೲ੫」という。寄附をडけた自࣏体にとって
は、集まった寄附が自ओ財源となる。

プϨδϟーϘート
　Ϥット・ϞーターϘート・水上オートόΠ等、海༸Ϩδϟーに
われるધఖの総শ。

ブϩグ
　ウΣブϩグ（8FC…-PH）の略শで、ࣄهߘをओに時系ྻにද
ࣔするه的なϗーϜϖーδの一形ଶ。

プϩϞーγϣン 　市の魅力をചりࠐむためのએ活動全ൠ。
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΄ ์課後子ڙ教ࣨ
　์課後やिに、子どもたちの居所をつくるため、校ఉや教
ࣨを開์し、地域住民の協力によって、学習やスポーツ、文化活動
などができるようにする取組。

房भうちわ

　ೆ房総でडけ継がれてきたઍ༿ݝを代දする工ܳで、経済
産業大ਉ指定の「౷的工ܳ」にも指定されている。ژうちわ
（丸ُ市とそのप辺地域ݝ川߳）丸ُうちわ、（都市ژ都ژ）
と並Ϳ、本ࡾ大うちわの一つ。

ϗーϜステΠ
　国際交流や国際理解をओな目的として訪れた֎国人が、その
国の一ൠՈఉにおいて生活体ݧをすること。

ϘーμϨス化 　境界がないঢ়ଶにすること。

ポートセールス
業等の̧̥活動を行い、ધاの利用を促進するため、関࿈ߓ　
ഫの寄ߓ等を༠கすること。

ϗストϑΝミリー
　国際交流や国際理解をओな目的として訪れた֎国人を、ࡏ
期間中डけ入れるՈఉのこと。

ま ଙターン
　都市෦から地方移住する形ଶのうち、のらす地方に
ଙが移住する動きのこと。

Ϛッνング 　ҟなるものを組み合わせること。

み ミスϚッν

　り合わないこと。
　「雇用のミスϚッν」という合は、ٻ人ଆであるࣄ業者等が
望する۰や就業形ر৬者のٻ、や雇用形ଶに対しࡐめる人ٻ
ଶにずれがあること。

め メσィア
　手ஈ、方法、ഔ体などの意ຯをもつ。広く情報発信する機関や
、テϨϏ、ࢽࡶ業、γステϜなどの意ຯもあり、ここでは、新ฉやࣄ
ラδオなどのϚスメσィアと同ٛで用いる。

も Ϟニター 　アンケートのճ答や意見の提出について協力する人を指す。

調査
　アϫϏやαβΤの成育となる海がൟໜした海ఈ（）を
調査すること。

ゆ ༗害ௗ्
　農ྛ水産業などにඃ害を༩える、またはඃ害を༩えるڪれがあ
る生ௗ्のこと。

よ ༮ஓ園型ೝ定こども園

　ೝ定こども園には、༮保࿈ܞ型、༮ஓ園型、保育所型、地方ࡋ
ྔ型の４種ྨがあり、༮ஓ園型ೝ定こども園については、ೝՄ༮
ஓ園が、保育のඞ要な子どものための保育時間を確保するなどに
より、保育所的な機能を備え、ೝ定こども園としての機能を果た
すタΠプ。

ら ラΠϑスタΠル 　生活様ࣜ。

ཙ農ϔルパー
しい࿑ಇ条݅をվળするために、ઐ業ཙ農Ոが組合を組৫しݫ　
て雇用する࿑ಇ者（ϔルパー）のこと。ٳの確保や長時間࿑ಇ
の解消を目的とする。

り リアルタΠϜ 　同時。ଈ時。
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れ ϨΨγー（Ҩ産）

　ここでは、オリンϐック・パラリンϐックٕڝ大会の開࠵をܖ機
とした各種基盤整備やスポーツ振興、それにう生活の利便性の
向上、市民の健康増進など、ϋーυ・ιϑト྆໘において、長期的
で持続的な効果を社会に生み出し、次ੈ代にしていくこと。

ϨϑΝϨンス
　ਤॻ館利用者が学習・ڀݚ・調査を目的とし、情報や資ྉなど
をඞ要とした際に、検ࡧ・提ڙ・ճ答をすること。また、ध要の多
い࣭問に対して、あらかじめ資ྉを४備、࡞成する࡞業のこと。

Ζ 年人口 。Ҏ上の人口ࡀ65　

６次産業化
　農業や水産業など、第１次産業のࣄ業者が、৯加工（第２次
産業）、流通ൢച（第３次産業）にも業展開し、経営の多֯化
をਤること。

わ ϫーク・ラΠϑ・όランス
ཆ、地ٳ、やհ護、趣ຯや学習ࣇと、育ࣄ。と生活の調ࣄ　
域活動といった「ࣄҎ֎の生活」との調をਤり、その྆方を
充実させようとするಇき方・生き方のこと。

ϫンストップ 　ෳの૭口で行われていた手続き等を１つに集すること。
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	バインダー2
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